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　稲いな妻ずまのような一いつ刀とうを受け、そいつは倒たおれた。

　蔵くらの中に満ちていた禍まが々まがしい瘴しよう気きが、断だん末まつ魔まの声とともに薄れていく。

　満ち足りることのない胃いの腑ふを持つ、哀あわれな異い形ぎよう──全身を尖とがった体毛で覆おおわれた巨大な獣けものは、太た刀ちを突き立てられた脇わき腹ばらから、霧きりのように消えてしまった。

　そいつに深々と刺ささっていた太た刀ちが、音を立てて床に落ちる。

「大丈夫？　伐ば叉さ羅ら」

　太刀を振るった大きな男に、小さな少女が駆かけ寄る。

　巫み女こが着る千ち早はやに似た純じゆん白ぱくの装しよう束ぞくに緋ひ袴ばかま。そして自身も朱あかい弓を手にした、勇いさましい出いで立たちの少女に、男は優しく頷うなずいている。

「俺は平気だ。未み雲くもは、魔ま障しようの具合はよくなったのか？」

「追ってる最中に治ったよ。……でもよかった。お米、全部食べられてはいないみたい」

　壁かべに積つまれた米こめ俵だわらを見渡した少女は、視線に気づいて、こちらに歩み寄ってきた。

「お店の方ですよね？　魔物はもういなくなったから大丈夫ですよ」

　間近で見ると本当に小さくて、まるで小動物のような可か愛わいらしい少女だ。

　蔵の持ち主ぬしである米屋の主あるじは、米が散ちらばる床にへたり込んだ。

「魔物!?　うちの蔵を荒あらしていたのは、魔物だったんですか!?」

　今日まで平へい穏おんに生きてきた主は、異界の住人──俗ぞくに言う「魔物」を初めて見たのだ。

　近頃、都みやこに魔物が出しゆつ没ぼつしているという噂うわさは聞いていた。だが実際、無限の欲望にあえぐ、おぞましい姿を目撃した衝しよう撃げきはとてつもない。

　そして、その異形の存在を一撃で倒せる者がいたことにも──

「あなたがたは、いったい何者なんですか」

　少女は懐ふところから懐かい剣けんを取り出すと、そこに刻きざまれた帝みかどの御印おしるしを見せて言った。

「名乗るのが遅おくれましたが、わたしは春から白しら羽は姫ひめのお役目をいただいてます、巴ともえ未雲っていいます。はじめまして」

「白羽姫様!?　明みよう神じん帝ていの側近中の側近じゃないか……。では魔物を倒したあの方は？」

　照てれる未雲の後ろに提ちよう灯ちんを向けると、光の中に男の後ろ姿が浮かび上がる。

　耶や眞ま土との男の平均を上うわ回まわる、六ろく尺しやく四よん寸すんはあるであろう長身。派手な着物越ごしにもわかる、均きん整せいの取れた逞たくましい肉体──そして腰こしまである長い髪は、炎ほのおのごとき赤い色をしている。

　その鮮あざやかな色を見て、主のこめかみを汗が流れた。

「赤い、髪……あんた、まさか」

「魔物よりこの髪のほうがめずらしいか？」

　太刀を鞘さやに収めた男は、半分笑った声で言って、振り返る。

　引き締まった肌はだは若々しく、彫ほりの深い整った顔立ちは、男でも見み惚とれるほど美しい。

　だがその双そう眸ぼうは、闇やみの中でも猫ねこのように光る、妖あやしくきらめく金こん色じきだ。

　それは彼が、人間が忌いむべき「鬼おに」だという証しよう拠こ。

「……っ」

　悲ひ鳴めいを上げかけた主は、待てよと思いとどまる。

　たしかに彼は鬼だが、略りやく奪だつや暴行を平気で行う他の鬼とは違い、たった今自分の身と、破産の危機を救ってくれたではないか。

「あ、あの、とにかくありがとうございました。おかげで助かりました」

「いえ、とんでもないです。わたしたち自分から志願して、このお仕事をやらせてもらってるんですから。ね？」

　未雲が誇ほこらしげに見上げると、赤毛の鬼は返事の代わりに彼女の頭に優しく手を置く。

　その行こう為いはあまりにも自然で。このほのぼのとしたあたたかな空気は、昨日今日だけの関係で醸かもし出せるものではない。

　首をかしげた主は、思わず少女に尋たずねた。

「なぜ鬼が、白羽姫様と一緒に私を助けてくれたのですか？　白羽姫様、あなたはそっちの鬼……さんと、どういうご関係で？」

「あ、わたしと伐叉羅は幼おさななじみなんです。魔物討とう伐ばつの相あい棒ぼうでもあるんですけど……」

「それだけじゃない。将来、夫婦になることを誓ちかった許嫁いいなずけだ」

「ちょっ!?　そんなの今言わなくてもっ」

　突然割って入ってきた鬼に、未雲はあわあわと真まっ赤かに頰ほおを染そめる。

　だが何か耳打ちされると、今度は小さな声で「わかった」とつぶやいた。

「ええと……実はそうなんです。これからここに、神じん祇ぎ官かんの人が来ていろいろ調べると思うんですけど、そのとき、わたしたちはものすごーく仲がよくて夫婦同然だった！　って、噓うそだと思ってもそう証言してくれませんか？」

「はぁ……？」

　啞あ然ぜんとする主。

　すると鬼は未雲の腰を両手で摑つかみ、子どもをあやすように高く抱かかえ上げた。

「主。これで本当だって言えるだろ。どうだ」

「ばっ、ばか！　何やってんの伐叉羅ー！」

　言われるまでもなく、たいそう仲はよく見えるが。

　──いや、どちらかというと仲良し兄きよう妹だいか？　主はつい笑ってしまう。

「わかりました、きっとお伝えしましょう。それと赤鬼さん、私の恩おん人じんであるあなたのお名前、きちんとうかがってもよろしいですか？」

「あ──」

　精せい悍かんで美しい赤毛の鬼が、一いつ瞬しゆん無防備な顔になる。

「……伐叉羅だ」

「伐叉羅ってね、典てん竺じくの言葉で金こん剛ごう石せきって意味なんですよ。一番強くて、きれいな貴き石せきのことなの」

　誇らしく言う未雲を「いいよ、それは」と照れてたしなめながらも、伐叉羅の口元はほころんでいる。

「伐叉羅様。お名前たしかに……ありがとうございました」

　深く礼をすると、二人も黙だまって礼を返してきた。

　言葉はなくとも「こちらこそありがとう」という心が、彼らからは伝わってくる。

　いったいどんな使命を負おってこんな、得体の知れない魔物と戦っているのだろうか。

　深夜の通りを去っていく二人を見送りながら、主はひとりごちる。

「人と鬼、か……。たとえ許嫁の誓いがあっても、この耶眞土じゃあの二人、簡単に結ばれることは許ゆるされないだろうな」

　かわいそうだが、それが今の耶眞土なのだ。
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　草木の香りを含んだ風に、夏を感じる今は六む月つき。

　金こん剛ごう国こくは都みやこの中心、耶や眞ま土との政まつりごとの中ちゆう枢すうたる大だい内だい裏りに、朝を告げる鳥の声が響ひびく。

　だが帝みかどの御ご座ざ所しよ近くの奥おく御ご殿てん、白しら羽は姫ひめの住まう弘こ徽き殿でんでは、今け朝さは鳥の声よりかしましい女によ官かんたちの笑い声が、朝を彩いろどっていた。

　桔き梗きようが咲く庭を望む廂ひさしに、三人固まった女官たちは、くすくすと笑いながら主あるじの寝しん所じよをのぞいている。

「ふふっ、誰だれか、起こしてさしあげてくださいな」

「でもおかわいそうですわ。せっかく気持ちよさそうに寝ねていらっしゃるのに」

「ゆうべは例のお仕事で、お帰りも遅おそかったみたいですしねえ」

　三人はそう言って、寝室をのぞいてまた噴ふき出す。

　そこに敷しかれた布ふ団とんの上には、ゆうべ魔物討とう伐ばつから帰った未み雲くもと伐ば叉さ羅らが、着の身着のまま、子犬のように寄り添そって眠っているのだ。

「う～ん……」

　寝返りを打った未雲の足が、かかとから伐叉羅のみぞおちに落下する。

「うっ」

「ああっ痛そう！」

　女官たちは揃そろって顔をしかめたが、一いつ瞬しゆん息を止めた伐叉羅は、何ごともなかったように再び寝息を立てはじめた。

　しかも反撃とばかりに、今度は伐叉羅のほうが未雲の腰こしを引き寄せ、まるで人形を抱だくように胸にすっぽり納おさめてしまったのである。

「あら、あらあらあら！　伐叉羅殿どのったら、まあまあ……」

「う～ん、う～ん？」

　急にうなされだした未雲を見て、さすがに女官たちも心配になる。

「どうしましょう、もっと見ていたいですけど、今朝は大事なご予定があるし」

　女官たちが「あなた起こしてきて」「いいえあなたが」と押しつけ合っていると、彼女らの足あし下もとに、おしめ姿の幼児がひょいと顔をのぞかせる。

「姉ちゃんたち、遠えん慮りよすることねーっつの、起こしちまえばいーんだよ！」

「あら、奇き焰えん子じちゃん。あなたが起こしてくれるの？」

「任まかせとけェ」

　魔物の本性を滲にじませたあくどい笑みを浮かべた奇焰子は、ほてほてと寝所に入り、寝こけている二人の前に立つ。

「ゆうべは、よくも子守歌やら読み聞かせやらで、ボクを無理やり寝かしつけてくれたな。退たい屈くつだからボクも夜回りに連れてけってあんだけ頼たのんだのに！　……そんな意い地じ悪わるなおまえらなんか……こうだっ！」

　飛び上がった奇焰子は、伐叉羅の脇わき腹ばらめがけて蹴けりを繰くり出だす。

　その瞬間ぱちりと目を開けた伐叉羅は、奇焰子の短い脚を、はっしと摑つかんで止めた。

「甘いぜ、着ぐるみ野や郎ろう」
















「お、起きてやがったのか伐叉羅ァ！　くそーっ、離せぇっ」

「最弱の魔物のくせに、俺の寝首を搔かこうなんて、百万年早いんだよ」

「……伐叉羅殿、もしかしてずっと起きてらっしゃったのですか……？」

　女官たちは、まさか未雲を抱きしめたのもわざとなのかと、策さく士しを見つめるような顔をする。伐叉羅は未雲を胸に抱いたまま、ニッと笑って答えた。

「さあ……？」

　鬼ながら、ぞくぞくする色香を漂ただよわせる伐叉羅に、女官たちは固まってしまう。

　しかしその騒さわぎで、とうとう未雲も起きてしまった。

「なあに、うるさいなあ……」

「ん……？　起きたか」

　耳をくすぐるようにやわらかな、伐叉羅の声がする。

　たった今まで見ていた、子ども時代の夢の続きなのだろうか。寝ぼけ眼まなこの未雲が顔を上げると、すぐそばに、十七歳に成長した幼おさななじみの端たん整せいな顔がある。

「よく眠ねむれたか？」

「……え!?」

　心地ここちいい掛け物に包つつまれていると思ったら、そこは伐叉羅の腕の中でした。

　──なんて心でつぶやいてる場合ではない。

　一気に目が覚めた未雲は、飛び起きた。

「なに、なんでっ？　これどういう状況!?」

「……覚おぼえてないのか？」

　怪け訝げんな顔で言われ、未雲は不安になる。

（ゆうべは二人で、夜回りに出かけたんだよね……）

　数日前から、あの通りを通るたびに魔物の気配を感じていたし、食べ物を扱あつかう店の商品が、巨大な獣けものに食い尽つくされたように消えてしまう、という事件が起きていた。

　そうしたら案あんの定じよう魔物に出くわして、成せい敗ばいと相あい成なったわけだ。

「御所まで送ってもらって、伐叉羅に少し休んでいけばって言ったのは覚えてるけど、一緒に寝ようなんて──むぐっ!?」

　口を押さえられた未雲の耳元で、伐叉羅が低くささやく。

「許嫁いいなずけのふりはどうした、ひーちゃん」

　言われてハッとした。女官たちは明後日あさつての方を向いて、聞いていないふりをして聞いているし、奇焰子は今にも噓うそをばらしてしまいそうに、口元をうずうずさせている。

（そうだった。みんなの前では許嫁っぽくふるまわなきゃ！）

　ひーちゃんとは、未雲の未という字がヒツジとも読めるからと、小さいころに伐叉羅がつけてくれたあだ名だ。そう呼ばれると、どうも怒いかりが削そがれるというか、伐叉羅の手の内に丸め込まれている気がするが──

「あ……あはは、そうだ忘れてた、わたしが引き留とめたんだった。ごめんね伐叉羅」

「いいさ。あんなに甘い声で、寝つくまで添い寝してくれと言われれば、俺はいつでも喜んで腕を貸し──」

　ドス、と伐叉羅の脇腹に未雲の拳こぶしがめり込んだ。

（調子に乗りすぎなんだよっ）

「……さすが鬼おに嫁よめ」

　芝しば居いがかった調子で、伐叉羅は布団に沈しずんでいく。

　それを「もう！」と呆あきれて見ているうちに、なんだか笑ってしまって。未雲はこそっと彼の袖そでを引いた。

「寝ぼけてうっかりしてたのは、わたしもごめん。……ありがとねっ」

「……いや。だがいつか、本当に甘えてくれてもいいんだけどな」

「え？」

　きょとんとする未雲に伐叉羅が意味深に微笑ほほえむと、外から賑にぎやかな声が聞こえた。

「白羽姫様！　お館やかた──じゃなくて伐叉羅様！」

　夏らしく、萌もえ黄ぎ色に紫むらさき色を重ねた杜若かきつばたの袿うちきをまとってやってくるのは、伐叉羅の仲間の紫し峰ほうだ。彼はれっきとした男性なのだが、今は未雲のそば仕えの女官に扮ふん装そうした「紫むらさき」になりきっている。

「もー時間なのに、何をのんきになさってるんですっ。早くお支し度たくを！」

「えっ？　時間ってなんだっけ、朝ご飯？」

　軽い口調とは裏腹に、美しい裾すそさばきで寝所に入ってきた紫峰は、よれよれの着物姿の未雲に、泣きそうな顔ですがった。

「勘かん弁べんしてよ、今朝は帝と謁えつ見けんの約束があるって、昨日もしつこく言ったよね!?」

「……あ」

　すっかり失念していた。

「さあ、みんなで急いで姫の支度をっ！」

　女官たちに囲まれて、とっておきの着物を着せられているあいだに、伐叉羅はさっさと着替えを済ませて、衝つい立たての向こうでのんきに朝あさ餉げをいただいている。

「伐叉羅だけずるい！」

「時は金なりって言うだろ。男は支度にばかげた時間をかけたりしないもんなんだよ。……それにあの生き神に会うだけで、なんでめかしこまなきゃならないんだ。それこそ時の無む駄だ遣づかいだろ」

　あいかわらず、生き神──明みよう神じん帝ていに厳きびしい伐叉羅だが、白しろ地じに細さい緻ちな銀ぎん糸しの刺し繡しゆうが入っためずらしい意い匠しようの着物は、彼なりに「めかしこんだ」格かつ好こうなのだろう。

（一応、敬けい意いは払ってるんだよね）

　少しは歩み寄ろうとしているんだなと、微笑ましくなる。だが、「せーの！」と気合いを入れて帯おびを締しめ上げられた瞬間、その優しい気持ちも消し飛んだ。

「ちょ、ちょっとは手加減してぇっ！」
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　謁見の間の重々しい空気は、何度来ても慣なれない。

「明神帝からのお言葉がある。面おもてを上げよ、白羽姫」

　神じん祇ぎ官かん長官のかみの鷺宮さぎのみや静しず生お──通称サギ男おの声で、未雲は顔を上げた。

　年は若いが要職に就つき、見た目も涼すずやかとあって、女官たちにも密ひそかに人気があるらしい静生だが、未雲にはとっては天敵以外の何ものでもない。

（今、明らかにわざと伐叉羅の名前を呼ばなかったな）

　子どものイジメかと、呆あきれて横を見た未雲はぱくんと口を開いた。

　静生が伐叉羅の名を呼ばないわけがわかった。伐叉羅は最初から、頭を下げていなかったのである。

「ちょ、伐叉羅っ……」

「久しぶりだね白羽姫、それに伐叉羅。ひと月ぶりだろうか」

　御み簾すの内から穏おだやかな声がして、未雲は思わず息を止める。

（帝──）

　天てん道どう界かいという異界より降り立ち、千年ものあいだこの耶眞土を導みちびいてきた生き神は、姿を見せずとも圧倒的な存在感で、その場の空気を支配する。

「魔物をすでに四体倒したとか。それに自主的な夜回りもしているそうだね。報告を聞いて喜ばしい思いだ」

　清しよう浄じようとした風が吹き抜けたかのようなすがすがしい声に、未雲は慌あわてて叩こう頭とうした。

「ありがとうございます！　望んでやってることですし、これからも精しよう進じんします」

「期待しているよ。君たちなら必ずや私の代わり以上に、耶眞土の平和に尽じん力りよくしてくれるだろう。何しろどんな偏へん見けんにも負けず、互たがいを想おもう心を貫つらぬく許嫁同士なのだから」

（うっ……）

　御簾の向こうで、帝が押しの強い笑みを浮かべている姿が、透すけて見えるようだ。

　かつて初代白羽姫と恋に落ち、自分たちが叶かなえられなかった、異種間の愛が実る未来が見たい──それが未雲と伐叉羅に託たくされた、超個人的な帝の願いだ。

　その願いを叶えるのも自分たちの任務ではある。だが色いろ恋こい沙ざ汰たとは縁えんのない人生を送ってきた未雲は、こういうとき、とっさにどう切り返せばいいかわからない。

「え……あ、はい。わたしと伐叉羅の絆きずなは、荒あら縄なわを編あむがごとく日々太く強く──」

「あたりまえだろ。いちいち頼まれなくても、俺たちは責任を全まつとうする」

　ぼろを出しそうになった未雲を止めてくれたのは、膝ひざに置いた手を握にぎってきた、伐叉羅の大きな手だった。

　頼もしい横顔が「だろ？」と同意を求めてくるので、未雲は元気に頷うなずく。

「は……はい、私も同じ思いです！」

　その言葉を聞いて、静生が「ふん」と鼻で嗤わらう。

「たかが四体倒したぐらいで何を得意げに語かたっているのだ。おまえたちが解とき放った魔物が、いったい何体いると思っている。千はくだらんのだぞ」

「……っ！」

「未雲、いい、何も言うな」

　冷静に首を横に振る伐叉羅に止められるまでもない。

　それを言われたら何も言い返せないのだ。

　魔物を封ふうじる器うつわ──「天児あまがつ」交換の儀ぎ式しきに失敗したときに見た、解き放たれた魔物の数は、おそろしいほど膨ぼう大だいだったから。

（認みとめてもらうには、もっとがんばらなきゃいけないってことだよね……）

　それ以外に近道などない。

　けれどやはり考えてしまう。

（魔物を倒しても、それを誰がやったか、わかってくれるのはその場にいた人だけだし……。都の人の鬼への印象も、変わったとは思えない）

　いったいどれだけ魔物を倒せば、皆の意識は変わるのだろう。

　焦あせりを募つのらせる未雲をなだめるように、御簾の内から帝が言った。

「双方、落ち着きなさい。互いに少し誤解があるようだが、今後はこの耶眞土のために協力せねばならないよ。……鷺宮長官、そろそろ本題を」

「──はい、帝」

　頭こうべを垂たれた静生は、未雲に向き直る。

「今日おまえたちを召しよう喚かんしたのは、重要な決定事項を知らせるためだ。……白羽姫ならば、『神しん國こく祭さい』のことは当然、知っているのだろうな」

「もちろんです。七月一日からひと月にわたって、耶眞土の民たみが、明神帝への感謝と信しん仰こう心しんを、かたちにするために開くお祭りです！」

　都の祭事については、白羽姫の登とう用よう試験のときに猛勉強したのだ。

「ふん……説明書きを丸暗記したような回答だな。……だがそのとおり。『神國祭』は金剛国──いや耶眞土最大の規き模ぼを誇ほこる大たい祭さいだ。期間中は多くの神社で雅が楽がくや舞まいの奉ほう納のうが行われ、それを見に大勢の参さん拝ぱい客きやくがやってくる。またその客を目当てに行ぎよう商しよう人にんも全国から押し寄せてくる。一年で一番、都が賑にぎわうときだ。──我々はその最終日に、次の二点の事こと柄がらを公表することを決定した」

　立ち上がった静生は、明神帝からのことば──勅ちよく諚じようを詠よみ上げる。




　一つは、帝が四十年間封じてきた魔物が、世に解き放たれてしまったこと。

　そして二つ目は、帝に代わり、二代目白羽姫がその魔物の討伐を確実に行うこと。




　国の祭さい祀しを司つかさどる神祇官の長官として、静生はそれを朗ろう々ろうと詠み上げた。

（また伐叉羅の名前を省はぶいて……。でも、いよいよ事実を公表するんだ）

　未雲は緊張した面おも持もちで伐叉羅と視線を交かわす。

（耶眞土の人たちがわたしのしていることを知ってくれれば、おのずと伐叉羅のことも、わかってくれるはずだよね）

　今までよりもいっそう、言動を見られる立場になるけれど、これは好機だ。

　気を引き締めて、がんばらないと。

「……なお今回は、解き放たれた魔物に不安を抱かかえるであろう民に、『白羽姫がいるから安心である』という印象を与えるため、白羽姫に新たな任務を与えることとする」

「はい！　なんでもやります！」

　気合いの入った返事に、静生はものすごく不本意そうにして、勅諚に視線を戻す。

「祭りの最終日には必ず、人々の信しん心じんをたしかに受け取ったという証あかしに、明神帝からの返礼がある。『千ち代よの舞』という天てん人じんの舞だ。帝の心を民に伝える演目を舞うのは、その年一番の舞手と決まっている、のだが……」

　そこまで静生が言うと、伐叉羅は「まさか」という目で未雲を見た。

　だがまだぴんと来ない未雲は、まじめな顔で話に聞き入っている。

　そんな未雲に、静生は心底苛いら立だったように言った。

「神祇官として、このような屈くつ辱じよく的てきなことを口にする日が来ようとは──。……二代目白羽姫巴未雲。帝の勅ちよく命めいである。神國祭の締めくくりに、民の前で『千代の舞』を披ひ露ろうせよ！　明日から基き礎そ稽げい古こを開始するので、心しておくように」

「へ……？」

　今、なんと言った？

　このがさつで不ぶ器き用ようで女らしさのかけらもない自分に、よりによって舞を舞えと？

　しかも前年まで、その年一番の舞の名めい手しゆがつとめていた演目を？

　さぁーっと血の気がひいていく未雲に、帝は明るく言った。

「千代の舞は、耶眞土から災わざわいを祓はらい太平を願う、私の民への想いを伝える大事な行事だ。がんばってくれるね？　白羽姫」

「えぇぇぇぇ──ッ!?」

　かくして、二代目白羽姫の多忙な日々は始まったのである。
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　千代の舞が執とり行われる場所は、近年では初代白羽姫、壱い与よを輩はい出しゆつした白しら羽は神じん宮ぐうに定さだめられている。

　舞の経験皆かい無むの自分が、初代白羽姫の生せい家かで舞を披露することになろうとは──

（重荷すぎる！　帝も神祇官も、暑さでどうかしちゃったんだ。きっとそうだ……）

　あれは冗じよう談だんでしたーと、使いの者が来るのを今か今かと待っていた未雲だが、朝になってもそんな使いは来ず、代わりに舞の基礎を教える先生がやってきてしまった。

「──って、なんで鷺宮様なんですか!?」

　なんと先生とは、静生だったのだ。

　稽古着の未雲と弘徽殿の広間をじろじろと見渡した静生は、ふんと鼻を鳴らす。

「おまえは短い期間で、歴代の舞手がみごとに演じてきた、あの『千代の舞』を、彼女らと比べても遜そん色しよくのない出来に仕上げねばならない。本格的な稽古に入る前に、おまえの実力がどの程度か見せてもらうぞ」

「……でも鷺宮様、舞なんてわかるんですか？」

「何を言うか。私は幼いころより親しん戚せき筋すじの舞の師し匠しように師し事じし、弟で子しを取れる腕前と評ひようされているのだ。……と、そんな無駄話はいい、さっさとはじめるぞ！」

「は、はいっ」

　それから、ああしろこうしろと指示を出され、未雲はそのとおりに動いた。

　……つもりなのだが、その動作は静生が頭に描えがくものとはかけ離れているらしく、広間には叱しつ責せきが飛びまくる。

「なんだその蛙かえるのような無ぶ様ざまな動きは。それでも女か！」

「一応そうだと思います！」

「だから……違うと言っているだろうっ！　何度言えばわかるのだ！」

「七度目です！　あ、違いました八度目です！」

「おまえ、わざと私を怒おこらせようとしているのか!?」

「そんなことないです。けど……」

　そんなやりとりを四日も続けていると、さすがに双方に疲れが見えはじめた。

　足の運びの練習からいっこうに進まない。怒られてばかりの未雲に、女官姿の紫峰がそうっと、冷たい水の入った椀わんを置いていく。

「姫様、大丈夫ですか？　あ、鷺宮様も欲しければどうぞ？」

　うってかわって静生には、無ぶ愛あい想そうに椀を渡す紫峰である。

「ふん……がさつな娘付きの女官も、やはりがさつだな……まあいい、よこせ」

　汗あせだくの静生は当然それを受け取ったが、口をつけたとたんに微び妙みような顔をした。

「これは……湯のようだが」

「お湯ですけど」

「なぜ、湯なんだ。しかもかなり熱い」

　苛立つ静生の問いに、紫峰は「あら」ととぼける。

「おわかりになりません？　そりゃーあたしの可か愛わいい姫をいじめるから、仕返しですよ」

「なんだと!?」

「顔と身分は申し分ないからモテるんでしょーけど、そうやってすぐ声を荒らげて……前から思ってたんですけど、鷺宮様って、女の子と付き合ったことないでしょ」

　軽いノリで繰り出された言葉の暴力に、さすがに焦った未雲は「紫！」と止めに入る。

　だが静生は意外にも冷静に答えていた。

「期待に沿えず残念だが……あるぞ」

「ええっ!?」

　勝手に、自分と同類で静生は色いろ恋こい沙ざ汰たに興味がないと思っていた未雲は、紫峰とともに衝しよう撃げきを受けた。

「なんだ。私に恋人がいたことが、そんなにおかしいか？」

「い、いえべつに……」

　静生は、先ほどより明らかに上から目線で、未雲を見おろす。

「であろう。──では続きをやるぞ、部外者はとっとと出ていけ！」

　怒る静生と、べーっと舌したを出す紫峰をぼうっと眺ながめながら、未雲は考えた。

（伐叉羅、どうしてるかな……この四日、一度も一緒に見回りに行けてない）

　舞の稽古が大事なのはわかるが、朝早くから日が暮れるまで稽古で体力も時間も削けずられ、終わった頃にはへとへとになり眠るだけ。その間、市中の見回りは伐叉羅がやってくれているが──

（こんなのが、ひと月以上も続くなんて……）

　任にん務むだとわかっていても、無駄な時間を過ごしている気がする。

　昼は変装必須な伐叉羅が一人で見回り、魔物に関する情報を集めるには限度があるし、彼にだって他に仲間との仕事があるはずだ。

　それに魔物討伐は二人ですべき任務だ。伐叉羅任せにするわけにはいかない。

「あの鷺宮様、今日は見回りに行ってはいけませんか？　市中も心配ですし」

「だめだ。本稽古は明後日あさつてからなのだぞ、その予定を崩くずすのは許されない。……見回りならあの鬼に一人で行かせればいいだろう。どうせおまえは、一緒にいたところで戦いの役には立たないのだろうしな」

「な……っ」

　それは、未雲の闘とう争そう心しんに火がついた瞬間だった。




　夜になり、松たい明まつが庭を照らすなか、垣かき根ねのそばに立てた大おお的まとに向かった未雲は、きりきりと弓を引き絞しぼる。

「『どうせおまえは、一緒にいたところで戦いの役には立たないのだろうしな』って？　悪かったね……どーせ、魔物を感知する能力しか取り柄えはありませんよっ！」

　憤いきどおりをこめた一いつ矢しは、ひょうっと風を切り、的を大きく外はずれて柴しば垣がきにぶすりと刺ささる。

「あー……」

　がっくりする未雲に、後ろで見ていた伐叉羅が歩み寄り、肩に手を乗せる。

「怒りながらやってるからだ。貸してみな」

　未雲用に小さく作られた練習用の弓を、「玩がん具ぐみたいだな」と笑いながら受け取った伐叉羅は、それに矢をつがえる。

　そしていとも簡単に、的の真ん中を射い貫ぬいてみせた。

「すごーいっ！　というかあんたって、昔からなんでも器用だよね。ずるいよ」

「そう言うな。弓の稽古は最近はじめたばかりだろ。最初に比べたら、矢が飛ぶようになっただけ進歩してるさ」

　ほら、と弓を返され、未雲は曖あい昧まいに笑ってそれを受け取る。

「……伐叉羅は悔くやしくないの？」

「何がだ？」

「耶眞土の人に、『白羽姫がいれば大丈夫』って思わせたいからって……そこにどうして自分の名前が入ってないのかって」

「そんなことか。べつに気にしちゃいないさ。魔物が世に放たれた、その事実を伝えるだけでも朝ちよう廷ていの権けん威いを揺ゆるがす事態なのに、いきなり鬼を味方と思えなんて言えないだろう。……だからこそ未雲の出番なんだよ。若く愛らしい白羽姫なんて、かっこうの崇すう拝はいの的じゃないか。あいつらは民の恐怖を薄める作用を狙ねらってるんだ」

「愛らしいって、小さいからってことでしょ？　……逆に若じやく輩はい者もので体格も貧ひん相そうな白羽姫だけじゃ、魔物と戦っても負けそうって思われるんじゃないかなぁ」

　静生に言われたことを引きずっている未雲は、伐叉羅が褒ほめてくれたことに気づかない。

　苦笑した伐叉羅は、そばの庭石に座すわって言った。

「じゃ、こう考えてみたらどうだ。まず未雲を民にお披ひ露ろ目めするだろ。そうすると、俺たちの今後の活動がやりやすくなる。そのための任務だと。……で、未雲は俺たちの代表だ。それでも納得いかないか？」

（優しすぎるんだよ、伐叉羅は……）

　変わった色の髪と金に光る目。長身で見み目め好よく、身体能力が並外れて高い。

　それがここ二十年で世に生まれてきた「鬼」と呼ばれる人たちの特とく徴ちようだけれど、伐叉羅はそのなかでも、飛び抜けて優すぐれた身体能力の持ち主ぬしだ。

　鬼は特別だからこそ恐おそれられ、つまはじきにされる。

　生きる場所を失って不ふ遇ぐうな状況に追い込まれている者が大半で、そういう鬼は人に反感を持ち、犯罪に走りやすいのだが、伐叉羅は違った。

「耶眞土のために戦ってる鬼がここにいます！　って、そのお祭りで言ったらいけないのかな。それに大だい惨さん事じ間違いなしのわたしの舞なんて見せて、よけいに耶眞土の人の信頼を失ったりしないかなぁ……」

「言わなくてもどうせいつか必ず知られるし、舞も弓と同じで、鍛たん錬れんしてうまくなればいい。未雲は筋きん力りよくと持じ久きゆう力りよくがないだけで、運動能力はあるんだ。なんといっても、俺の弱点を突くのがうまいしな」

　数日前、拳を叩たたき込まれた脇腹を痛そうにしてみせると、伐叉羅は少し笑った未雲の頭にぽんと手を乗せる。

「大丈夫だ、できるって。元気出せよ未雲」

「伐叉羅……」

　弓の稽古は、魔物討伐のとき少しでも役に立てるよう、自分の身ぐらい守れるようにと鍛錬をはじめたのだ。

　見世物の舞とは違うが、伐叉羅にそう言われると勇気づけられる。

（──よし、決めた）

　空に浮かぶ月を見上げた未雲は、頷いた。

「じゃ、行こっか伐叉羅」

「行く？　どこに」

「決まってるでしょ、夜回りだよ」

　言うが早いか、未雲はさっさと居室に上がり、衝つい立たての向こうに消えた。

　あっけにとられた伐叉羅は、廂の所まで来て「おい」とたしなめる。

「何言ってるんだ、明日も舞の稽古があるだろ」

「ちょ、ちょっと！　着替えてるんだからあっち向いててっ」

　帯をほどいたところだった未雲は、慌てて着物の前をかき合わせる。

　心外な伐叉羅は、「見たくても見えないっての」とブツブツ言いながら、背中を向けて階きざはしの一番下の段に座り込んだ。

「慣れないことをして疲れてるんだから、無理するなよ。見回りなら俺が一人で行ってくるから」

「伐叉羅までそんなこと言わないでよ。わたしたち相あい棒ぼうでしょ、行くったら行く！」

　ぽいぽいと稽古着を脱ぬぐと、白羽姫の装しよう束ぞくを身につける。

　少しだけ振り返った伐叉羅は、衝立越ごしとはいえ、警けい戒かい心しんのかけらもない行動をする未雲に、深いため息をついた。

「ひーちゃん。何か焦あせってるようだが、俺は本当に気にしちゃいないんだからな」

「……わたしが気にすんのっ」

　それに魔物が事件を起こして、誰かが不幸な目に遭あってからでは遅おそいのだ。

　夜回りの必要性は多大にある。

　たった四日でも、それをおろそかにしたのは自分の怠たい慢まんだ。

（四日の遅おくれを取り戻すんだ。……今日は、何か起きる予感がするし）

　首筋のあたりがざわざわするのは、魔物に出くわす前ぜん兆ちようかもしれない。

「支度できた。さあ行こう、伐叉羅」

　衝立の後ろから出た未雲は、朱しゆ漆うるし弓のゆみを肩にかけて階きざはしを下りる。

　立ち上がった伐叉羅が振り向くと、二段上にいる未雲と同じ目線になっていた。

「わかったよ。どうせ、何を言っても聞かないんだろ」

「ごめんね無理言って。……でも、舞の稽古をしてるだけじゃ不安なの。魔物討伐もちゃんとして、二人で耶眞土の役に立って、一日でも早く認めてもらえたらって思うのは、いけないこと？」

「未雲──」

　まぶしげに目を細めた伐叉羅は、手を伸ばし、そっと未雲の頰ほおに触ふれる。

（え……、あ、あれ？　何この妙な雰ふん囲い気きは……）

　いつもと違う伐叉羅の態度に、どぎまぎする未雲の頰がむぎゅっとつねられる。

「いだっ、何ふんの!?」

「ひーちゃんが可愛いすぎるのがいけない」

「な、何その理り屈くつ、バカなの!?　ていうか可愛いとか、そんな……噓ばっかりっ」

　耳まで赤く染そめた未雲の腰を抱え上げながら、伐叉羅は笑う。

「噓じゃないのに。まあとにかく行こう。奇焰子が来るとまたうるさいからな」

　そうこなくては。

　奇焰子が寝ている部屋に「ごめんね」と振り返ると、未雲はそのまま伐叉羅に持ち上げられた。
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　都の中心、耶眞土の心臓たる大内裏。

　そのすべてを内包する高たか塀べいの上まで来ると、未雲は今や自分の居場所となったそこを見渡す。

（夜の大内裏って、何度見てもきれいだ）

　大たい礼れいを行う宮きゆう殿でんも、かつては父が働はたらき、今は兄がつとめる省庁の建物も。

　そして各建物を結ぶ道にだって、あらゆる場所に焚たかれた何百という火が、幻げん想そう的てきに揺れている。

　まるで幼子のように伐叉羅の右腕に抱えられた未雲は、その火を見て思う。

（なんだか、伐叉羅みたい）

　髪の色のせいだとは思うけれど──おそらくは強い力を持っていて、人を傷つけることも、助けることもできる存在だから。

（耶眞土を照らす太陽が帝なら、耶眞土を助ける火は伐叉羅……なんて）

　みんなが、それに気づいてくれたらいいのに。

　夜風に髪をなびかせる伐叉羅を見上げると、彼も気づいて腕の中の未雲を見おろす。

「なんだ？」

　夜になると、伐叉羅の瞳ひとみは貴き石せきのような輝かがやきを増す。

　そのきらきらした目と、あまりに近くで見つめ合ってしまい、未雲は挙きよ動どう不ふ審しんに目を泳がせた。

「……なんでもないっ」

　ようやく成長した姿に慣れたとはいっても、適切な距離がないと緊張してしまう。

　なのに首に両腕をかけていないと安定しない、幼児抱きをされているわけだが。

（だって伐叉羅が大きすぎて、わたしが小さすぎるから、背せ負おわれると脚を大きく開かなきゃいけないし、横抱きだと伐叉羅の両腕が塞ふさがっちゃうし……）

　こちらが羞しゆう恥ち心しんを必死に押し隠かくしているのを知ってか知らずか、伐叉羅はふっと小さく笑って、市中を見やる。

「さて今日はどこを回る？　……と言っても、封印が解かれてひと月以上も経たつんだ。自由の身になって、生き神の近くに留とどまってる魔物が、あとどれだけいるか」

「うん。金剛国から出ている魔物もたくさんいるはずだよね」

　だが、耶眞土全土の国こく主しゆに事実を話して、情報を提供してもらえるようになるまでは、手の届くところを地道に捜さがすしかない。

　奇焰子曰いわく、魔物は己おのれと似た欲望を持つ人間をかぎ分けることができる。

　そういう人間に「魔ま縁えんの力を与える」だとか、甘い言葉をささやいて近づき、欲を満たすために利用する。

　それが、彼らが人の世に侵入した目的なのだ。

「お米屋さんのときみたいに、人が被害にあう前の段階で見つけられればいいんだけど……」

「じゃあ逆に、魔物の誘ゆう惑わくを受け入れちまいそうな人間がいるところを、捜してみるか」

「どんなところ？」

「まだ連れていったことはなかったな。都の中にも荒れた場所はある。耶眞土朝廷の政を、不服に思ってる奴らがいるところだ」

　いかにも心当たりがあるように、伐叉羅は言う。

　そういう人たちが存在することは、未雲も知っている。

　生き神明神帝の政は、民を危険と不安から守り、悲しみすぎることがないよう導くもの。

　極度の貧ひん困こんに苦しむ者もなく、奪うばい合わずとも生きるに困こまらない。

　適切な税ぜいを納めていれば、守られることが保証される。

　そうして耶眞土は千年の春を謳おう歌かし続けてきたが、それは朝廷が民に、武器となるものを製造すること、所持することを禁じてきたのも大きな要因だ。

「それに反抗して道を踏ふみ外した──耶眞土で生きにくくなった一部の連中こそ、『魔物に魅み入いられやすい人種』といえるんじゃないか」

　伐叉羅が言うように、そういう人たちがいる場所なら、魔物に遭そう遇ぐうする可能性が高いかもしれない。行ってみる価値はありそうだ。それに──

（わたしの知らない、伐叉羅が見てきた景け色しきを、見てみたいってのもあるし）

「うん、行くよ。そこへ連れていってくれる？」

「ああ。だが少し遠いぞ、しっかり摑まってな」

　未雲は頷き、伐叉羅の首に回した手をぎゅっと握った。
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　伐叉羅が連れてきてくれたのは、都外れのうらぶれた町だった。

「ここを出れば旧街道だ。この町はな、十年前に整備された新街道に旅客を持っていかれて、起き死し回かい生せいの策で花はな街まちに転身したおかげで、一時はずいぶん賑わっていたらしい」

「へえ……」

　提ちよう灯ちんを提さげて、伐叉羅のやや後ろを歩きながら、未雲はあたりを見回す。

　道の両側にはつぶれた商店、だいぶ前に住人が去ったであろう空あき家やや、雑ざつ草そうが伸び放題の空き地が並び、ずいぶんさびれている印象だが──

「六年前に国主の調査が入って、勝手に事業変更してた奴らが根こそぎ捕つかまったんだ。……それで今じゃこの有あり様さま。昼間はほとんど無人なんじゃないか」

　必死の早歩きで、伐叉羅の横に追いついた未雲は、首をかしげる。

「昼間は？　今も誰もいないみたいだけど」

「いるさ。ここら一帯は、今は『都の裏うら大おお路じ』と呼ばれてる場所だ。こっちからは見えないだけで、盗とう賊ぞくや、道を外れた鬼どもが、通る人間をすべて監かん視ししてる」

「え!?　ど……どこ、どこにっ？」

　未雲は思わずあたりを警けい戒かいする。

　だがやはり、荒こう廃はいした町並みに人の気配は少しも感じない。

　すると伐叉羅は未雲の手を取り、ぎゅっと握りしめてきた。

「俺がいれば何もしてこないから大丈夫だ。それにこうしていれば、怖くないだろ？」

「……う、うん」

　本当に頼たよりにしているし、恥ずかしいけれど、手をつないでくれるのも心強い。

　だがその「裏大路」を歩いても襲われる心配がない伐叉羅が、心配になってしまう。

（ここにいる人たちに、顔が知られているってことだもんね。……なんだかんだでごまかされて聞けてないけど、伐叉羅ってこの五年、どんな暮らしをしてたんだろう）

　楽しい思い出話が聞けるとは思っていないが、ずっと気になっている。

（待てよ……前に、伐叉羅のことをいろいろ知りたいから教えてって頼んだとき、「話をするのはいつでもいい」って言ってたよね？）

　そういえばあの約束は、まだ果たされていない。

　今日の探索の合間に訊きいてみようと思いつつ、未雲は目の前の暗い通りに提灯をかざす。

「よし、もう大丈夫。さあ行こう、伐叉羅っ！」

「未雲、あまり大声を出すと、ここはときどき守しゆ護ご官かんも見回りに──」

「そこにいるのは、何者だ！」

　突然、後方の曲がり角から提灯の明かりが四つ、あらわれた。

　四人の男は、皆が一様に木と賊くさ色いろの水すい干かんを身につけている。

　今まさに話題にしていた、見回り中の守護官だ。

　明かりに晒さらされた瞬間、伐叉羅は前に出て未雲の体を隠した。

「鬼だ！　後ろに若い娘を隠してるぞ！　攫さらった娘に違いない」

「え……違います！　わたしたちは……」

　伐叉羅の横から無理やり顔を出したときには、守護官たちはすでに腰に佩はいていた刀をすらりと抜きはなっていた。

「娘をはなせ。抵抗すれば斬きり捨すてるぞ！」

「待ってください、ちゃんと話を聞いて！」

「未雲、下がれ」

　後ろ手で未雲を押し戻した伐叉羅の声からは、あきらめが感じられた。

　耶眞土で帯たい刀とうを許されているのは、各国要人と守護官だけだ。

　同時に彼らは、法を犯おかす者、民に被害をもたらす者、朝廷にあだなす者に対し殺さつ傷しようする権利も持っている。

　対して、以前は護身用に太刀を所持していた伐叉羅も、今は魔物討伐のために帝から正式な許きよ可かが下りている。

　だがそれを人間相手に振るうことは許されていない。

「……明かりを消せ、未雲」

「わかった……！」

　未雲が提灯の火を消した瞬間、伐叉羅は足下の小石を蹴った。

　石は距離を詰めてくる守護官たちのあいだを、ビュッと音を立てて飛ぶ。

　全員が身み構がまえた瞬間、未雲はかがんだ伐叉羅の肩に抱え上げられた。

「どうするの!?」

「話を聞く連中じゃない、逃にげるしかないだろ」

　そう言って、未雲を抱えた伐叉羅は風のように裏大路を駆かけた。




　暗い辻つじを何度も曲がり、追っ手の四人を引き離す。

　だが呼よび子こは鳴なり止やまず、すぐに道の向こうから増援の守護官たちがやってきた。

　それも一人や二人ではない。見えるだけでも提灯の明かりは十以上だ。

「ど……どうしてあんなにいるのっ」

「裏大路だからだろう。少人数で行動してたら、あっという間にここの連中の餌え食じきだ」

　言っている間に、前方と後方を、提灯の明かりで挟まれてしまった。

　まだ距離があるとはいえ、これでは袋の鼠ねずみだ。

「魔物退治に来たはずが、鬼退治に遭うとはな」

「うまいこと言ってる場合じゃないでしょーが！　どこか隠れる場所、探さなきゃ」

「屋根に跳べば逃げられる。今日はこのまま帰るって選せん択たく肢しもあるんだぞ」

「だめ！　……なんか予感がするんだもの。今日は魔物に遭遇するって……」

　未雲はみっしり筋肉のついた伐叉羅の背に手をつき、頭をもたげる。

　隠れようと思えば、ここいら一帯はすべて絶好の隠れ場所ではないか。そこに先住者がいるとやっかいなわけだが……。

「わかった。未雲がそう言うなら、もう少し粘ねばってみよう」

　走りに走って別の通りに出ると、伐叉羅は一いつ軒けんの家か屋おくの前で止まった。

　他の空き家となんら変わりない、二階建ての家だ。

「ここなら見つからない。隠れるのには最適だ」

　そう言って、伐叉羅は未雲を地面に下ろす。

　戸という戸に何枚もの板が打ちつけられ、異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出すその家を見上げて、未雲は訊いた。

「ここ、なんなの？」

「朱しゆ天てん童どう子じの隠れ家がの一つだ。……といっても、ずいぶん前に使わなくなったんだがな」

「え？」

　苦にがい顔をする伐叉羅を見上げると、今通ってきた路地から人の声がした。

「もう追って来たか。こっちだ、未雲」

　陰のある表情は消え、元どおりの冷静さを取り戻した伐叉羅は、家の正面ではなく、隣家との隙すき間まに入って未雲を手招きする。

　そばへ寄ると、伐叉羅は壁の一部の木材を、ぱかりと外してみせた。

「隠し戸……!?」

　ぽっかりと空いた細長い入り口から中をのぞいても、真っ暗で何も見えない。

　伐叉羅は躊ちゆう躇ちよなくそこへ大きな体をねじ込み、未雲に手をさしのべた。

「見つかるぞ。大丈夫だから、来い」

「う、うん」

　手を借りて中に入ると、羽は目め板いたが元に戻された。

　わずかに射さし込んでいた月光が遮しや断だんされ、埃ほこりのにおいとかびくさい空気が鼻をつく。

　とたんにものすごい閉へい塞そく感かんに襲われて、未雲はつい声を上げた。

「ば、伐叉羅、ちゃんといるよね？」

「しっ……。大丈夫だ、俺はここにいるから」

　漆しつ黒こくの闇やみの中で、未雲は腕を引き寄せられ、抱きしめられた。

（あっ……）

　逞たくましい胸に耳を寄せると、鼓こ動どうが聞こえる。

　大丈夫だ、何度もそうささやく伐叉羅の声が、未雲を落ち着かせてくれる。

　だが音は完全に遮断されないらしく、通りを駆ける足音がいやに大きく響いた。

　どこへ行った？　あっちだ、いや向こうかもしれない──そんな声が遠ざかっていくまで、じっと息を潜ひそめて待つ。

　やがてすべての音が途と絶だえ、静せい寂じやくが訪れた。

「……行ったようだが、まだしばらくこうしているか？」

「へ!?　い……いや、もう大丈夫！　待って、今明かりをつけるから」

　未雲は慌てて伐叉羅から離れた。

（ど……どーしよ。動どう揺ようしてたとはいえ、抱きしめられるとか……！）

　ありえない！　と内心嵐あらしのように後こう悔かいしながら、未雲は燧ひうち石いしと火ひ打うち金がねを取り出す。

　切きり火びを切る音で守護官が戻って来やしないか。ハラハラしたが、火ほ口くちに点ついた小さな炎をこよりに移し、手早く提灯に火を灯ともした。

　ぼんやりと明かりがつくと、雑然と物が置かれた家の中が浮かび上がる。

　二人が立っていたのは、閉へい鎖さされた戸口を入ってすぐの土間だった。

　上がり框かまちの先の部屋には、床を埋うめるように大きな長なが櫃びつがいくつも置かれている。

　外から見たときは大きな家だと思ったが、ずいぶん狭苦しい印象だ。

（ずいぶん使ってないって言ってたし、蔵代わりにしてるのかな？）

　とりあえず明るくなって閉塞感からは解放された。

　未雲はほっとして、そばの壁に弓を立てかける。

「どうなるかと思ったけど、隠れ家があって助かったね。ありがとう伐叉羅」

　返事がないので、未雲は提灯をそばの棚たなにかけながら振り返る。

「……伐叉羅？」

　伐叉羅は心ここにあらずな顔で、家の奥を見つめていた。

　戸が取り払われているので、次の間がぼんやりと見えるのだが、そこにも長櫃の列は続いている。

　未雲は彼の隣に行き、手前の長櫃に触れた。

「すごい数だね。中には何が入ってるの？」

「……だめだ、開けるな！」

　突然の大声に驚おどろいて、未雲は目を瞠みはる。

「ごめん。開けるつもりはなかったんだけど……」

「あ──いや、俺こそ悪かった。昔のことだし、何をしまったか忘れてるんだ。どうせ、がらくただろうが、もし怪け我がでもしたら危ないと思って」

　明らかに伐叉羅は狼ろう狽ばいしている。

（そんなに見られたら困る物が入ってるのかな……すっごく気になるけど）

「心配してくれてありがとう。でもね伐叉羅、わたしはあんたの恥ずかしい黒歴史をひもとく気はないから安心して？　少し休んだら出ていくし、置いてある物にはもう絶っ対にさわらないから」

「いや、そこまでは……。とにかく上がってくれ。埃だらけだから、履はき物ものは脱がなくていいからな」

　先に板間に上がった伐叉羅は、座れそうな場所を探すが、適当なものが見あたらない。

　ぜひもなしと、伐叉羅はそばにある長櫃の埃を払った。

「かまわないから、ここに座っててくれ。俺は椅い子すがないか探してくる」

「ありがとう。でも椅子なんてべつに──うわっ!?」

　長櫃に腰掛けたとたん、体重を乗せた蓋ふたが乾かわいた音を立てて真まっ二ぷたつに割れた。

　その拍ひよう子しに未雲は櫃の中にひっくり返り、何か硬い物に背中を打ちつける。

「痛っ！」

「未雲！」

　ひっくり返った蛙かえるのような格好で制止した未雲は、はっと我われに返った。

「……わたしそんなに重い!?」

「なわけないだろ」

　割れた蓋に挟まれて動けない未雲の腕を摑み、伐叉羅は引っ張り起こす。

「しばらく放置してるあいだに木が腐くさってたんだ。それより大丈夫か？」

「うん。ちょっと背中を打っただ……け……」

　未雲は起き上がろうとするが、次の瞬間左手を置いた長櫃の底に目が釘くぎづけになる。

　刀だ。

　この耶眞土では製造することも、所持することも禁じられているはずの刀が何十本も、そこに積つまれていた。

「これっ……」

　櫃から起き上がった未雲は、目を皿のようにして櫃の中を凝ぎよう視しした。

　長さや形に違いはあるが、妖あやしく反そり返った刀身を包む鞘さやには、すべて銀色の筋が一本入っている。

「ごめん、伐叉羅」

　もはや観念した顔つきの伐叉羅に断ると、未雲は隣の櫃の蓋を開けた。

　中には刀がぎっしりと積まれている。

　他の櫃を開けてみても、中身はどれも同じだ。

「……ここにある櫃ぜんぶに、刀が入ってるの？」

　朝廷の許可を得ていない、禁じられた武器がこんなに──。

　護身用といってごまかせる度合ではない。反乱を企くわだてていると思われても不思議ではない数だ。

　もしこのことが明らかになったら、伐叉羅の立場はどうなってしまうのだろう。

（朝敵……？　そんな、まさか）

　怖さと哀かなしさ、動揺、不安。いろんな感情が交じったまま伐叉羅を見上げると、彼は金の目を伏せてしばらく黙だまったあと、一本の刀を手に取った。

「……朱天童子が、まだその名を冠かんする前の集団だったころ、当事の頭とう領りようが集めたものだ。その男の所有物だという証あかしに、すべての鞘に銀ぎん泥でいで印を入れてある。……だが俺が頭領になってからは、ここには一度も入っていない。昔の名残なごりだ」

「それじゃ、伐叉羅たちの物じゃないってこと？」

「…………」

　肯こう定ていも否定もしない。

　明言を避さける伐叉羅に、未雲は衝撃を受けた。

　仮に伐叉羅が否定したとしても、実際これだけの数の刀があるのだ。

　知っていてそのままにしているのなら、伐叉羅たちが所持しているのと同じことではないか。

　しかし伐叉羅が率いる鬼の一団「朱天童子」は、害を与えず富とみを生むのが信条のはず。

「受け入れない相手を攻撃するのは、大事な者を守るときだけ」という信念を掲げる伐叉羅を筆ひつ頭とうに、貿ぼう易えきで成功をおさめている現実的な集団だ。

　一時は耶眞土から独立し、鬼だけの国を建てようとしていたそうだが、今は違う。

　彼らは、伐叉羅に未雲という許嫁がいたことを喜び、鬼の理解者として未雲を好意的に受け入れてくれた。

　それに伐叉羅も、人との関係に希望が持てたと言ってくれたのだ。

（なのにどうしていつまでも武器を取っておくの？　これじゃ、人と敵対する選せん択たく肢しを残してるみたいじゃないの……）

　真意を聞きたいが、答えを知るのも怖い。

　目の前にいるのに、なんだか大きな川を挟んだように伐叉羅が遠く感じる。

「ここにある刀、すべてを処分するには金がかかりすぎるからだよ」

　ふと伐叉羅が、憑つき物が落ちたような顔で言った。

　あまりにあっさりと答えが示されたので、未雲は「へ？」と間抜けな声を出す。

　伐叉羅は笑って、未雲の手から刀を取り上げた。

「本当だ。放置しておいた理由はそれだけだ。他意はない」

「本当に？　本当だね？」

「ああ。もう一ひと稼かせぎしたら考えようと思っていた。だから心配するな、大丈夫だから」

　明るさを取り戻した伐叉羅に、未雲は救われた気分になる。

（なぁんだ、そっか……よかった、わたしの取り越し苦労で）

　それに考えてみれば、今まで過去のことを話したがらなかった伐叉羅が、こうして話してくれたのだ。

　ぜひもなしの状況だったとはいえ、こうして秘密の場所にも未雲を入れてくれた。

　疑うたがうよりも、その一歩を喜ぶべきだろう。

「わかった、信じるよ」

　言うと、伐叉羅は一瞬、目を見開いた。

　伐叉羅を信じる。

　言葉に出すことで、想いは強く動かぬものになる。

　けれど信じることと、現実問題がまったく別ものだということも、わかっているのだ。

（……このこと、絶対に誰にも知られちゃだめだ）

　今まで騒ぎになっていないのだから平気、という保証はどこにもない。

　どれだけ強くても、鬼というだけで伐叉羅の立場は弱すぎる。

（そう考えると、伐叉羅が言ってたとおり、千代の舞でもなんでもして、わたしが代表になって人の理解を求めるのが、一番の近道なんだよね）

　無理に魔物討伐を進めて失敗したら、取り返しがつかないのだし。

　壊こわれた蓋を、なるべく中身が見えないよう元に戻し、未雲は言った。

「守護官とまた揉もめる前に、帰ろう伐叉羅」

　突然の提案に、「え？」と伐叉羅は面めん食くらう。

「急にどうした。今日は魔物に遭遇する予感があったんじゃないか？　……もしかして、ここのことが原因か？」

「ううん、違うよ。わたしやっぱり焦ってたみたい。手柄をたてればサギ男たちを見返せると思ったけど、かえって伐叉羅の立場を危あやうくさせるところだったなって」

「未雲──」

　ふいに、伐叉羅の大きな手が頰に触れた。

　熱い体温を感じ、びく、と肩が震ふるえる。

「なに……？　伐叉羅」

　緊張して、喉のどが閉まってしまったように声がか細い。

　おそるおそる顔を上げると、端整な顔に切なさを浮かべる伐叉羅と視線がぶつかる。

　……ぞくりとした。

　伐叉羅の名の由ゆ来らいになった金剛石というものを、未雲は見たことがない。

　けれどきっとこの目の輝きと同じで、息をのむほど美しいのだろう。

　頰に添えられていた手が首の後ろにするりと回ったとき、その甘やかな未知の感覚に、全身が痺しびれたようになる。

「……っ」

　ぐっと顔が固定されて、その力強さとは裏腹に、包み込むようなまなざしをした伐叉羅が、ゆっくりと顔を寄せてくる。

（なにこれ、演技？　本気？　噓でしょ！）

　このままでは、触れたら特別な意味を持ってしまう場所が、触れてしまう──

「か……らかうなっつの！」

「うぉ!?」

　強きよう烈れつな手しゆ刀とうを食らった伐叉羅は、額ひたいを押さえてうずくまった。

　安全な距離まで跳び退すさった未雲は、泡あわを食って叫さけぶ。

「ばか、誰も見てないのに、許嫁のふりをしても意味ないでしょ。ここで演技力の無駄遣いしてどーすんの！　ていうか演技にしてもやりすぎ！」

「そう言うってことは、しようとしていたことは、わかってるんだな？」

　額を押さえながらも、伐叉羅は不ふ敵てきな笑みを浮かべる。

　かっとなった未雲は、立てかけておいた弓を摑み、矢をつがえた。

「あんたねえっ、ちょっと恋の経験があるからって、恋愛初心者ばかにしないでよっ。こっちだっていつも、必死でフリについていってるんだからっ！」

「俺はそんなつもりは──おい、やめろ未雲。それはいくら俺でも当たったら死ぬ。……わかった、帰ろう。今すぐに」

「そうして！」

　引き絞っていた弓を下ろし、未雲はまだドクドクと早はや鐘がねを打つ胸を、そっと押さえた。

（どういうつもりで、あんなこと……）

　ああいうことは、フリだけの許嫁に迫せまって、おもしろがるものではない。

　というか恋愛経験もなく、これからも予定のない自分にとっては、まったく笑えない、行きすぎた悪ふざけだ。

（どんな人だか知らないけど、好きな女ひととすればいいじゃないの、あーいうのは！）

　その代わりにされたみたいで気分が悪い。

　……なんだか少し、傷ついたみたいだ。

　モヤモヤするし悔しいのに、出口に向かって歩く伐叉羅の広い背中を、未雲は落ち着かない気持ちで見つめていた。
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　隠れ家を出た二人は、再び裏大路に出た。

　伐叉羅が羽目板を元に戻しているあいだ、未雲は通りの様子をうかがっていた。

　道の両側を確認したが、守護官の姿はない。

　だが他に気になる光景を目にしてしまった。

　狭い通りは一カ所だけ、ぽっかりと妙みような空間がある。

　その更さら地ちの真ん中に、人が立っているのだ。

「え……!?」

　こんな時間に、あんなさびしい場所になぜ……。

「伐叉羅、来て。あそこに人がいるの。あっちに馬もつながれてるし」

　深夜に、馬でこんなところに乗り付ける人物とは、いったい何者なのか。

　目を凝こらすと、その人が狩かり衣ぎぬに冠をかぶり、腰には刀を差しているのがわかった。

　あれは昔の伝統を受け継つぐ、朝廷で働く男性の出いで立たちだ。

　しかも外出先で堂どう々どうと帯刀しているということは、身分のある者に違いない。

　その人物の身なりばかりが気になった未雲だが、伐叉羅はそれよりも、あの場所が気になるらしい。

「あそこは──偶ぐう然ぜんなのか？　いや、だが……」

「伐叉羅？」

　緊張した伐叉羅の横顔を見上げると、風で雲が流れ、月明かりが射し込んだ。

　青白い月光にすべてのものが照てらされる。

　更地に立つ人の前には、その人の背せ丈たけよりやや大きな石が──石せき碑ひが建てられていた。

　あれはいったいなんだろう？

　好奇心でもう一歩前に出た未雲は、足下の小石を蹴ってしまった。

　そのかすかな音に気づいた人物がこちらを振り向いたとき、未雲は口を押さえる。

（サギ男!?）

　そこにいたのは、神祇官長官、鷺宮静生だったのだ。

「なんでサギ男がここに……」

「見つかるぞ、未雲！」

　硬直する未雲を、横から伐叉羅がひったくるように抱き、跳ちよう躍やくする。




　石碑の前にたたずむ鷺宮静生は、抜ばつ刀とうの構えをとっていた体の力を抜いた。

　注意深く見渡したが、何者の気配もない。

　結局さっきの物音は、風のなすものだったのだろう。

　よく磨みがかれた石碑に向き直った静生は、まるで人間に語りかけるように石に触れる。

「仕事が立て込んでいて、こんな時間になった。命日に間に合わなくてすまない」

　石は何も答えない。ただ沈ちん黙もくして静生の前に存在するだけだ。

「……離れがたいが、また来月会いに来る」

　馬の元へ向かおうと石碑に背を向けた静生は、通りに立ってこちらをじっと見ている者がいることに驚いた。

　水干に立たて烏え帽ぼ子し、長なが袴ばかまをはく腰に飾り太た刀ちを帯びたその者は、月光を集めて人の形に造り上げたような、儚はかなげな姿を静生の前に晒さらしている。

「おまえは……!?」

　よろめき、背中を石碑にぶつけた静生は、せわしなく石の感触をたしかめる。

　次にやってきたのは、怯おびえと驚きよう愕がく、そして喜びだった。

　複雑な感情をすべて受け止めたその者は、ふわりと微笑み、静生に近づいていく──。
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　朝日が昇る前に、二人は弘徽殿に戻った。

　明かりが消えた御殿に注意深く耳を澄すましても、人が働いている気配は感じられない。

　庭に未雲を下ろした伐叉羅は、月が低く傾かたむく空を見上げて言う。

「いつもよりだいぶ早く戻れたな。まだ月が見える時間だ」

「うん、送ってくれてありがとう。……今夜はいろいろあったよね」

　守護官に追い回されたり、隠れ家で刀を見つけたり、妙な場所で静生を目撃したり。

　予感していた魔物との遭遇は叶わなかったが、伐叉羅のことを一つ知ることができた。だから今夜の夜回りは無駄ではなかった──そう思う。

「それにしても、サギ男はあそこで何してたんだろうね？」

「さあな……。一人で裏大路に出向いたことは、なかなか肝きもが据すわっていると褒めてやりたいが、それも無事帰ってこられたらの話だ」

「あ！　ほんとだ……大丈夫かな」

　一緒についていてあげるべきだったのだろうか。

　真剣に悩みだした未雲に、伐叉羅は「おいおい」と困ったように笑う。

「真に受けるなよ。きっと離れた場所に護ご衛えいを待たせていたんだろう。あんな身なりのいい人間が一人で裏大路に入り込んだら、あそこにたどり着くまでに襲われている」

「そ、そっか……」

　また、あの隠れ家の刀のことを思い出した。

　あれがあそこにあるかぎり、これからはふとしたきっかけで、こうして何度でも思い出すのだろう。

（でも伐叉羅は、いつかちゃんと処しよ分ぶんしてくれる。わたしは信じるだけ……）

　いつもと変わらない横顔を見つめると、彼は「じゃあ」と切り出した。

「俺は仲間のところへ戻る。朝までしっかり休めよ、未雲」

「あのっ、伐叉羅！」

　柴垣のほうへ向かっていた伐叉羅は、振り返った。

　まだ何か、という顔をする幼なじみに、未雲は小声だけれど熱を込めて言う。

「わたし、伐叉羅を守るからね。わたしが耶眞土の人の矢や面おもてに立つことで、魔物討伐もやりやすくなって、それであんたの印象もよくしていけるなら、舞も死ぬ気でやる。帝に命令されたからじゃなく、自分の意志で！」

「……未雲」

　目を見開く伐叉羅に、未雲は焦って続ける。

「魔物討伐のほうも、もちろんがんばりたい。だから伐叉羅にも協力してほしいんだ。体の心配はうれしいけど、それよりいつでも出動できるように、これまで以上に一緒にいてくれるとか……そういう方向で……」

　なんだか夢中でしゃべっているうちに、つい口がすべったかもしれない。

（あれ、わたし今変なことを口走らなかった？）

　はたと口を押さえた未雲は、おそるおそる伐叉羅を見上げる。

　そして息をのんだ。

　伐叉羅は、大人おとなびた表情をくしゃりと崩し、少年のころと同じ笑顔になっていたのだ。




　軽々と芝垣を越え、伐叉羅は姿を消した。

（わたしにしては上出来すぎるほど、思ってることをちゃんと伝えられたよね）

「約束しよう」と言われて、素直にうれしかった。

　そのふわふわした余よ韻いんに浸ひたりながら、未雲は階を上り居室の戸を開く。

「あー、たくさん動いたからよく眠れそう……って伐叉羅のほうが動いてくれたけど」

　奇焰子も隣室で寝ているし、一人だとわかっているからこその独ひとり言ごと。

　だが部屋に一歩足を踏み入れたとたん、その油断した気分は吹っ飛んだ。

「……未雲、帰ったか」

　部屋の真ん中で、鈍にび色いろの水干を着た男がこちらに背を向け座している。

　立ち上がり、振り返った男を見て、未雲は声を失う。

　ひょろりと背が高く瘦そう身しんで、無む造ぞう作さに襟えり足あしまで伸ばした黒髪と、眼鏡めがねの奥の据すわった目が、瘦やせた狼おおかみを思わせる男──。

「あ、兄上!?」

「ん……。二ふた月つきぶりだな。息そく災さいか」

　部屋に勝手に入り込んでいたその男は、未雲の三歳年上の兄、士し狼ろうだった。

　兄は朝廷で民の戸こ籍せきを管理する機関の、文書事務の仕事をしている役人だ。

　日々膨大な資料の整理に追われて、家にもあまり帰ってこなかったし、未雲が白羽姫になってから会いたいと手紙を送っても、「今は無理」という返事しか来なかった。

　それほど忙いそがしい人が、こんな夜分に訪ねてくるとは何用だろうか。

「息災ですけど、兄上はどうしてここに──」

「男と朝帰り……か。同じ年ごろの娘が、香こうだの化け粧しようだのに夢中になっても、毎日埃まみれでケンカに明け暮れたおまえにしては、大健闘だ……」

　半分しか開いていない、生気のない目つきで淡たん々たんと毒どくづいた兄は、懐ふところから分厚い帳ちよう面めんをするりと取り出す。

（出たっ、天てん魔ま帳ちよう！）

　天魔帳とは、士狼が幼少期からつけている日記のことだ。

　書かれている内容は、士狼があらゆる方法で収集した他人の秘密ばかり。

　天人や魔縁の者が、異なる世から観察しているのでなければ、知り得ないような情報が満載──。

　そういう理由で、家族から「天魔帳」と呼ばれはじめた、恐ろしい代しろ物ものである。

「未雲の頁こうはどこだったかな……ああ、あったあった」

　びっしり文字が書き込まれた紙を繰くり、「我わが妹」と記しるした頁に何かを書きつけながら、兄はわざわざその内容を音読する。

「『未雲、伐叉羅と初めての朝帰り。たくさん動いた、いや伐叉羅のほうが動いてくれたとの発言あり』と……」

「なんです、その変な解かい釈しやくが可能な書き込みは!?　ち、違いますっ。相手はあの伐叉羅ですよ！　──というか兄上、あいかわらず人の弱みをそーやって記録してるんですね!?」

「人聞きが悪いことを言わないでくれ妹よ……。オレはただ揉もめごとが起きたときに、手を汚よごさずに平和的に解決したいだけ……。人間、持って生まれた頭を使って生きなければ、人に肩入れしてくれている天人様に、顔向けできないだろう？」

　未雲はうっと勢いを引っ込めた。

　本人が面と向かって未雲に言ってきたことはないが、親から聞いて知っている、士狼の秘密──

（まさか兄上が、わたしが敵対してた子の、おねしょした回数やらお尻しりのアザの形やら、恥ずかしい弱みを握って、ひどい仕返しをしないよう脅おどしていたなんて……）

　兄はいつもそうやって、未雲が伐叉羅を庇かばって起こした問題の後処理を、秘ひ密みつ裡りに引き受けてくれていたらしい。

　この悪趣味な天魔帳も、未雲が怪我をさせた近所の悪ガキを黙らせるのに、一役も二役も買ってきたはずだ。

　とはいえ自分から頼るのははばかられる。そういう陰いん湿しつなことを平気でやってきた兄だ。

　敵に回したら最強に怖い。

　そんな相手に、伐叉羅の弱みを握られるわけにはいかない。

　未雲は亡なき母にそっくりだと言われる怒った顔で、兄を睨にらんだ。

「……久しぶりに会ったのに、わたしと伐叉羅まで脅すつもりですか？」

「『まで』とは？　オレ自身は一度だって問題を起こしたことはないよ……？　これでも、治じ部ぶ省しようの中でもまじめな役人で通ってるんでね……」

　兄はぱたんと帳面を閉じる。

　悔しいほどに、亡き父そっくりな骨ほね張ばった手で。

「今日はおまえに報告に来たんだ……。オレの、仕事が変わったことを……」

「兄上、戸籍管理のお仕事クビになったんですか!?」

「なぜそうなる……。そうではなく、神祇官長官の引き抜きで、おまえの目め付つけ役やくに就しゆう任にんしたのだよ、可愛い妹よ……」

「え……、えぇーっ!?」

　響き渡った未雲の絶ぜつ叫きように、御所中の者が飛び起きたのは、言うまでもない。
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　衝しよう撃げきを受ける未み雲くもにさらに追い打ちをかけることが、早朝起きた。

　昨晩、裏うら大おお路じで邂かい逅こうした鷺宮さぎのみや静しず生おの来らい訪ほうだ。

　士し狼ろうの横に座ざした静生は、尊そん大だいな態度で未雲を見おろす。

「今日付けでおまえの目め付つけ役やくに任命した、元もと治じ部ぶ省しよう史し生しよう、巴ともえ士狼だ」

「……よろしくお願いしまーす」

　まるきり覇は気きのない顔で、兄は悪ふざけのように頭を下げる。

　菊きくや葦あしなど植物の刺し繡しゆうが入った白しろ小こ袖そでに、金きん箔ぱくで桐きり模も様ようをあらわした青い打うち掛かけ。対サギ男お用に気合いの入った着物に着替えた未雲は、とまどった。

「あの……自分の兄なので、あらたまって紹介されなくても大丈夫ですけど……」

「そんなことは私も知っている！　知っているから任命したに決まっているだろう。形式上しているだけだ、まったく……この役職を設置した理由は、言わずともわかるな？　……おい、聞いているのか？」

「え？　なんです？」

　危あやうく眠ねむりそうになった未雲は、慌あわてて口元のよだれを拭ふいた。

　言い訳しても始まらないが、兄の来訪のせいで少しも眠れていないのだ。

　話の途中で寝ね落おちするという前ぜん代だい未み聞もんの態度を取る未雲に、静生は畳たたみを叩たたいて怒ど鳴なった。

「その態度のせいだ！　おまえは帝みかどの名みよう代だいともいうべき白しら羽は姫ひめだ。舞まいの稽けい古こと魔物討とう伐ばつ、どちらもおろそかにすることは許ゆるされない。ゆえに、それ以外の時間を徹てつ底てい的てきに管理するため、兄あに君ぎみに来てもらったのだ」

「管理……ですか？」

「これまで、鬼おにだの魔物だの有う象ぞう無む象ぞうと遊んでいた無む駄だな時間を排はい除じよすれば、両立はじゅうぶん可能だ。……それに許嫁いいなずけ同士であっても、婚前交こう渉しようなどもっての外ほか。おまえが白羽姫としてこの御ご所しよに身を置くかぎり、けじめはつけてもらうぞ。兄君には、そちらの監かん視しもしてもらうつもりだ」

「はぁっ!?」

　未雲は、眉み間けんに深い皺しわを刻きざんだ静生の顔を、まじまじと凝ぎよう視しする。

（前は伐ば叉さ羅らとわたしが許嫁同士だってことを疑うたがって、一緒の部屋で寝るようにけしかけてきたのに、今度は……するなって、めちゃくちゃじゃない！）

　婚前交渉という言葉を心の中ですら恥はずかしくてごまかす人間が、ことに及およべるわけがないだろう。

　それ以前に許嫁はあくまでフリなのだし──

（って、まずい！　伐叉羅と許嫁同士ってことになってるの、兄上に説明してない！）

　新たな問題が浮上して、未雲の顔からさぁっと血の気が失うせていく。

　すると関心などみじんもなさそうに会話を聞いていた兄が、深々と頭を下げた。

「申し訳ありません、鷺宮長官さぎのみやのかみ……。本日からは私が、白羽姫様の指し導どうと管理を徹底いたしますので、どうぞお許しを……」

「頼たのむぞ。もしあの鬼が裏切ったり死んだときには、白羽姫には別の尊とうとい役目が待っている。貴き君くんも耶や眞ま土と朝ちよう廷ていに身を置き帝に仕つかえる者なら、それがいかに名めい誉よなことか、心得ているだろう」

　黙だまって頭こうべを垂たれる兄を見て、未雲は悟さとった。

　目付役を引き受けた時点で、兄はすでに静生から説明は受けているはずだ。

　どういう経緯いきさつで、二人が魔物討伐をすることになったのかを。

　逆に静生が許嫁の話に言げん及きゆうしてこないのは、兄がうまく援えん護ごしてくれたから──そうに違いない。

（でも今サギ男が言った『尊い役目』って、天児あまがつのことだよね。まさか兄上は、その説明も聞いた上でここに来たの？）

　壱い与よのように体にたくさんの魔物を封ふうじるには、未雲が生き娘むすめでなければいけないから。

　信じがたい思いで兄を見やる未雲の前で、静生は意い気き揚よう々ようと立ち上がる。

「では私は失礼する。ここにいては、鬼くさくてたまらんからな」

　そう言って静生が出ていこうとした先に、突然、伐叉羅があらわれた。

「未雲、士狼が来ているって本当か！」

　正面衝突するかと思われたが、伐叉羅は衝撃に備そなえて目を瞑つぶる静生を、軽い足取りでひらりとかわす。

「おっと、悪い」

「……っ、貴様、無礼だぞ！」

「だからこうして謝あやまっている。俺の顔を見ただけでかりかりするなよ」

　伐叉羅は、金箔で燕つばめ模も様ようを入れた紺こん地じの小袖に着替えていた。

　未雲と同様あまり寝ていないであろうに、帝と会ったときよりもきちんとしている。

　偉い丈じよう夫ふそのものの鬼を前に、耶眞土男子の平均的な体型に地味な狩かり衣ぎぬを着た静生は、上から下まで伐叉羅をねめつけた。

「鬼の我わが物顔を甘んじて許さねばならんとは、嘆なげかわしいことだ」

「鷺宮様、またそういう言い方……っ」

　未雲が膝ひざを立てると、伐叉羅が「いいから」と止めた。

　静生はそれも気に入らなかったのか、額ひたいに青あお筋すじを浮かべ、狩衣の裾すそを翻ひるがえす。

「たとえ帝が認みとめても、私にとって鬼は害悪だ。その見けん解かいに変わりはない。……だが帝もそう遠くない日に必ず、鬼など信頼すべきではなかったと、後こう悔かいなさる日が来るだろう」

　吐はき捨すてるように言って、静生は足音も荒あらく行ってしまった。

　ぽかんと口を開けていた未雲は、「なんなの!?」と憤ふん慨がいする。

「ほんっと感じ悪いっ。あの人だって遅おそくまで出歩いてたのに、あーいうこと言う元気はあるんだ。──って兄上、こういう会話もすべて記録するの、やめてくださいっ」

　天てん魔ま帳ちようを開き、何やら忙いそがしく筆ふでを走らせていた士狼は、ん？　と顔を上げる。

「なぜ……？　大事な記録になるかもしれないのに……『伐叉羅、神じん祇ぎ官かん長官のかみをすげなく袖にする』……と」

「兄上っ！　いいかげんに──」

「士狼」

　もういいだろうとばかりに話を遮さえぎった伐叉羅は、未雲の隣にどかりと座すわった。

　そして感かん極きわまった表情で深々と頭を下げる。

「五年前はなんの挨あい拶さつもなく姿を消し、俺と母親によくしてくれた巴家の人に不ふ義ぎ理りをした。申し訳ない」

「伐叉羅──」

　帝にもけっして頭を下げない伐叉羅が、自みずから額を床につけて許しを請こう。

　それほど、五年前のできごとは、彼にとっても比重の重いものなのだ。

　未雲にとってもそう──あの冷え込んだ朝、伐叉羅が町を出たと知ったときの悲しみは、生しよう涯がい忘れない。

　あれから何日も、半はん狂きよう乱らんになって伐叉羅を捜さがし回った。

　もう戻って来ないと納得するまで、どれだけかかったことか。

　そんな幼おさない日を思い出しているあいだ、隣の伐叉羅は頭を下げ続けた。

「本当にすまなかった。俺のせいで、あなたと未雲に迷めい惑わくをかけたくなかったんだ」

「今さら驚おどろかないから、謝らなくていい……。ひと月前の御所の騒さわぎで、おまえが生きていることはわかっていたし、おまえたちが魔物退たい治じの任を負おったことも、幼いころから夫婦になる約束をしていた……ということも、すでに知っている……」

　ぎょっとする未雲の横で、伐叉羅も顔を上げる。

（もしかして兄上、許嫁の話を信じてるの!?）

　誰だれをだませても、この兄だけは無理な気がしていたのに。

「兄上。わたしが許嫁のことを黙っていたから、それで怒おこってサギ男……鷺宮様に協力する気になったのですか？　わたしのお目付役だなんて、揉もめごとがお嫌きらいな兄上には、もっての外ほかのお仕事なのでは」

「士狼が未雲の目付役？　どういうことだ？」

　話が見えていない伐叉羅に、士狼は「それはだな」と声を潜ひそめる。

「鷺宮様はオレに、おまえと未雲が一線を越こえるのを防ふせげと命じてきたのだ……。未雲が生娘でなければ困こまる理由が、あの方にはあるようなのでな。……で、オレは喜んでそれを引き受けた……と」

「わーっ!?」

　直球すぎる回答に、未雲は思わず正面から兄に抱だきついていた。

　子どものころ以来の妹の抱ほう擁ように、士狼は首をかしげる。

「……未雲。相手を間違えているぞ」

「間違ってないです。兄上の言っていることも間違ってないんですけど、本人たちの前なんですから、少し言い方を選んでください!!」

　兄きよう妹だいが小さな声で言い争っていると、伐叉羅が余裕のない顔で言った。

「士狼は、俺と未雲が夫婦になることに反対か？」

　まるで本当に、結婚の許しを得ようとしているかのような迫はく真しんの演技に、一瞬未雲まで緊張してしまう。

　演技なのに、兄の答えが怖こわくなったのだ。

「いや……以前からオレは、おまえたち二人はいずれそうなるんじゃないかと思っていたんだが」

　監視の依い頼らいを「喜んで」引き受けたのに？

　未雲は兄から体を離し、生気のない顔をまじまじとねめつける。

「兄上、わたしたちを嵌はめようとしてますね？」

「なぜそうもひねくれているのだ、妹よ……。本当だ、噓うそは言っていない」

　天魔帳を閉じて、兄はそれを懐ふところにしまう。

「いいか未雲、よく聞け……？　幼児体型で顔も十人並み、暴力的で鬼おに嫁よめなどと呼ばれているおまえを嫁にしたいという男がいるなんて、奇き跡せきだぞ。断言してもいい……おまえは、伐叉羅を逃のがしたら一生嫁に行けない。だから絶対に逃すな……？」

「は!?」

「伐叉羅。おまえ、朱しゆ天てん童どう子じとやらの商売で、ずいぶん羽は振ぶりがいいそうじゃないか……。オレは甲か斐い性しようがある男なら、鬼でも関係ないと思っているが、稼かせぎはいかほど──」

「下品ですよ兄上！　それにさっきから、おっしゃっていることがよくわかりません。兄上は鷺宮様から、わたしと伐叉羅が近づくのを阻そ止ししろと命じられているんですよね？　なのにどうしてそんなことを言うんですか？　……いえ、わたしへの評価はほぼほぼ合っていますが」

「そこは受け入れるなよ」

　伐叉羅にとがめられた未雲が「だって」と混乱を極めていると、士狼はふっと口の端はしを上げた。

「……誰が、阻止しに来たと言った？」

「え？」

「兄ならば妹が、世間で厭いとわれる男のものになろうとしていたら、全力で止めるのが普通だ……ゆえに鷺宮様もオレに、監視役を命じたのだろう。だがあの方は、見けん当とう違ちがいをなさっておられる……。残念ながら我が妹は、普通ではないのだ……！」

　無表情のまま、兄は高く腕を振り上げる。

　熱いしぐさと冷めた目のちぐはぐさに恐怖を感じつつ、未雲は訊きいた。

「まさか、神祇官長官をだますつもりですか？」

「鷺宮様曰いわく……おまえが天児とやらになれば、耶眞土じゅうの神社におまえを祀まつる碑ひが建こん立りゆうされ、この先明みよう神じん帝ていとともに永遠に人々に信しん仰こうされるそうだ。……未雲、おまえまさか、神社に立つ石になりたいわけではあるまい……？」

「あ、あたりまえじゃないですかっ。わたしは──」

　鬼を差別する世の中を変えたい、その気持ちからはじまったのだ。

　天児になったら、耶眞土は救えても伐叉羅は救えない。

　くちびるを嚙かみしめていると、兄がふっと息をついた。

「オレはおまえが何を望んで白羽姫になったか、わかっているつもりだ。鷺宮様への報告は適当にして守ってやるから、おまえたちは普通にしていろ……」

「えっ、そんな。ばれたら兄上だって、ただではすみませんよ」

「かまうものか……。オレだっておまえを石にしたくて、内だい裏りに送り出したのではないぞ。できることなら普通の女の幸せだって、味わってほしいに決まっている」

　はっきりと言いきってくれた士狼に、未雲は心が揺ゆれた。

（兄上には、許嫁のことは噓だって、きちんと話したほうがいいんじゃ……）

　そう思うが一人で決断できることではなく、未雲は伐叉羅を見上げる。

　すると彼は未雲の膝に乗せた手を取り、真顔で言った。

「今の言葉、本気にするぞ。いつか俺が責任を果たして世に認められたら、未雲を嫁にもらう。……いいんだな。男に二に言ごんはないな？」

「ちょ──」

　いきなり何を言うのだと慌てたが──そうか、これも演技か。

　つまり今は噓をつき通そうということなのだな。そう理解し、未雲は必死に笑顔を作る。

「う……嬉しいです兄上！　揉めごとばかり起こしてきたわたしたちなのに、認めてくださるなんてっ」

「当然だ……」

　深く頷うなずいた士狼は伐叉羅ににじり寄ると、その広い肩にぽんと手を置いた。

「伐叉羅よ、遠えん慮りよすることはない。早いとこ一線を越えて男になれ……！」

　驚く伐叉羅と、息を止める未雲。

　その意味を理解したとたん、未雲はぼぼぼぼっと顔を赤くした。

（なっ、何言ってるの兄上──!?）

　恥ずかしすぎて伐叉羅が見られない。

　だが握られた手に力がこもったのは、気のせいではないと思う。

　どういう意味だっ！　と混乱していると、外から奇き焰えん子じの声がした。

「未雲ーっ、どこだァ？　……お、いたいた！　なんだ伐叉羅も来てたのかよ」

　廂ひさしにひょっこりと姿をあらわした幼児を見て、士狼はいつも半分しか開いていない目を見開いた。

「髪の色が伐叉羅に似ている……あれは、おまえたちの子か……？」

「そんなわけないでしょ!?　あんなに大きな子、わたしがいつ産んだっていうんですかっ。兄上、いくら忙しくて家に帰らなかったとはいえ、それじゃ妹に無関心にもほどがありますっ！」

「ならば伐叉羅の連れ子か？　伐叉羅、おまえ未雲以外にそういう相手が……」

「いるわけがない。俺は未雲を五年──いや、もっと前から想おもい続けてきたんだぞ」

「……っ」

　思わず伐叉羅のほうを見てしまう。

（びっくりした……。ほんとに演技うますぎだよ、伐叉羅……）

　黙り込んだ大人たちを、奇焰子は「なんだァ？」と見上げる。

「ボクはべつに、こいつらの子どもになってやってもいーんだけどよォ、何しろこいつら、偽にせも──」

「奇焰子ッ！」

　さらうように奇焰子を抱き上げた未雲は、「しぃっ！」と口を塞ふさぐ。

「あ……あはは、この子はこう見えて魔ま縁えんの子なんですよ。でも今は魔物討伐に協力してくれている仲間で……というか兄上、妙みようなことを言わないでくださいっ」

「妙……とは？　互たがいに想い合っているのなら、自然なことではないか……。おまえたちが負っている重荷を軽くし、役目を完かん遂すいさせる力にもなると思うのだが……」

「そういうことは、みんなに祝福されて夫婦になってからって決めてますし、責任を果たす覚かく悟ごはとっくにできてます！　というかわたしたちは純粋に想い合っているので、い……一線を越えるとか、そんなのずっとなくたってかまわないんです。ねえっ伐叉羅？」

　強く同意を求めると、伐叉羅は「え」という形に口を開けたまま固まった。

「……俺は男だ。それに同意はできない」

　半はん眼がんになった伐叉羅は、そう言ってふいと横を向いてしまう。

「え……ちょっと、どうしたの」

　許嫁のフリは!?

　意い図とがわからずおろおろする未雲を見て、士狼は盛大なため息をつく。

「おまえにああ言われては伐叉羅の立場がないだろう。……だから、早いうちの処置が必要だと言っているんだ、オレは……。ときに未雲」

「はい？」

　今考えるのに忙しいのに、今度はなんだ。

　ちょっと面倒そうに答えると、兄は見たこともない恥ずかしそうな表情で、言った。

「……うちに来ていた、おまえの教育係の女によ性しようのことだが……たしか紫むらさき殿どのといったか？　彼女は息災なのか……。いや、たまたま思い出しただけだがな？　べつに、どうしても聞きたいことでもないんだがな？」

　あくまで関心が薄そうに、だが目だけは異様にぎらつかせる兄に、未雲はたじろいだ。

「え、ええ、紫は元気ですよ！　あの、今ここに呼びましょうか？」

「そうか！　い、いや……目付役として挨拶をしなくてはと思っただけだ。……うむ」

　この兄と自分の血のつながりを強く感じながら、未雲は額の冷や汗をぬぐう。

（そうだった。兄上は、紫し峰ほうが男の人だってこと知らないんだ）

　なぜか不ふ機き嫌げんになってしまった伐叉羅と、美女（実は男）との再会に浮き足立つ兄。

　水み無な月づきの終わりのその日。今後の波乱をあらわすように、空からは雨が降りはじめた。
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　七月に入り、都みやこではいよいよ神しん國こく祭さいが始まった。

　大内裏の南門から堀ほりを越え、都の中心を貫つらぬく大路は人の熱気であふれ返り、時折御所にまで笛の音や太たい鼓この音ねが聞こえてくる。

　だが未雲に祭りを楽しむ余裕はなかった。

「いよいよ今日から、千ち代よの舞の本ほん稽げい古こか……」

　稽古場で先生を待つあいだも、不安は尽つきない。

　静生に叩き込まれた基本の動きもあやしいのに、たったひと月で、本当に人々の期待に添そう出来に仕上がるのだろうか。

（……いや、弱気になってちゃだめだよね。死ぬ気でやるって決めたんだから！）

　胸の前で拳こぶしを握った未雲は、ふと女によ官かんたちに着させられた稽古着を見おろす。

「それにしてもこの稽古着、変わってるな……」

　引きずるほど丈たけが長く、袖そで口ぐちも広く袂たもとが長い。いわゆる大袖を帯で留とめただけの不思議な着物を眺ながめていると、待ちかねていた先生がやってきた。

「やあやあお待たせしました。すみません、なかなか前の仕事が終わらなくて」

　先生の足が見えた瞬間、未雲は膝をついて叩こう頭とうした。

「よろしくお願いします、先生っ！」

「おや未雲殿、そんなにかしこまらなくていいんですよ。私たち、一緒に困難を切り抜けた仲じゃないですか」

　えっ、と顔を上げると、そこに立っていたのは見知った顔──

「天てんさん!?」

　耶眞土建国時代を思わせる朝ちよう服ふくに、黒髪を耳の下で輪わに結ゆい、目め尻じりに赤い粉を刷はいた花のかんばせ。

　現実離れした美び貌ぼうの飛ひ天てんは、驚く未雲に、にっこりと微笑ほほえんだ。

「はい。ちょっと不思議な神じん通つう力りきを使う帝の神しん使し、飛天です。……いやあ、長く執しつ政せいから離れていたのでやるべきことが多くて。この姿で出歩くのは実に久しぶりですよ」

「でもここに来たってことは……千代の舞の先生って、天さんなの？」

「そうですよ。なぜなら鷺宮長官が連れてこようとしていた舞の師し匠しようは、教えたことができるまで、弟で子しに食事もとらせない厳きびしい方だと聞いて──休きゆう憩けいにおやつも出さないなんて、それではあまりにも未雲殿が哀あわれ！　それで思い立った私、つい『我が神使を遣つかわせるので心配無用』と豪ごう語ごしてしまいまして」

　てへぺろ、と舌したを出す飛天に未雲は啞あ然ぜんとした。

　神使とは仮の姿、実は明神帝その人である飛天自らが、舞の稽古をつけてくれるとは。

「忙しいんでしょう？　わたしが聞くのも失礼だけど、大丈夫？」

「何を言うのです。未雲殿に千代の舞を舞ってほしいと、願い出たのは私なんですよ？　あなたが成功するよう力添えするのは当然ではないですか。……ですが、私がここに来られる時間は限られています。真剣にやっていただきますよ？」

「う……は、はい！　よろしくお願いします！」

　飛天が稽古をつけてくれるなら、百人力だ。

（なんとかなる……うん、きっと大丈夫！）

　だが未雲はこのとき予想もしていなかった。

　それがさらなる波乱を呼ぶことになろうとは──。




　稽古をはじめて数日。

　未雲は最初の一ひと節ふしから、いきなりつまずいていた。

「もっと背筋を伸ばして！　一歩引いて、そこで脚あしを揃そろえて扇おうぎを前に──って、それではまるでドジョウすくいですよ、未雲殿！」

　何度繰くり返しても、未雲の動きはドジョウすくいの域いきを脱だつすることができない。

　未雲は当然必死だが、見ているほうも笑いを堪こらえるのに必死だ。

「未雲……が、がんばれ……」

　約束どおり、見回り時以外にもなるべく未雲のそばにいようと、伐叉羅は毎日稽古を見に来てくれていた。

　飛天が師匠だと知ったときは冷静に受け止めていた彼だが、未雲のドジョウすくいは反則的におもしろいらしい。

　そしてついに噴ふき出してしまった伐叉羅の横では、奇焰子がゲラゲラと笑っている。

「そんな不ぶ格かつ好こうな踊おどりを民たみの前で披ひ露ろうすんのかァ!?　いい笑いものだぜ」

「ちょっと！　さっきからうるさいよっ、そこ！」

　未雲が扇を投げるふりをすると、奇焰子はさっと伐叉羅の後ろに隠かくれた。

（まったく、もう……。さすがに兄上だけは笑ってないみたいだけど──ん!?）

　さっきから士狼は、ご神像のように部屋の隅すみに座している。

　やはり彼は笑っていなかった。だが代わりに天魔帳を出し、未雲の悲ひ惨さんな踊りの様子を書き記しるしているではないか！

（あ、兄上……）

　文面は見えないが、陰いん鬱うつな表情の中に、そこはかとなく悪意を滲にじませたあの顔。絶対にそうだ、断言できる。

（どいつもこいつも──。見てなさい、絶対うまくなってやるんだからっ）

　闘とう争そう心しんに火が点ついた未雲は、飛天にキッと向き直る。

「天さん、一つずつ動きを確認させて。最初はこう、だよね？」

　舞扇を水平に構かまえると、飛天は未雲の変化に気づいて、静かにその背後に回った。

「そうです。その扇に耶眞土の民がすべて乗っているのですよ。想像して──指先をまっすぐに合わせて、民を支えるのです」

　伸ばした腕に飛天の手が添い、支えてくれる。

　よい香りがふわりと漂ただよい、未雲は安あん堵どした気持ちになって目を閉じた。

　言われたとおり想像してみる。

　練習用の簡かん素そな扇の上──そこに耶眞土の人が乗っているのだと。

　伐叉羅も兄も、紫峰も奇焰子も、みんながそこにいるのだと。

　そうすると、未雲にぴったりと寄り添った飛天が耳元でささやく。

「いいですね、さっきまでの不安定なブレがなくなりました。体に軸じくができています」

「ほんと？」

　初めて褒ほめられて、笑顔で振り返る未雲に飛天もにっこりと応こたえる。

「とてもいい感じです。手取り足取りの方法が、未雲殿には向いているようですね。このまま、次の動作に移りましょうか」

「はいっ！」

　うれしくて、未雲は思わず伐叉羅に笑いかけた。

　どうだ、という見返したい思いと、ほんの少し褒めてほしい気持ちで。

　しかし伐叉羅は、褒めるどころか凍こおりついた表情でこちらを見み据すえていた。

「……飛天様の指し導どうがあれば、それぐらいできて当然なんじゃないのか？」

「えっ」

　予想外の冷たい反応に、未雲は衝撃を受けた。

　たしかに最初の一歩を踏ふみ出した程度で、調子に乗るのはよくないが──

（ちょっとは、褒めてほしかったのに……）

　少し落ち込んだけれど、これから挽ばん回かいしていこうとすぐに気持ちを切り替えた。

　だがそれから二日、一週間、十日──伐叉羅はいっこうに褒めてくれなかった。

　しかも見回りのときには普通なのに、稽古のときだけ不機嫌になるのだ。

（毎日一緒にいてくれるのはうれしいけど、こうも伐叉羅が舞に厳しいなんて知らなかった！）

　だんだん苛いら立だちはじめた未雲と、静かに鬱うつ憤ぷんをためていく伐叉羅。

　すれ違う両者を、士狼はただ生なまぬるい目で見守っていた。

　しかしある日、とうとう事件は起きた。




「次に右足、床から離さずに後ろへ──そうです、ゆっくりと」

　影のように後ろについた飛天とともに、扇を持った手を前に、一歩ずつ後ろへ下がる。

　その動作を練習していたとき、未雲は衣ころもの裾を踏んづけてしまった。

「あっ！」

　転倒した未雲は、気づけば尻しり餅もちをついた飛天の胸にすっぽりとおさまっていた。

（わ、わっ!?）

　外見は中性的なのに、飛天は意外と力強い。未雲ごと軽々と身を起こすと、あっけらかんと笑って言った。

「びっくりしましたねえ。平気ですか？　未雲殿」

「へ……平気！　ごめんね天さんこそ痛くなかった？」

「いいえまったく。ですが、伐叉羅殿は平気じゃないようですよ」

　急に伐叉羅の名が出たので、「へっ？」と振り返る。

　どきっとした。座っていたはずの伐叉羅が立って、すごい形ぎよう相そうで睨にらんでいたから。

「……いいかげんにしろよ、飛天。今、わざと未雲を転ばせただろ」

「おや、そう見えましたか？」

「ちょっと、伐叉羅っ？」

　飛天の前で腕を広げた未雲は、頭二つ分以上も背が高い伐叉羅をキッと睨む。

「天さんじゃない、今のはわたしが裾を踏んだんだよ」

「……っ、未雲も未雲だ。いつになったら、そのベタベタした指導がなくても、ちゃんとできるようになるんだよ。進歩がなくて不ふ愉ゆ快かいなんだよ！」

「────」

　言ったあと、伐叉羅ははっとして口をつぐんだ。

　ひどく傷ついた未雲は何も言い返せず、涙を堪えて立ちすくむ。

「お、おいおい……どーすんだ伐叉──むぎゅっ！」

　首を突っ込もうとする奇焰子の口を塞いだ士狼も、そして困り顔の飛天も、二人のあいだに張り詰めた空気を崩くずせはしない。

　そこへ鼻歌を歌いながら、女官姿の紫峰が茶を運んできた。

「ふんふ～ん……♪　あれ、どーしたんですか、みなさん立ったままで」

「あ……いや紫殿、これはだな……」

　奇焰子を抱かかえた士狼が、そわそわと紫峰に歩み寄る。

「ん？」と小首をかしげる紫峰の可か愛わいさに、昇天しかける士狼だが──

「悪い、どいてくれ……！」

　二人のあいだを割って外に出ていった伐叉羅に、士狼はよろめき、紫峰は目を見開く。

「えっ？　今の伐叉羅様？」

「女官殿すみません。どうやら、私と未雲殿の仲を誤ご解かいされてしまったようでして」

　心配そうに頰ほおに手を当てた飛天だが、顔はニヤニヤ笑っている。

　紫峰は、男の姿でなら飛天と面識があるが、女官に扮ふんしていることを知られるわけにいかず、前髪で隠した金の目をそらす。

「そ……そうですか。でもいったいなぜです？」

「……それはオレが説明しましょう！」

「わっ、びっくりしたぁ。じゃあ士狼様、教えてくれます？」

「喜んで……！」

　嬉き々きとした兄の声も耳に入らない。

　未雲はただただ、伐叉羅にひどいことを言われた衝撃から、立ち直れずにいた。

（……どうして、あんなひどいこと……）

「ちょっと失礼」と士狼から離れた紫峰は、こっそりと未雲の手を引く。

「未雲ちゃん。ちょっと、こっち来て」




　呆ぼう然ぜんと手を引かれるまま階きざはしを下り、庭の隅に連れ出された。

　周囲に人がいないのをたしかめて、紫峰は未雲の両肩に手を置く。

「あのね未雲ちゃん、キミは鈍どん感かんさんだからこの際はっきり言うよ。お館やかたは嫉しつ妬としてんの、未雲ちゃんと天さんに！」

「嫉妬……？」

「そうだよ、未雲ちゃんがずっと天さんとくっついてる姿を見せられてるんだもの。それはいい気がしないし、目の前で他の男に抱きしめられてるのを見たら、いくらお館でも冷静じゃいられないよ」

　驚いたのと、動どう揺ようを隠すために、未雲は思わず半笑いになる。

「な……何それ、子どもじゃあるまいし。わたしだって、紫峰が伐叉羅にべったりなのを見てるけど、嫉妬なんかしたことないよ？」

「べったりって……いやそうじゃなくて！　違うでしょ未雲ちゃん。おれとお館は男同士で仲間で、おれがお館を尊敬してるから一緒にいるんだ。でもお館とキミは男と女で、許嫁のフリができる仲でしょ？　……意味わかるよね」

「……まさか伐叉羅がわたしを女として見てて、嫉妬したってこと？」

「正解！　よくできました未雲ちゃんっ。いやー、おにいさんはうれしいよ！」

　ぎゅうっと抱きしめられて、頭を撫なでられた。

　嫉妬の意味も、どんな感情から起こるものなのかも、経験はなくとも知識はある。

　だからこそ、それがいかにありえないことか、わかるのだ。

「……違う、不正解だよ」

「えっ、不正解じゃないよ。正解だって言ったじゃん」

「不正解なの！」

　急に大声を出した未雲に、紫峰はとまどう。

　取とり繕つくろうように笑った未雲は、桔き梗きようの花か壇だんの前にしゃがみ込んだ。

「昔からけんかはいっぱいしてきたんだ。だから今回もすぐ仲直りできるよ。……心配ありがとう、でも大丈夫だから」

「……ほんとに大丈夫？　お館連れてこようか？」

「いいの、どうせ今夜も一緒に見回りに行くんだし。……伐叉羅はわかってるはずだよ、絶対来てくれるから平気」

「……そっか。じゃあおれ、先に戻ってるね？」

　気を遣ってくれたのだろう、紫峰はぽんと肩に手を置いて離れていった。

　そんな彼に感謝しつつ、一人になった未雲は、はぁーっと肩を落とす。

（焦あせった。……ものすごく焦った……！）

　本当はもしかしたら、紫峰の言う「男女間の嫉妬」が本当だったら──と、考えた。

　そうしたら、とたんに怖くなった。

（だってこんな、気が強くて思い込みが激はげしくて、ひねくれててめんどくさい、女らしさのかけらもないわたしをなんて……ありえないよ！）

　けれど思い返してみると、伐叉羅はこれまでも、もしかしてと思えることを言ったり、してきたことがあった、ような。

　──だめだ。

　このまま突き詰めていけば、あまり知りたくない答えに行き着くような気がする。

　知らなくていい。

　……変わりたくない。今のままでいい。

「あーっ、もう！　天さん、稽古の続きお願い！」

　雑念を払うように稽古に没ぼつ頭とうしだした未雲を、兄の士狼はじっと見つめていた。
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　今から十一年前の春のこと。

　未雲の住む町に、一人の女が六歳になる息子むすこを連れて流れてきた。

　誰もが、赤毛に金きん眼めのその子を見て怖がった。

　廃はい屋おくに住み着いた親子を白い目で見て、無視し続け、半年経たっても近づこうともしない。

　初めは未雲の親も、あの母おや子こに近づくなと兄きよう妹だいに言い聞かせた。

　だが未雲は、空気を読むのに長たけた兄と違い、赤い髪の鬼おに子ごに興きよう味み津しん々しんだった。

　あの子の炎のような赤い髪は、なんて鮮あざやかなんだろう。

　あの子の金の瞳ひとみは、近くで見たらどれほどきれいなんだろう。

　そして好奇心を抑えきれなくなった未雲は、ある日とうとう行動に移した。

「ねえ、わたし、ともえみくも！　あんた、なまえなんていうの？」

　井戸で水を汲くむ鬼子に、わくわくしながら話しかけた。

　鬼子はとても驚いた顔をして、金の目をぱちぱちと瞬しばたたいたのをよく覚えている。

「……ばさら。……みくもっていったな。おれに話しかけても平気なのか？」

　間近で見る金の瞳は、とても、とてもきれいだった。

　夕日が川かわ面もで踊る光や、夜にひらめく雷かみなりの青。

　それまで未雲が見てきた美しいものの中で、一番美しかった。




　稽古を終え、湯ゆ浴あみを済ませた未雲は、庭で夕日を見上げながらそんなことを思い出す。

　伐叉羅が飛び出していってから、もう四日だ。

　予想に反し、あれから伐叉羅は御所に姿を見せなくなった。

　紫峰曰く、「今、取引の仕事が忙しいんだよ！」とのことだが、真実はきっと違う。

（伐叉羅が約束を破やぶったの、初めてじゃないかな）

　再会してからは、思い出に頼たよらなくても毎日会えていたので贅ぜい沢たくになっていた。

　顔が見られない、ただそれだけのことが、こんなにも心に重くのしかかるなんて。

「……伐叉羅が大きすぎるのが悪いんだよ。いないと、すごく欠かけてるような気分になるじゃない……」

　ぶつぶつとひとりごちると、ふいにぬっと、背後に誰かが立った。

「……未雲、出かけるぞ」

「わぁぁっ!?」

　ビクッとして振り返ると、そこには相変わらず陰いん気きくさい顔の士狼が立っていた。

「もう兄上、いきなり人の背後に立つのはやめてください。……出かけるぞって、見回り以外の目的で外に行ったら、鷺宮様に叱しかられますよ」

「鷺宮長官には、今日は妹の体調がとんでもなく優すぐれないから、休ませると言ってある……いいから、祭りに行くぞ」

「祭り？」

　言われてみれば、士狼はいつもの暗い色の仕事着ではなく、晴れやかな萌もえ葱ぎ色いろの浴衣ゆかたを身につけていた。

「でも、今は祭り見物なんて気分じゃ……」

　逡しゆん巡じゆんする未雲の前に、兄は例の分厚い帳面をぶらさげる。

「おまえのためじゃない。オレが、ここ何年も忙しくて祭り見物などしていないから、久しぶりに見たいんだ……。紫殿も誘おうと捜したのだが、見つからなくてな。おまえが付き合わなければ、これを鷺宮様の通る道にうっかり落とすが、いいのか……？」

「ぜんぜん、うっかりじゃないじゃないですか！」

　そういえば昔、伐叉羅と友だちになったことが親に知られて怒られたときも、兄はこんなふうに外に連れ出してくれたっけ。

　なつかしいことを思い出し、クスリと笑ってしまう。

「わかりました。紫の代わりとはいきませんが、お付き合いします」

　──やはり今日は、思い出に頼る日らしい。




　夜の大路は提ちよう灯ちんの明かりと人の笑顔で、賑にぎわっていた。

　酔よった人々の笑い声や、甘い菓か子しにはしゃぐ子どもの声が渾こん然ぜんとなった雑ざつ踏とうの中を、未雲と士狼は並んで歩く。

　すると通りのずっと先から、太鼓と笛と鉦かねで奏かなでられるお囃子はやしの音が響ひびいてきた。

　そのみやびで華はなやかな音に足を止めた士狼は、眼鏡めがねの奥の目を細める。

「……そうか、今日は大おお幣ぬさ巡じゆん行こうの日か……」

　人混みの頭上に、大路と交わる通りを横切る、山だ車し行列の一いつ端たんが見えた。

　大幣巡行は、神國祭でも一番盛り上がる行事だ。

　提灯と錦にしきで飾かざられた山型の山車を、大幣──白はく木ぼくの棒の先に紙かみ垂しでをつけた修しゆ祓ばつ道どう具ぐに見立て、災わざわいを祓はらうように左へ右へと、奉ほう納のう先まで練ねり歩く。

　幻げん想そう的てきに揺ゆれる提灯の火を見て、未雲はふと伐叉羅のことを考えた。

（伐叉羅も一緒ならよかったのに）

　けれど伐叉羅がここにいたら、人々は皆恐おそれて騒ぐだろう。

　鞠まりの柄がらが入った緋ひ色いろの浴衣に、黄色の帯をしめた自分が隣にいても、彼を恐れる人の心は変えられない。

（がんばって耶眞土の人に認めてもらえたら、いつかこのお祭りにも一緒に来られるかな。というかそのためにわたし、舞の稽古をしてるんだよね……？）

　だがその稽古のせいで、伐叉羅は怒ってしまった。

（よく、わからなくなってきちゃったな）

　もう少し行列に近づいたところで、兄は「少し休もう」と、店先の長なが椅い子すに座った。

　そこから美しい山車をぼんやり眺めていると、そばに伐叉羅がいないことがまた哀かなしくなってくる。

「おまえ……、伐叉羅とはどうなんだ？」

　買ってもらった団だん子ごを頰ほお張ばった未雲は、もぐもぐしながら聞き返す。

「どうとは？」

「……おまえに遠回しに聞いても無駄だったな。……本当に祝しゆう言げんを挙あげるまで、一線を越える予定は立っていないのか？　と聞いたんだ」

「ぶっ!?」

　茶を噴き出した未雲は、げほごほと咳せき込み、「な、な……」と兄を見上げる。

（聞きたくないんだってばっ！　男だ女だと生々しい、自分と関係ない世界の話は！）

　──そう言えたらどんなに楽か。

「兄上。わたしたちには約束があるんです。だからその話はもう」

「どういうわけかな……いつか夫婦になると口では言っているが、おまえは伐叉羅を男として見ていないように見えるんだが……。いや、見ないようにしている、ような？」

「────」

　心の真ん中を、きれいに射い貫ぬかれた気分だった。

　人の弱みを見つけて掘ほり起こすのが得意な兄は、未雲が自分でも正視してこなかった事実をずばり言い当てた。

「いいか未雲、伐叉羅は律りち儀ぎな男だ。おまえと夫婦になると口にしたからには約束は守るだろう……。だがおまえのそのこじれた性格では、いつか愛あい想そを尽かされるぞ。離り縁えんされてもいいのか？」

「……っ、わたしに可愛げがないのはわかってますっ」

　残りの団子を頰張った未雲は、やけくそになってそれをのみ込む。

「でも伐叉羅は、わたしがいかに気が強くて思い込みが激しくて、ひねくれてる奴やつかってことを昔から知ってるんですよ？　それでも許嫁でいてくれてるんです」

「……おまえ、それは自分を上げているのか下げているのか、どっちなんだ……？」

　兄のつっこみに、未雲はぐっと下を向き、膝に置いた拳を見つめる。

　伐叉羅がいかに約束を守る男かということも、未雲だって昔からよく知っている。




　あれは出会って初めての冬のことだ。

　毎日伐叉羅と遊んでいた未雲は、ある日ひどい風か邪ぜをひいてしまった。

　いつも伐叉羅と待ち合わせていた場所に行けなくなってしまい、布ふ団とんの中で気を揉んでいたが、だれにも伝言を頼めなかった。

　伐叉羅はきっと待ちぼうけを食わされ、怒っているに違いない。

　そう思って悲しくなっていたのに、翌朝兄に起こされて驚いた。

　未雲の部屋の格こう子し戸どに、赤い南なん天てんの目をつけた雪うさぎが置かれていたのだ。まるで未雲を励はげますように、部屋の方を向いて。

　こんなことができるのは、家を囲う塀へいを軽々飛び越せる伐叉羅だけ──。




　約束を破ったのは未雲なのに、伐叉羅は、破られた約束を守りに来てくれた。

　思えばあのころから、伐叉羅は未雲に特別に優しかった。

「わかりました兄上！　わたしに、愛想を尽かさない伐叉羅が奇き特とくなんですよ！」

「ばかもの」

　こつんと額を軽く小こ突づかれた。

「いたっ」と額に手をやると、兄はものすごく無気力に「痛いの痛いの、とんでけ～」とやってくれたが、効きやしない。

「……あのな。おまえはそうやって、いつまで伐叉羅に甘えている気だ。見て見ぬふりをして軽んじていると、あいつは傷つきすぎて戻ってこなくなるぞ……？」

「軽んじるって……わたしは伐叉羅を尊敬しています。ずっと一緒にいたいと思ってます。ちゃんと、あ……愛し合ってますから、大丈夫なんですっ！　兄上は味方をしてくれるのでしょう？　あまり変な勘かんぐりしないでください。ねっ？」

　なんだか「変われ」とせっつかれているみたいで、いやで。

　とにかくこの話題を終わらせようと、未雲は勢いよく立ち上がる。

「兄上、わたしお腹なかがすきました！　ここは兄上のおごりで鰻うなぎの蒲かば焼やきでも──」

　ふいに視線の先に飛び込んできた意外な光景に、未雲は言葉を切った。




　山車の見えるほうへ歩いて行く人々の中に、静生がいる。

　しかも男装をした、楚そ々そとしたたたずまいに妖よう艶えんさを漂わせる女性連れで。

（えぇぇ!?）

　黒髪に烏え帽ぼ子しをのせ、赤い紅べにをさした女性は水すい干かんを着ている。

（あれって白しら拍びよう子し……？　サギ男とどういう関係!?）

　白拍子は静生の後ろを寄り添うように歩き、そして彼女が人に阻はばまれて遅おくれると、静生は止まって追いつくまで待っている。

　間違いなく逢あい引びきだ。

（サギ男の弱み、握ったり！）

　快感に酔よいしれた未雲は興こう奮ふんしすぎたのか、なんだか息苦しさを感じた。

　胸を押さえて呼吸を整えると、兄が不ふ審しんそうに顔を上げる。

「どうした？」

「兄上っ、あそこに……鷺宮様がいるんです。それもなんと、女の人と一緒！」

「ほう……？」

　眼鏡の奥の瞳を光らせ、士狼は天魔帳と筆を構えて立ち上がる。

（なん……だろ、気分が……）

　雑踏に消えていく静生の同伴女性を一瞬だけ視界にとらえた士狼は、「うん？」と首をかしげた。

「……見たことがあるような……どこでだったか。──おい、未雲どうした？」

　真まっ青さおになった未雲は、とうとうその場にしゃがみ込んでいた。

「大丈夫か、未雲。人混みに酔ったのか？」

　跪ひざまずいた兄が背中をさすってくれるが、未雲は首を横に振る。

　この悪お寒かんは人酔いでも、興奮のせいでもない。

「……魔物の気配がします。気分が悪いのは、そのせいです」

「なに？　おまえ──」

「だから、魔物討伐を任まかせてもらえたんですよ……わたし」

　天児交換の儀ぎ式しきは失敗したが、長くその身に魔物を封じてきた壱与と交わった未雲は、魔物が近づくと魔ま障しようを受けやすい。

　念のために袖に忍しのばせてきた、帝から授かった清きよめの懐かい剣けん。

　それを鞘さやから抜き出し握ると、涼風が吹いたように悪寒が晴れた。

「兄上……肩を貸してください。気配の元を捜さなきゃ」

「それはいいが、捜して実際出くわしたらどうする気だ。伐叉羅を呼んだほうがいい。あいつは今、どこにいる？」

「伐叉羅は──」

　ふと脳のう裏りに、あの大量の武器を隠した、裏大路の隠れ家がが浮かぶ。

　いけない、と首を振った未雲は兄の力を借り、なかば意地で立ち上がった。

「都にいくつもある、隠れ家のどこかでしょう。でもわたしは場所を知りません。だから今は気配の元を捜すだけでも……」

　大幣巡行が行われている通りから、ひときわ大きな歓声が上がった。

　毎年注目を集める、一番大きな山車が姿をあらわしたのだ。

　人の波が通りに向かっていっせいに動きだす。

　瞬間、魔物の強い気配がすっと薄れた。

（あれ……？）

　異変を感じた未雲に、誰かの肩が当たった。

　士狼を巻き込み転倒しかけたそのとき──何者かの手が、二人をとっさに支える。

「大丈夫かい？　姫様」

　顔を上げると、信じがたいほど鮮やかな桃色の髪の青年が、片方の目を瞑つぶっていた。そして士狼を支えたのは、若葉のような緑の髪の少年だ。

　鬼の特とく徴ちようである、金色の瞳を持つ美々しい二人には見覚えがある。

「あなたたち──朱天童子の、伐叉羅の仲間でしょ。どうしてここに？」

　人形のように無表情の緑髪の少年は、大路に並ぶ店の屋根を指さした。

「上から、お姐ねえさんをつけてました。護ご衛えいのつもりです」

「護衛!?　どうしてそんなこと……伐叉羅は知ってるの？」

　知っていたら絶対に止めたはずだ。

　こんな人が多い場所に、変装もせずに鬼が姿をあらわせばどうなるか──

「うわぁっ、こ……ここに鬼がいるぞ！」

　周囲にいた見物客たちは、次々に悲ひ鳴めいと怒ど声せいを上げはじめた。

（どうしよう、こんなに人が多いんじゃ……！）

　この人たちは、人を傷つけたりしない。

　そう話して、興奮した人々の耳に届くだろうか。

　それどころか、へたをすれば暴動になる気がする。

　──最悪の展開だけは避さけなければ。

　近くに路地に入る道を見つけた未雲は、二人の背をそちらに押した。

「向こうに行こう。話はそれから──」

　だが少年は逆に、未雲と士狼を庇かばうように立ち、騒ぐ人間を睨み返す。

「いえ、僕はお姐さんが魔物の気配を感じ取る様子を見せたら、どんな状況でもすぐ助けるよう、お館から頼まれてますから」

「えっ」

「お館の許嫁となれば、俺たちのお姫様ってことだからね。ばかな人間どもは憎にくいけど、あんただけは特別さ」

　桃色の髪の青年も未雲の前に出て、甘い笑顔を向けてくる。

「さあ、魔物はどこにいる？　俺はこれから、お館に報しらせに走らなきゃ」

　人を傷つけないという、伐叉羅がしいた朱天童子の掟おきて。

　その掟を守り、二人は罵ば声せいや飛んでくる石を浴あびても耐たえ、未雲の言葉を待っている。

（怒ってたはずなのに。伐叉羅はわたしを守ろうと、この人たちを……）

　未雲が、鬼が傷つく姿になにより傷つくことを知っていて、仲間をよこすなんて。

　それによってあとで未雲が怒ることも、ぜんぶ見通しているはずだ、伐叉羅なら。

（……それでも、守ることを選んでくれたんだね）

　未雲は、突き動かされるように動いた。

「あっち！　魔物の気配はあっちに向かったの。わたしのかわりに追って！」

　無む我が夢む中ちゆうで、自分よりずっと背の高い二人の鬼を、誰もいない路地のほうへ押しやる。

　すると二人の鬼は頷うなずき合い、瞬時に高く跳とんで姿を消した。

　残された未雲のまわりから、怒ど号ごうを上げていた人はだんだんと減へっていく。

　路地を見に行った士狼は、空振りを示すように首をかしげながら戻ってきた。

「……未雲。魔物の気配は、本当にあちらに向かったのか？」

　すっかり平和な祭りの顔を取り戻した通りで、未雲は星空を見上げて言った。

「いえ。途中で薄れて、消えてしまったので……」

「噓をついたのか。あいつらのために」

　そうだけれど、けっして彼らの力を軽んじたわけではない。

　あの悪寒──魔物の気配は本物だった。

「これはわたしと伐叉羅の仕事です。今夜……伐叉羅にも来てもらって、あの魔物の気配の元をちゃんとたしかめます」

　祭り囃子が響く雑踏の中。未雲は無意識に、正せい々せい堂どう々どう伐叉羅を引っ張り出す口こう実じつができたことを喜んでいる自分に、気づけずにいた。
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　祭りの後とは、かくもさびしいものか。

　神しん國こく祭さいはあと二週続くが、大おお幣ぬさ巡じゆん行こうという一大催もよおしが終わった深夜、人通りが絶えた大おお路じはわびしかった。

　多くの人が行き交った通りには、今は餌えさをもとめる野犬がうろつくのみ。あれだけ明るかった提ちよう灯ちんの火は、とっくに消されている。

　そこに未み雲くもは、白しら羽は姫ひめの装しよう束ぞくに朱しゆ漆うるし弓のゆみを背せ負おった格かつ好こうで立っていた。

　一度御ご所しよに戻ったので、今度は兄ではなく紫し峰ほうと奇き焰えん子じが一緒だ。

「──というわけでね、兄上が紫むらさきに、『今度一緒に秋祭りに行きませんか』って」

「おれと？　そりゃかまわないけどさ。でも士し狼ろうサン、男と祭りなんか行って楽しいのかね？　おれだったら美人のオネーサンと回りたいけどな」

　なんちゃって、と照てれて笑う紫峰から、未雲は罪悪感いっぱいの気持ちで目をそらす。

「……男の人だと思ってないからね」

「へっ、おれの正体言ってないの!?　どーりであの人、おれのこと肉食動物の目で見てくると思った！」

「ごめんね紫峰、どうしても言えなくて。……でもできれば、もう少し兄上の夢を壊こわさないでくれると、うれしいんだけど」

　拝おがむように手を合わされ、紫峰は「えー!?」とのけぞる。

「しかたないなあ。ま、まあおれの女装が完かん璧ぺきすぎるのが悪いんだよね……」

　紫峰っ、と感動する未雲に、張り子の馬に跨またがった奇焰子は呆あきれて半はん眼がんになる。

「どいつもこいつもマヌケばっかだな、人間てのは。……にしても伐ば叉さ羅ら、遅おそくねーか？」

「そーだなあ。ずいぶん前に報しらせたんだけど──あ、来た！」

　屋根伝いに黒い影が三つ、こちらへ近づいて来る。

　体重など感じさせない身のこなしで、大路に降り立ったのは朱しゆ天てん童どう子じの三人だ。

　超人的な運動能力を持つ鬼おにたちの金の瞳ひとみは、闇やみの中で猫ねこのように光っている。

（ど、どーしよ、もう来ちゃった……）

　待っているあいだ、四日ぶりに会う伐叉羅に何を言えばいいかと、ずっと考えていた。

　だが、こちらへやってくる彼に笑顔がないのを見たとたん、逃にげ出したくなる。

「こ……こんばんは」

「……ああ」

　他人行儀な挨あい拶さつをする二人に、まわりのほうが動どう揺ようする。

「遅かったね、お館やかた。どーしたの？」

「あの路地から先の、奴やつらが逃げ込みそうな場所を探していた。……収しゆう穫かくはないが」

「ごめんっ、わたしが悪いの！」

　たまらず未雲は頭を下げた。

　いくら彼らを逃がしたかったとはいえ、せっかく助けに来てくれた二人に無む駄だ足あしを踏ふませてしまったことに変わりはない。

「でも魔物の気配がしたのは噓うそじゃないよ。ここで強く感じたの」

「特に、何かを欲して騒さわぎを起こしたんじゃないんだろう？」

「それはそうだけど。これから何かするつもりなら、未然に防ふせぐのもわたしたちの仕事……だよね？」

　日々見回りをしているのも、そのためだ。

　しばし黙もつ考こうした伐叉羅は、連れの鬼二人をそばに呼んだ。

「故ゆえ、縁えにし。……悪いが大路を中心に探し直しだ。もう少し付き合ってくれ」

　二人の鬼は「了解」「はいよ」と同時に言った。

　そのまま歩きだす伐叉羅の背中を見上げ、緑髪の故は、ふと小首をかしげる。

「お館、お姐ねえさんを置いていくのですか？」

「野や暮ぼだねえ故、痴ち話わげんか中なのさ。さあ姫も気にしないで一緒においで」

　縁がにっこりと手をさしのべるのを、伐叉羅はちらりと振り返って気にしている。

　嫉しつ妬と──という言葉が頭に浮かんだ未雲は腑ふに落ちないものの、彼の手を取る代わりに奇焰子の頭に触ふれた。

「ありがとう縁さん。わたしたちも行こう、奇焰子」

「仕方ねーな。ま、未雲には恩おんがあるからな！」

　子どもが相手では仕方ないと思ったのか、少し残念そうに縁は手を引っ込める。

（みんなが一緒で心強いけど……）

　これでは伐叉羅と仲直りは無理かもしれない。

　遠くなる広い背中を見て落ち込んでいると、紫峰が「あのー！」と声を上げた。

「提案なんだけどさ、ここは二ふた手てに分かれたほうがよくない？　おれと縁と故は、奇焰子を連れて向こうに行くよ。奇焰子っ、同族が近くにいたらわかるだろ、おまえ」

「……そりゃわかっけど、誰がおめーらザコに協力するっつった？　ボクは未雲と」

「はいはーい決まり！　行こう三人ともっ」

　有う無むを言わさず奇焰子を抱かかえた紫峰は、もう一方の手で仲間をぐいぐい押していく。──伐叉羅の進行方向と反対側に向かって。

「お館は未雲ちゃんとあっちを捜して！　明け方までに収穫がなければ、ここに戻るってことで。じゃーねー！」

「おい、紫峰──」

　あっという間に、四人は大路の先の暗くら闇やみに溶とけ込んで見えなくなった。

（し、紫峰……！　ありがたいけど、あからさますぎるよ……！）

　たしかにこうなることを望んでいたけれど。

　恥はずかしさで顔が上げられない未雲を振り返り、伐叉羅はほんの少し笑った。

「……じゃ、二人で捜すか」

「えっ、いいの……？」

　大人おとなびた微笑ほほえみを返され、未雲の胸の鼓こ動どうは大きく波打った。




　大幣巡行が通った通りに出た二人は、微妙な距離を保たもち、歩く。

　背の高い彼は未雲の歩ほ幅はばに配はい慮りよして、ゆっくりと歩いてくれているが、この距離がなんだかもどかしい。

「……わたし、怒おこってるんだよ」

　思い切って言うと、伐叉羅は半眼になって振り向いた。

「俺だって怒ってるよ」

「わたしのが怒ってるっ。故くんと縁さんを、あんなに人が多い場所に来させたりして。そりゃ、心配してくれたのはうれしいけどさ……」

「…………」

　伐叉羅は未雲のそばに戻ってきて、ぽんと頭に手を乗せた。

「悪かった。嫉妬で姿をくらますなんて、俺も大人げなかったよ」

「なっ」

「フリじゃないぞ。俺は本当に嫉妬したんだ、飛ひ天てんに」

　いつの間にかさりげなく頰ほおに触れられていて、恥ずかしさから目を見られない。

（こ……これはあくまで、たった一人の幼おさななじみで、親友としての気持ち！）

　彼が自分を女として見ているだなんて、ありえないものはありえない。

　だが兄のいらない助言を参考にするならば、こうして好意を素直に表現してくれる彼を軽んじていないことだけはわかってもらわねば。

「ありがとう、伐叉羅っ。わたしも伐叉羅と同じ気持ちだからね」

「同じ？」

　難解な問いかけを受けたように、伐叉羅は眉まゆをひねる。

（うっ……マズかったかな）

　自分の言葉にすることから逃げた、ずるい言い方だった。

　けれど伐叉羅をどんなふうに好きか、気持ちを言葉にするのは想像以上に難しいし、何より恥ずかしいのだ。──たぶん、人前で舞まいを披ひ露ろうする以上に。

（裸はだかを見せるみたいで、とてもわたしには……）

「同じじゃないだろ、俺と未雲は」

「え？」

　すっと離れた伐叉羅は、とてもさびしげな笑顔を浮かべた。

「未雲は白羽姫の役目を全まつとうしようと、責任感でやっていることかもしれないが……俺は、このままごとみたいな『夫婦同然の許嫁いいなずけのフリ』が未雲とできて、うれしいんだ。そばにいても離れていても、手の届かない存在だった未雲と、フリでも夫婦になれたんだからな」

「────」

　哀かなしい笑顔に、胸の奥がきゅうっと縮ちぢまる。

　甘い疼うずきと、しびれたようなこの感じ。

（なに、これ……）

　どきどきと高鳴る胸にとまどう未雲の頰を、伐叉羅は突然ぶにっと摑つかんだ。

「なにふんの!?」

「俺の女の好み、いい加減わかっただろ」

「ほれより、はらしてっ」

「何言ってるかわからないんだよ。……じゃもう俺が言うからな。俺の女の好みはな、未雲だよ。というか未雲に惚ほれてるんだよ、本気で」

　真剣な金の瞳が殻からに逃げ込もうとする未雲を捕とらえて隠かくれさせてくれない。

「えぇ────!?」

　彼ほど優しくて美しくて強くて、士狼曰いわく「甲か斐い性しようのある」最高の男が、なぜよりによって自分みたいな面倒くさい、こじれた幼なじみを選ぶのだ。

　こんなふうに、うろたえたり恥はじをかくのは自分じゃなくなるみたいで怖こわい。

　もてないことを自じ虐ぎやく的てきに笑って紫峰に話したり、そんな自分でよかったのに。

（うれしくないわけじゃないけど……ないけど……でも！）

　困惑している未雲を見て、伐叉羅は苦笑いを浮かべる。

「わかっていないんだろうとは思っていたが、そこまで驚おどろくか？」

「伐叉羅……あの……」

「知っててもらいたかっただけだ、無理に何か言うことはないさ。──ただ告白したことを、忘れたふりだけはしないでくれ。俺が今望んでいるのはそれだけだ」

　必死に意味を理解してのみ込み、頷くと、伐叉羅は「よし」とすっきりした顔で言う。

「じゃあ魔物捜しに集中するか。舞の稽古もあるし、しばらくこの話はやめよう」

「……ありがとう、伐叉羅」

　今は優しさに甘えさせてもらおう。

　まだ混乱していて、ちゃんと考えられそうにない。

　けれど仕事はしっかりしなくては。両手で頰をぺちぺちと叩いて気持ちを切り替え、未雲は通りの先を指さした。

「あのときね、ちょうど大幣巡行が通りを進んでたの。魔物の気配が遠ざかったのはたしか、一番大きな山だ車しが来て、人が一気に動いたとき。もしあの人混みに魔物が潜ひそんでいたとしたら、流れに逆らってわたしから遠ざかるのは難しいと思うんだ」

「そうか……」

　顎あごに手を当てた伐叉羅は、山車の奉ほう納のう先へ続く通りに、じっと目を凝こらす。

「人の流れにまぎれて、あの通りへ抜ぬけたと考えるほうが自然だな」

「うん。山車の進路をたどっていけば、どこかに気配が残ってるかも」

「形けい跡せきさえあれば追いかけられるか？」

「やってみる！」

　大路を離れるとさらに闇は濃こくなり、未雲は用意していた提灯に火を灯ともした。

　慎重に魔物の気配を求めて歩いていると、ふと伐叉羅が言う。

「そういえば俺、前に女の好みを当てたらなんでも話すって、約束したよな」

「ん？　でもさっきのはわたしが当てたんじゃないから、無効でしょ？」

「いや、驚かせた詫わびだ。なんでも聞いてくれ」

「うーん、じゃあ……」

　──裏大路の、隠れ家がの刀をいつ処分するの？

（ずっと気になっているけど……やっぱりだめ、聞くのはよそう）

　他の質問を考えていると、伐叉羅は小さく笑った。

「あの刀のことが気になっているんだろう？」

　立ち止まった未雲を、伐叉羅も明かりの途切れたところで振り返る。

「あれを収集していたのは銀ぎん泥でい丸まるという男だ。……俺が五年前に、あの町を出てから世話になった鬼だ」

「朱天童子になる前の、頭とう領りようだった人だよね」

「そうだ。……あの町を出ても、俺には行く当てもなかった。だが銀泥丸って鬼のところに行けば、飢うえ死にすることはないと聞いて、そいつの根ね城じろに向かったんだ」




　朱天童子の前身にあたる鬼の集団、茨いばら己き童どう子じ。

　頭領の銀泥丸は、雪のように輝かがやく白はく髪はつと金の目を持つ鬼だった。

　その姿があまりに人間離れして美しいせいで、彼は年とし端はも行かない頃から虐ぎやく待たいされ、人に強い憎にくしみを抱いだくようになった。

　恐ろしく強く、性格は残ざん虐ぎやく。

　自分についてくる者を先せん導どうし、力を頼たよりに人と敵対する。

　血ち塗ぬられた道を突き進む銀泥丸は、命令に従わない者は仲間でも殺す。




　そこまで話した伐叉羅は、真剣に聞き入る未雲を前に、恥じ入るように睫まつ毛げを伏ふせる。

「茨己童子の食いぶちは犯罪だ。押し込み、追いはぎに誘ゆう拐かいもした。銀泥丸自身がそうだったが、人間を傷つけることで自分たちの命をつないでたようなもんだ」

「伐叉羅も……やったの？」

「……あぁ、俺も生きるために加か担たんしてきた。汚きたないことだとわかっていながらな」

「────」

「隠れ家の刀は、そのとき集めたものだ。このあいだ話さなくて悪かったな」

　それが空白の五年間を埋うめる、過去のかけら。

　だが伐叉羅がそんなことをしていたとは、にわかには信じられない。

　からからに喉のどが渇かわいた状態で、未雲はやっと声を絞しぼり出す。

「それじゃ、伐叉羅は朱天童子をどうやって作ったの？　それに銀泥丸って人は、今どうしてるの？」

「もうこの世にはいない。死んだんだ」

　死んだ──。

　ほっとしたような気持ちと、なぜ死んだのだろうという疑問が混ざり合う。

　胸にざわざわした違い和わ感かんが生まれたとき、通りに生なま暖あたたかい風が吹いた。

「…………？」

　不気味な風に首筋を撫なでられると、とたんに胃いがひっくり返るような、おぞましい感覚が未雲を襲おそう。

（来た……近くにいる！　でも、声が出ない……っ）

　地に頽くずおれた未雲は、振り向いた伐叉羅が険けわしい顔になるのが見えた。

「未雲！」

　とても強い力を感じる。

　この気配の主ぬしは、これまで相手をしてきた魔物とは比べものにならない。

　そして夕刻、あの祭りの雑ざつ踏とうで感じた気配とは違う──。

　清きよめの懐かい剣けんを握にぎると、わずかだが悪お寒かんが去った。

　太た刀ちの鯉こい口ぐちを切った伐叉羅は、しんと静まりかえった周囲を警けい戒かいする。

　建物の陰、狭い路地。

　闇が濃くなったところに目を凝らす伐叉羅をあざ笑うかのように、その気配の主は二人の頭上にあらわれた。

「……あそこだ！」

　瓦かわらの軋きしむ音がして見上げると、屋根の上に、月を背にくっきりと浮かび上がる人影が立っている。

　伐叉羅に引っ張られて立つと、その影もこちらが気づいたことを認みとめたようだ。

　影は突然、屋根の上を駆かけだした。

「追うぞ！」

　伐叉羅は叫さけぶなり未雲の体を抱え、一気に屋根の上へと跳ちよう躍やくした。

　──その様子を、路地から見上げている人物がいるとも知らずに。




　建物の陰に潜んでいた男は、未雲と伐叉羅が去ったあとの通りに姿をあらわす。

　そして二人の会話を聞いているあいだ、きつく結んでいたくちびるをようやくほどく。

「やはり、貴き様さまだったか……極ごく悪あく非ひ道どうの鬼め……!!」

　震ふるえる声の主──それは、怒いかりの形ぎよう相そうをした鷺宮さぎのみや静しず生おだった。
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　魔物が人ひと形がたをとるのは、人間の世界にまぎれるためだ。

　奇焰子との対決からこちら、それはめずらしくないのだとわかった。

　だが人に似せているのは外見だけ。その力は人ならざる者──魔ま縁えんの者のそれで、移動速度も尋じん常じようではない。

「伐叉羅大丈夫？　がんばって！」

「悪いな、丁てい寧ねいに扱あつかえなくて……！」

　それは、荷物のように担かつがれ揺ゆさぶられ続ける、未雲の耐たい久きゆう競争でもあった。

　伐叉羅の超人的な脚力で追いかけても、一定の距離までしか追つい随ずいを許さない魔物は、伐叉羅が離れすぎると、見失われるのを避けるように立ち止まり、また追いつかれそうになると逃げる。

　まるでどこかへ誘導しているかのようだ。

　屋根から屋根へ、時には通りへ下りて疾しつ走そうし、伐叉羅の胸に汗あせが滲にじむほど駆けたときには、いつしか二人は都みやこの外はずれまで来ていた。

（あれ？　ここは──）

　眼下に広がる、人が住む気配のまったくない、うらぶれた町並みには覚えがある。

　──裏大路だ。

　逃げた影は、とある建物の屋根の上でぴたりと止まった。

　その二に軒けん手前で伐叉羅も止まって、驚きよう嘆たんした声を漏もらす。

「あそこは……」

　まだこのあたりの土地勘に疎うとい未雲は、言われて気づいた。

　今、影が立っているのは、朱天童子の隠れ家の上だ。

　伐叉羅が未雲を下ろすと、月を背にした影がゆっくりと振り返る。

　生暖かい風が吹き、膝まで届くざんばらの白髪が夜空に躍おどった。

　その白い顔には、貴き石せきのように輝く金の瞳が妖あやしく冷たく光っている。

「お、鬼!?」

「────」

　伐叉羅はその白髪の鬼に、驚きよう愕がくの目を見開いたまま動かない。

　袖そでも裾すそもぼろぼろに裂さけた直ひた垂たれ姿すがた。赤黒く濡ぬれて汚よごれた足。

　この世のおぞましい光景をすべて眺ながめてきた──全身からそんな荒こう廃はいした気配を漂ただよわせる、荒すさんだ目つきにこけた頰。そして血を舐なめたように赤いくちびるが、痛ましい美び貌ぼうを際きわ立だたせている。

「銀泥丸……」

　呻うめくような声に、未雲が「えっ」と顔を上げると、伐叉羅は抜刀し身み構がまえた。

　そいつは狂きよう気きを滲ませた笑みを浮かべ、瓦を踏み砕きながらこちらへ向かってくる。

　圧倒的な力の接近に、声にならない恐怖が全身を突き抜けた。

　だが銀泥丸を凝ぎよう視しした伐叉羅の、太刀を握る手がわずかに震えているのを見た瞬間、未雲は奮ふるい立つ。

　一軒隣の屋根に迫せまった銀泥丸に、未雲は清めの懐剣を向けた。

「止まって！　──あなたは本当に銀泥丸なの？」

「……未雲やめろ、俺の後ろにいるんだ」

　薄ら笑いを浮かべる銀泥丸を睨にらみ、伐叉羅は未雲の前に出る。

　しかし、もう一方の手で手首を摑み隠そうとはしているが、太刀の先は震えたままだ。

　ただ盾たてになるだけだとしても、今こそ伐叉羅を守らなくては。

　その一心で、必死に前につき出した清めの懐剣がふいに淡あわく光りだす。

「え、なに……!?」

　しらじらと光に溶けた懐剣は、未雲の手の中で新たな形に形成される。

　細く繊せん細さいな[image: ]やがら、尖とがった鏃やじりは金こん銅どう。水すい晶しようの矢や筈はずと切きり符ふの矢羽──

　儀ぎ仗じようの矢らしく、金きん粉ぷんの蒔まきぼかしが入った黒くろ漆うるし塗ぬりの矢を、未雲はいつの間にか握りしめていた。

「……破は魔ま矢や、か？」

　伐叉羅も目を丸くしているが、不思議がっている暇ひまはなかった。

　迫る銀泥丸に向かい、弓を構えた未雲は出現した矢をつがえる。

「それ以上来たら、射いる！」

　だが銀泥丸は答えず、荒んだ目つきのまま二人がいる屋根へ渡ってきた。

　猶ゆう予よはない。目を細めた未雲は弓を引き絞る。
















「来ないでって──言ってるでしょ！」

「未雲！」

　伐叉羅に手を引かれ、未雲は後ろへ追いやられた。

　低い体勢で屋根を疾しつ走そうした伐叉羅は、銀泥丸にかかっていく。

　だが伐叉羅の太刀が、その額ひたいを斬きりつける寸前──銀泥丸の姿は消えた。

「……っ!?」

　屋根の縁に立って見渡しても、月光の明かりで見える範はん囲いには銀泥丸の姿はない。

　伐叉羅の後ろで構えていた弓をさげると、矢は元の懐剣の姿に戻った。

　不思議の連続に、未雲は呆ぼう然ぜんとする。

「未雲、こっちだ！」

　伐叉羅に左腕一本で抱えられ、二人は裏大路へと下りる。

「どこだ、銀泥丸！」

　太刀を手に血ち眼まなこになる伐叉羅のあとを走りながら、未雲は訊きいた。

「伐叉羅、あれは本当に銀泥丸だったの？」

「いや……。どういうわけか銀泥丸の姿をしていたが、本物のわけはない。おそらく未雲が感じたとおり、あれは魔物だ」

　そう言って足を止めた伐叉羅は未雲を振り返る。

「死んだ者は生き返らない。あいつは二年前に、たしかにここで死んだんだからな」

「ここで？」

　二人が立っているのは、前回ここへ来たときに静生を見かけた、石せき碑ひのある更さら地ちの前だ。

　だが伐叉羅の口ぶりは、まるで死の光景を見ていたかのようで──

「ここで死んだって、どうして？」

「俺が殺した」

　言葉を失った未雲の目をまっすぐ見つめた伐叉羅は、やがてあの刀が大量に隠された建物に視線を移す。

「……二年前、銀泥丸は身みの代しろ金きんを取るために、裕ゆう福ふくな家の娘を拐かどわかして、そこの隠れ家に閉じ込めていた。だが金と引き替えに解放するという約束を、銀泥丸が守るつもりがないことはわかっていた。だから俺は娘を逃がしたんだ」

「助けたんだね！」

「そのつもりだった。……銀泥丸の命令とはいえ、自分のしていることをずっと疑問に思っていたが、もう耐えられなかった。そのときが限界で、いつものように心を殺せはしなかったんだ」

　そう言って、伐叉羅は目を伏せる。

「だが甘かった。すぐに銀泥丸が気づいて娘を追いかけていったんだ。俺も急いであとを追ったが、娘はここで銀泥丸につかまって……殺された。無残にな」

「……じゃあ、そこにある石碑はもしかして」

「娘の両親が建てさせたものだ。裏大路の連中も銀泥丸には辟へき易えきしていたから、あいつを死に追いやった娘を祀まつるここだけは、荒らさないのさ」

　ではあんな夜中に、石碑を訪ねていた静生はその娘の身内なのかもしれない。

　未雲自身は彼の身内に不幸があったとは聞いたことはないが、兄ならば何か知っているだろうか。

　当時の光景を思い出したのか、伐叉羅はぐっと拳こぶしを握る。

「あのとき、悲ひ鳴めいも上げずに事切れた娘の亡なき骸がらを踏みつけて、銀泥丸は笑っていた。……それを見ていた俺の頭には、未雲の怒り顔が思い浮かんで、何を迷うことがあると思えた。だから決意したんだ、こいつを倒そうと」

　拳を開いた伐叉羅は、そこに血の跡あとでも残っているかのようにじっと見つめた。

　そしてとても小さな声で告白した。

　──だからこの手で殺あやめた、と。

「それから俺は、残った茨己童子の連中に、人を傷つけず対等に生きる道を探そうと説得した。同意してくれた紫峰たちと決起して、銀泥丸に心しん酔すいしてた奴らと争って、勝った。それで朱天童子を結成したんだ」

「そう……だったの」

　一瞬でも、伐叉羅を怖いと思ったことが恥ずかしい。

　未雲だってさっき、伐叉羅を守るために銀泥丸を射貫こうとした。

　伐叉羅を守るための覚かく悟ごを決めているから、後こう悔かいすることなんて考えなかった。

　きっとそのときの伐叉羅にも、あったのだ。

　自みずからが傷つくとしても、戦おうと決意させた守るべき心が。

「だが俺たちがいくら望もうと、耶や眞ま土との奴らは、俺たちと対等になることを望まないんだよな」

「え……？」

「頭領になってわかった。俺たちが生き抜く手段は、人から奪うばうこと以外にはやっぱり耶眞土にはなかったんだ。……だから外国の連中と付き合いはじめた。連中は俺たちみたいな姿の人間が世界には大勢いるって知っているから、対等に接してくれるしな」

「あ……それは聞いたことがある。青や緑の目をした人や、伐叉羅みたいに赤い髪の人もいるって。──そうだ、もし耶眞土がもっと大々的に外国と交流をすれば、鬼の認識も変わるかも……！」

「どうかな。耶眞土の人間は、生き神の守護下に置かれている限り、外の世界のことなんて知ろうともしないだろう。……それに他の人間と生きることは俺にとって重要じゃない。未雲は怒るかもしれないが、俺は究極、未雲と仲間とさえ生きられればいいんだ」

　未雲はぱちくりと目を瞬しばたたかせた。

「……わたしと、生きる？」

「ああ。だがそうやって生きるには暗くらがりにいてはいけないから、耶眞土を守る。俺が耶眞土なんかのために戦い続けようと思えるのは、その目標があるからだ」

「────」

　言葉を失う未雲に、伐叉羅はふっと微笑む。

「仲間のこともある。……鬼の女は少ないんだ。もしあいつらがこの先誰だれかと生きたいと思ったときに、自分がどうしようもない暗がりにいて、相手に手が届かないと痛感したら、きっとあいつらのうちの誰かが第二の銀泥丸になる。拒絶されて、認められないってことはそういうことだ。……もしかしたらそれは、俺かもしれないしな」

「何言ってんの。そんなバカなことあるわけないでしょ！」

　なぜ、わざわざ不安を煽あおるようなことを言うのだ。

　伐叉羅を睨み上げたが、彼は「怒るなよ」と茶化し、憂うれいの笑みを浮かべる。

「俺だってそうはなりたくはない。仲間をそうさせるのも絶対に阻そ止ししたいと思ってるさ」

「だったら阻止すればいいよ。伐叉羅だって大丈夫に決まってる。あんたにはわたしがいるじゃないっ」

　両手を握ると、伐叉羅は一瞬、暗闇で光を見つけた──そんな顔をした。

　しかしすぐにまた瞳に影を落とし、笑いながら首を振る。

「悪かった、忘れてくれ。もうこんな情なさけない話はしない」

「……情けない、なんて」

「今日は帰ろう、未雲。これ以上ここにいても銀泥丸は戻ってこないだろうし、紫峰たちにもこれ以上無駄足を踏ませるわけにはいかない」

　片膝をついた伐叉羅が、「ほら」と両手をあけて待っている。

　その態度に、未雲はなんだか言い様のない悔くやしさを感じた。




　大路に向かいながら、伐叉羅の腕の中で未雲は考える。

　自分を苦しめる耶眞土への憎しみを持ち続けたまま、耶眞土のために戦う。

　心の振れようによっては、銀泥丸のように暗黒に堕おちても不思議ではない。

　伐叉羅がやっていることは本当にそれと紙かみ一ひと重えなのだ。

　あなたはそうならないと、完全にこちら側に引っ張りたいのに。さっきの伐叉羅の態度は、自分自身を疑うたがっているようだった。

（わたしがいるのに、どうして……）

　さっきは、そう伝えたつもりだった。

（わたしだって、伐叉羅と生きたいから白羽姫になったんだもの。……伐叉羅の気持ちと「同じ」だよ）

　けれど伐叉羅は違うと言う。

（もしかしてわたしに拒絶されていると思って、伐叉羅は自分を信じられないの……!?）

　それに気づいたとき、ずしん、と重いものが肩から背にのしかかる。

　隠れ家の刀を処分せずにいるのも、自分が銀泥丸にならないと信じ切れないから。

　いつか、自分たちが耶眞土の人間を敵と見なすときが来るかもしれない──そんな疑心を、伐叉羅は抱いているのでは。

（わたしが「同じ」じゃないから──）

　気づいてしまった未雲の胸は、心細く震えた。
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　もやもやが残る夜が明け、翌日は舞まいの稽けい古こは休みだと報しらせが来た。

（ここで待つようにって言われたけど……今日はなんなんだろう）

　未み雲くもが一人、広間でぽつんと座すわっていると、広ひろ蓋ぶたを持った女によ官かん長ちようを先頭に、神じん祇ぎ官かんたちが厳おごそかな足取りで入ってくる。

「白しら羽は姫ひめ様、本日は『千ち代よの舞』の衣装合わせを行っていただきます。ご説明差し上げたあとに女官を来させますので、衣装をお召めしになってくださいませ。……さ、皆様」

　女によ官かん長ちように促うながされ、神祇官たちは掲かかげ持っていた三さん方ぽうを未み雲くもの前に並べた。

　そこには見覚えのあるものが載せられている。

　朱しゆ鞘ざやに収められた剣、不思議な文字が刻きざまれた鏡、そして翡ひ翠すいの勾まが玉たま──。

「明みよう神じん帝ていが天てん道どうよりお持ちになった道具、三種の神じん器ぎでございます。白羽姫様も、天あま児がつ交こう換かんの儀ぎ式しきで一度はご覧らんになったかと思いますが、舞の本番ではこれを身につけていただきます」

「え、これを？」

　どうやって──と思ったが、勾玉は銀の糸を通して首くび飾かざりになっているし、鏡にも細い紐ひもがついている。

　剣は、腰こしに帯びればいいのだろうけれど。

「もし、落っことして壊こわしたらどうするんです!?　わたし弁べん償しようなんて」

「大丈夫でチュよ、白羽姫」

　どこからか飛ひ天てんの声がした。

　見ると部屋の隅すみに毛並みのいい白しろ鼠ねずみがいて、前足を可か愛わいくすり合わせている。

（天てんさん!?）

　ちょろっと走り出てきた鼠に、神祇官たちはいっせいにひれ伏ふした。

「言葉を話す鼠とは──もしや、帝みかどの神しん使し様!?」

「そのとおりでチュ！　神器のことは私から白羽姫に説明するので、君たちは下がっていいでチュよ」

「は、はいっ。さあ女官長も早く！」

　彼らが退散して未雲だけになると、偉そうにふんぞり返っていた白鼠はあっという間に人間の──妖あやしくも美しい青年の姿になった。

「ああ、やっと抜ぬけ出せました……」

「天さん、大丈夫？」

　美しい外見にそぐわない伸びをして、飛天は未雲の前にしゃがみ込む。

「舞の稽古には、祈き禱とうの時間にこっそり出てくるのですが、今日は鷺宮さぎのみや長のか官みに見張られていて大変でした。……あ、でも普段は、愛する耶や眞ま土とのためにまじめにお仕事してるんですからね？　壱い与よに恥はじない耶眞土にしていかなければなりませんから」

　なんともいい笑顔を向けてくる飛天に、未雲は面めん食くらう。

　姿形をどれだけ変えても、壱与は千年生きる神の心に今も存在しているのだ。

（なんだかこっちが恥ずかしい……）

　照てれる未雲の前をひょいひょいと歩き、飛天は驚おどろくほど気軽に神剣を取り上げた。

「三種の神器といっても、私にとってはただ術を媒ばい介かいする道具にすぎないんですけどねえ」

　剣をぶらぶらさせる飛天に、未雲はさすがに青ざめる。

「そ、そんな適当な扱あつかいでいいの？」

「あーいいんですいいんです。四十年前、『穴』を封ふうじた儀式のときにも用もちいましたけどね、あのときはかなりの力を注ぎ込みましたが、ほらこのとおり、ひび一つ入っていません」

　刃をかざしてみせてくれた飛天は、「ねっ」とそれを肩に担かつぐ。

「穴」とは、上じよう天てん山ざんに開いた、魔ま縁えんの世界へ通じる穴のことだろうが、やはり飛天の口から出ると、ただの落とし穴程度に聞こえるから恐おそろしい。

「そういうわけですので、心配は無用ですよ未雲殿どの。三種の神器は、象ぞうが踏ふんでも壊こわれませんから」

「ぞう？　ご神像のこと？」

「象は動物です。……典てん竺じくにいる同どう胞ほうに頼たのんで、いつか耶眞土にも連れてきましょうね」

　にっこり微笑ほほえむと、飛天は剣を三方の上に戻した。

「しかし……いくら頑がん丈じようとはいえ、三種の神器は耶眞土の民たみにとっては異界の物質。貴重なものであることはたしかです。ゆえに紛ふん失しつにだけは注意してください。──私からは以上です」

「えっ、それだけ？」

「それだけですよ。それより未雲殿、向こうで女官たちが、あなたを着飾ろうと手ぐすね引いて待っていますので、私は早めに退散しますね」

「え……？」

　拍ひよう子し抜けする未雲の前で、飛天はぽんと白はく煙えんを上げて鼠の姿に戻った。

　そのとたん、部屋の外から興こう奮ふんしきった女官たちの声が響ひびく。

「姫様ーっ、そろそろお話は終わりましたでしょうかー!?　お早くお早くー！」

「なんかすごい興奮してる……!?」

「来たようでチュね。女性が大人数でいると、なぜああも迫力があるのでしょう……。では未雲殿、また稽古のときにっ」

「あ、天さん!?」

　白鼠が逃げだした直後、ぶち破やぶらんばかりの勢いで戸を開いた女官たちが、「姫様ぁ～っ！」と、広間に押し寄せた。




　千代の舞の衣装は、千年前、明神帝が地上に降こう臨りんしたときに纏まとっていた衣ころもを模もしたものだという。

　薄くひらめくやわらかな絹きぬをふんだんに使った、袖そでも裾すそも引きずるほど長い異国風の衣は、襟えりに赤と橙だいだいを重ね、帯も赤で統一されている。

　髪には衣と同色の凌霄花のうぜんかずらの生花を飾り、勾玉の首飾りをつけ、胸に鏡を垂たらす。

　そして金の足あし金がねで剣を吊つり、化け粧しようは紅べにをほんのりと乗せるだけ。

　天から舞まい降りた幻げん想そう的てきな舞姫──それを女官たちは、未雲を土台に長い時間をかけて、よってたかって造り上げた。

　さんざん眺ながめ回して満足すると、彼女たちは「さあさあ！」と次の間へ未雲の背を押す。

「お待たせしました皆様。姫様の晴れ姿っ。どうです、どうです？」

「ちょ、ちょっと待ってお姉さんたち。まだ人前に出る心の準備がっ」

　隣室には士し狼ろうと奇き焰えん子じ、そして戸にもたれ、片かた膝ひざを立てて座る伐ば叉さ羅らが顔を揃そろえていた。

（わっ、伐叉羅もいるの……）

　瞬時に緊張した未雲は、つんのめるように皆の前に出ていく。

　そこへ茶を運んできた女官姿の紫し峰ほうが、はたと立ち止まった。

「……え、姫様？」

　紫峰がそう言うと、それまで思い思いに過ごしていた男たちは動きを止めた。

　全員、口を開いてぽかんと未雲を眺めている。

　まさかの無反応に、未雲はかあっと頰ほおを赤らめた。

「ど、どーせ似合わないよね、わかってます、なんかすみませんっ！」

　光の速さで隣の間に引っ込もうとすると、その手を紫峰が摑つかんで止めた。

「逆ですよ。姫様があんまり可愛いから、みんな、みとれてるんですって」

　未雲が、「へ？」と顔を上げると、優しい目ざしをした紫峰の後ろで奇焰子と士狼がうんうんと頷うなずいていた。

「褒ほめるのは悔くやしいけど似合ってるぞ、未雲！　まさに豚ぶたに真しん珠じゆってやつだな！」

「紫むらさき殿の言うとおりだ。……母上に似てきたのではないか？　父上もご存命ならば喜んだだろう」

　豚に真珠はややカチンときたが、奇焰子なりの褒め言葉なのだろう。

　そして兄に、父親そっくりのまなざしで言われると、なんだか本当に亡なき父に褒めてもらえたようでうれしくなる。

「あ……ありがとう」

　照れて笑う未雲から、士狼はちらりと視線を移す。

　その熱い視線の先には、美しい所作で茶を配る紫峰がいた。

　すすっと彼に近寄った士狼は、「……紫殿」とひっそり囁く。

「へ!?」と驚きつつ、未雲との約束を思い出した紫峰は、にっこり笑った。

「はい？　なんでしょう士狼様」

「いや……先ほどは妹を褒めましたが、紫殿は別格で美しいと、お伝えしたく……」

「え!?　あ、あはは。ありがとうございます。うれしいですわぁ」

「そうですか……！　では妹に伝言を頼んだ件、承知してもらえますか。……秋祭りには、ぜひオレと一緒に行きましょう……！」

　茶の乗った盆を強引に取り上げた士狼は、紫峰の白しら魚うおのような手をしっかと握にぎる。

「ひぃっ」と息をのむ紫峰の背に、ぞわわっと寒気が走るのが目に見えるようだった。
















（ごめん……紫峰！）

　未雲が心を鬼おににして目をそらすと、じろじろと伐叉羅を観察していた奇焰子がふいに言った。

「つーか伐叉羅、おまえは許嫁いいなずけのくせに、未雲になんも言わねーのかよ？」

「ちょ、ちょっと奇焰子！」

　気まずいからやめて！　と止めようとした未雲は、口をつぐんだ。

　伐叉羅は無視しているのではなく、まぶしげに未雲を見つめていたのだから。

（な、何その顔……。せっかく、ゆうべのこと思い出さないようにしてるのにっ）

　忘れたふりはするなと言われたが、伐叉羅を見れば思い出すに決まっている。

　ついには告白されたときの空気まで思い出して、未雲はいたたまれなくなってしまう。

　それにいち早く気づいたのは、士狼にぐいぐいと迫られる紫峰だった。

「伐叉羅様、いくら姫様がきれいだからって、見すぎですよー」

　体ていよく士狼の手をはなした紫峰は、アハハと笑う。士狼は残念そうだが……。

　しかしそれで、伐叉羅はようやく自分がぼうっとしていたことに気づいたらしい。

「……なんだか別人みたいで焦あせったんだよ」

　らしくもなく照れて横を向くと、立て膝に肘ひじをついた手で顔の半分を隠かくしてしまう。

「今日は、ゆうべの魔物のことで呼ばれたと思っていたんだ。まさかこういう趣しゆ旨しで呼ばれたとは──」

「言い訳はいいですって。それで、姫様を見た率そつ直ちよくなご感想は？」

　せかされた伐叉羅は、困こまったように前髪を押さえ、目を隠しながら言った。

「……きれいだ、すごく」

　その言葉を聞いたとたん、切なく、甘いしびれが未雲の体を走る。

（き、きれいってわたしが!?　演技じゃなくて、本当にそう思ってくれてるの……？）

　どきどきと、心臓がうるさく高鳴りだす。

　静まれと命じているのに、止められない。

（どうしよう、どんな顔していいかわかんない！）

「未雲？」

「……っ。な、なに？」

　いつもどおり名を呼ばれただけなのに、顔が勝手に熱くなる。

　二人の醸かもす微妙な空気に、兄はまるで獲え物もののにおいをかぎつけた狼おおかみのように、動いた。

「……おい、二人。ゆうべ、何かあっただろう」

「え？　だから明け方に帰ったときに話したじゃないですか、魔物が出たって」

「おまえはまだ寝ぼけているのか」

「いたっ!?」

　妹にでこぴんを見舞うと、士狼は伐叉羅ににじり寄る。

「で、守備はどうだった……？　一線を越こえるまでは無理としても、接せつ吻ぷんぐらいはしたのだろうな……？」

　金の目を瞬またたかせた伐叉羅は、啞あ然ぜんと立ち尽つくす未雲を見上げて、なるほどと頷く。

「そりゃ許嫁だからな。そのくらいはとっくに──」

「伐叉羅っ！」

　とっさに止めた未雲は、たまらず顔を押さえて伐叉羅に背を向ける。

「──どうした？　未雲」

　原因はあんたでしょーが、と怒おこれたらいいのに。

　もう許嫁のフリをしなくてはとか、合わせなくてはとか、冷静に考えていられない。

「ごめん、わたし──」

　未雲は羽根のように軽い衣の裾を持ち上げ、外に駆け出した。

　後ろで紫峰と奇焰子が、「姫様！」「おい未雲!?」と叫んでくれているが、止まれない。

（絶対変に思われた……！　どうしよう、まともに顔も見られないなんて）

　伐叉羅と一緒にいたい。

　他の誰だれでもなく、伐叉羅と一緒に成し遂とげたいことがある。

（……それだけじゃいけないの？）

　伐叉羅とまったく「同じ」気持ちでなければ、一緒の夢は見られないのだろうか。

　自分みたいなひねくれ者が、恋だ愛だという純じゆん粋すいな響きのものを、彼と「同じ」になれるほど理解できるとはとうてい思えない。

（恋なんて……できないよ、伐叉羅に……）

　魔物討とう伐ばつより、なんて難しい問題を抱かかえてしまったのだろう。
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　走って、走って──未雲はいつの間にか、御ご所しよの外はずれの丸池まで来ていた。

　ここは以前、帝と初の謁えつ見けんを果たすために渡った池だ。

　池の中央に立つ、何本もの太い朱しゆ柱ばしらで支えられた神しん殿でんは、解放された魔物に屋根を破は壊かいされた状態のまま、放置されている。

　飛天もとい、明神帝曰いわく「民から預かった税金を、使用しない建物の補修に回す無む駄だは、避さけるべき」とのこと。

　使用しない。つまり天児に魔物を封じる策を、少なくとも帝はもう考えてはいないということだ。

（だから、魔物討伐に集中してればいいんだよ、わたしたち……）

　一日でも早くすべての魔物を排はいし、耶眞土の人に安心してもらって。

　それで鬼が世に認みとめられるようになったあとで、二人のあいだに恋が成立するか考える。

（……でもそれじゃ遅おそいんだ。伐叉羅は戦う理由で迷い続けることになっちゃう）

　じゃあ、どうすればいいのだ。

　ひぐらしの声が響く夕暮れ。池の縁ふちにしゃがみ込んだ未雲は、水面に向かって思いを吐はき出す。

「恋なんて……恋なんて、聞いてたよりめんどくさいよ、あーっもう！」

　叫さけんだ未雲の背後で「うおっ!?」と男の人の声がした。

　振り返るとそこには、まるきり変人を見る目つきをした静しず生おがのけぞっている。

　未雲は慌あわてて拳こぶしを引っ込め、立ち上がった。

「すみません、今のはなんでもないんです！」

「まったくおかしな娘だ。こんなところで一人で奇声を発するなど……それにその衣装は……」

「さっきまで衣装合わせをしてたんです。よ、汚よごしてないですよ!?　まだ……」

　地面につきそうな裾をたくし上げると、なぜかせつなげに見ていた静生が、ハッとして顔を背そむける。

「馬ば鹿か者もの、女によ人にんが人前で脚を見せるな！　まったく、目め付つけ役やくの兄は何をしているのだ」

「兄上を責めないでください。いいじゃないですか、たまには一人になっても。いくら兄きよう妹だいでも、四し六ろく時じ中ちゆう一緒じゃ息が詰つまりますよ」

　未雲は左腕に裾を持ち替え、右手で平たい小石を拾った。

　そして手首に回転を加え、切るように水面に投げると、石は四度も水面を跳はねて遠くの水中に沈しずむ。

　未雲は「やった！」と静生を振り返った。

「見ました？　小さいころから伐叉羅と競争して遊んでるうちに、うまくなったんです。一時は『水切りのひーちゃん』なんて呼ばれて──」

「巴ともえ未雲。あの赤鬼は、必ずおまえを裏切るぞ」

　ひぐらしの声が、やんだ。

　波は紋もんが広がる水面から目線を上げると、静生の確信めいた表情とぶつかる。

　静かにこみ上げてくる怒いかりを抑えて、未雲は言った。

「ありえません」

「なぜそう断言できる。鬼と我われ々われは見た目も違うし、奴やつらは身体能力も桁けた違ちがいに発達している。それだけで鬼は人の敵だ。おまえは必ず、それを思い知ることになる」

「……いいかげんにしてっ！」

　未雲の手は、音を立てて静生の頰を打った。

　声も上げず、痛みを堪こらえた静生はいまいましげに目を細める。

　未雲はじんじんしびれる手のひらを押さえて、彼を睨にらんだ。

「見た目も身体能力も、伐叉羅の一部にすぎません。……大おお幣ぬさ巡じゆん行こうの日に一緒に歩いていた女の人、前に仰おつしやっていた鷺宮様の恋人なんでしょう？　あの方がもし、性格もすべて無視されて、外見だけで悪く言われたら悔しくないですか。わたしは好きな人を悪く言われたら怒ります。だから、叩たたいたことも謝あやまりません……！」

「ほう……？」

　夕日に頰を照らされた静生は、叩かれた頰に手を当てる。

（どうしよう、神祇官長官を殴なぐっちゃった……！）

　震ふるえが足あし下もとから上がってくる。

　だが負けてなるものかと睨み合ううち、未雲は自分の発言を顧かえりみて気づいた。

　──自分は今、好きな人、と言わなかったか。

　明らかに伐叉羅のことを指して「好きな人」と。

「……っ」

　気づいたとたん肌はだが粟あわ立だち、全身がかっと熱くなる。

（好きな人って！）

　動どう揺ようして勢いをなくした未雲を、静生はさらに追い詰める。

「白しら々じらしい噓うそをつくな、巴未雲。おまえとあの鬼がかりそめの許嫁であることを、知らないとでも思ったか？」

「────」

　なぜ、知っているのだ。

　よろけて一歩後ろに下がると、足が水に浸つかった。

　その感覚に気を取られた未雲はいきなり手を取られ、顎あごをぐいと上うわ向むかさられる。

「調子に乗るな……！　あの鬼がかつて茨いばら己き童どう子じという集団に属ぞくし、どんな悪事を働いてきたか知っているぞ。今もまだ、隠れ家がに大量の刀を所持していることも、私はすべて把は握あくしている。──おまえはなぜ、それを知っていてあの鬼を信じられる？　どこに信じるに足る材料がある？　私には理解できんな」

　静生はその怜れい悧りな顔を、睫まつ毛げが数えられる距離まで近づけて凄すごんだ。

「私が譲じよう歩ほを示すのはこれで最後だ。……あの鬼を捨て天児となり、おまえと明神帝を信じる民を、裏切らずにいられる道を選べ」

「……やだ！」

　迷いのない言葉に、静生はずるりと姿勢を崩くずした。

「な……なんなのだおまえは……言ったはずだぞ、最後の譲歩だと！」

　未雲はべーっと舌したを出し、魔縁に落ちろと、立てた親指を逆さにする。

「それをわたしが受け入れたら、伐叉羅が裏切るって認めたことになるじゃないですか。絶対にありません。わたしは何があっても伐叉羅を信じます。……許嫁ですから」

「まだそんな噓を──」

「噓だなんていつ認めました？　鷺宮様のお話はぜんぶ想像じゃないですか。伐叉羅がたくさんの刀を持っていると仰おつしやいましたけど、そんな証しよう拠こ、どこにあるんです？」

　劣れつ勢せいに転じた静生は、眉み間けんの皺しわをいっそう深くする。

　そうだ。どうやって知ったのかはわからないが、こちらが認めなければ、伐叉羅の過去も刀のことも、真実とする証拠など何もない。

「それに耶眞土の人を裏切るとすれば、わたしたちが負けたときだけです。……負けませんからご心配なく！」

　笑顔で未雲は言い切った。

　睨み合ったのち、先に視線を外した静生は、ふっと口の端はしを上げる。

「おまえが目を覚ますきっかけになればよいと思ったが、忠ちゆう告こくは無駄だったようだ。……だがこれでよかったのだろう、私に心残りはなくなった」

　夏らしい麻を染そめた狩かり衣ぎぬの袖を翻ひるがえし、静生は背を向けて歩きだす。

「覚かく悟ごをしておけ、巴未雲」

「────」

（覚悟しておけって、何かしてくる気？　証拠もないのに……！）

　それに、もしそういうつもりなら、陥おとしいれようとしている相手になぜわざわざ忠告などするのだ。

　考えていると、少し行ったところで静生は足を止めた。

「一つ言い忘れた。……おまえの舞を遠目に見たが、あれはなんだ？」

「へっ？」

「歴代の舞手の中でも、おまえは群を抜いて下へ手たくそだ。三年前に見た、過去最高の『千代の舞』と比べたら、月とスッポン。いや、月とドンガメだ」

「ドンガメ!?」

　最近手て応ごたえを感じていたので、この評価はかなり堪こたえた。

「……まだ完成形じゃないんですっ、これからうまくなるんです！」

　だが聞くに及およばずとばかりに、静生はふんと鼻を鳴ならして行ってしまう。

（そりゃ、歴代の舞手とは比べものにならないんでしょうけど、そっちだって、わたしが素人しろうとだとわかってて採用したんでしょ？　なのにあんな言い方……）

　湿った地面にひたすら「の」の字を書いていると、静生と入れ替わるように、張り子の馬に跨またがった奇焰子がこちらにやってきた。

「あっ、未雲！　やっと見つけた、心配したじゃねーか！」

「奇焰子……。ごめんね、もう戻るから」

　慌てて立ち上がり、草ぞう履りの底で文字を消す。

　するとそばまでやってきた奇焰子は、「ん……？」と、いぶかしげに鼻を動かした。

「におうな」

「えっ」

　まさか自分ではと、顔の前に腕をかざしてかいでみるが、特に変な臭いはしない。

　横で鼻をひくつかせていた奇焰子は、彼が魔物であることを思い出させるような、禍まが々まがしい顔つきになって言った。

「っかしーなァ。同族のにおいが、ちょっとばかししたんだけどな」

「同族って魔縁の？」

　あたりを見渡しても、自分たち以外に人影はないし、気配も感じない。

「わたしは何も感じないけど……」

「ん。……まーここは生き神の結けつ界かいの中だ。監かん視しされてるボク以外、同族が入り込めるはずはねーし、ほんとにビミョーなもんだったから、気のせーだろ！」

　禍々しい表情から一転、奇焰子はにぱっと笑う。

「それより戻ろーぜ。その衣、汚したら大変だって紫峰が真まっ青さおになってたぞ」

「うん……そうだね」

　奇焰子の言う、同族のにおいは気になるが、魔物が近くにいたら未雲も感じるはずだ。

　前に伐叉羅がしたように結界が破られたら、帝から報せがあるだろうし。

（奇焰子の気のせいだよね……？）

　だが、夕暮れを見上げる未雲の胸には、不安の雲が広がりはじめていた。
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　翌日、伐叉羅は二日前に遭そう遇ぐうした魔物について調査した結果を報告してきた。

「あれから仲間に頼んで裏うら大おお路じを調べたが、何も出てこない。あのあたりに潜せん伏ぷくしてる連中に聞いても、銀ぎん泥でい丸まるらしき者を見たって奴もいなかった。俺も未雲もたしかにこの目で見たのに」

　裏大路の地図を広げ、伐叉羅と士狼は腕を組んで考え込む。

「……未雲が弓を射いようとしたら、消えたんだったな」

「ああ。まるで煙けむりのように」

　目の前で取り逃にがしたことを思い出したのか、伐叉羅はいまいましげに板間を拳でつく。

「第一、なぜ銀泥丸の姿をしているんだ。狙ねらいがわからない。……未雲、もう一度思いだしてみてくれ。あいつから何か思考は感じ取れなかったか？」

「…………」

　昨夜は静生の言葉が気になって、よく眠ねむれなかった。

　伐叉羅に言うべきだろうか。

　なぜか静生が、伐叉羅の過去と隠れ家の刀のことを知っていたと。そして彼が自分たちを、陥れようとしている可能性があることを。

（言ったほうがいいよね。伐叉羅に何か仕掛けてくるかもしれないし）

　士狼がいる今は言えないが、見回り中にでも──

「未雲、聞いてるのか？」

「えっ？　……ごめん、なんだっけ？」

　しまった、ぼーっとしすぎていた。

　姿勢を正すと、伐叉羅はしょうがないなと息をつく。

「……思い出してほしいんだよ。祭りで魔物の気配を感じてから、裏大路まで追い詰めて、取り逃がしたときまでに、奴の思考を何か感じなかったか」

「ううん……ごめん、今回は何も……。ただお祭りで感じた魔物の気配と銀泥丸の気配は違ったの。お祭りのときに感じたものより、銀泥丸があらわれたときの感じ方は強きよう烈れつで、今までで一番強かった……それぐらいしかわからない」

「じゃあ、銀泥丸の姿をした奴と、祭りに潜ひそんでいた奴は別ものってことか」

　すると天魔帳を繰くっていた兄が、ふと顔を上げた。

「……そうだ未雲。祭りのとき、鷺宮長官が連れていた女性を覚えているか……？」

「相変わらず唐とう突とつですね。もちろん覚えてますよ。なんというか儚はかなげで色っぽい方でしたよね、白しら拍びよう子しの──」

　言ったとたん、喉のどに小骨が引っかかったような感覚に陥おちいった。

　なぜだろうと考えて、気づく。

（もしかして、サギ男が言ってた舞の名手って、あの人のことじゃない？）

　自分の恋人なら手放しに褒めるに決まっている。

　そんな人と比べられたら、誰だって敵かなうわけがない。

　ほんの少し自尊心を回復できたところで、兄は予想もしなかったことを言いだした。

「あの女性……どこかで見たことがあると思って、ずっと考えていたのだが、ここに記しるしてあった。鷺宮長官のかつての許嫁に似ているのだ」

「似ている？　ご本人ではないのですか？」

「いや……似ているが別人だな。許嫁の名は雪ゆき間まといって、鷺宮長官の親しん戚せき筋すじの娘だ。千代の舞の舞手に抜ばつ擢てきされるほどの名手だったが、十七になった年に亡くなっている。……今から二年前に」

　だから思い出すのに時間がかかったのだと、士狼は天魔帳を繰る。

　そんなに前から静生のことも記録してあるとは、我が兄ながら、情報の守備範囲の広さに感心する。

　だがその文面を読み上げた兄の言葉に、伐叉羅は鋭するどく反応した。

「二年前……？　その娘はどうして死んだんだ」

「殺された。……茨己童子という鬼の集団に拐かどわかされて、さびれた町の空き地で死体となって見つかったのだ……」

「────」

　伐叉羅の顔から、みるみる血の気がひいていく。

　表情をなくした彼を見て未雲も察した。

　その人こそ、伐叉羅が逃がし、銀泥丸が殺した娘だと。

（まさか、そんなことって──じゃあ、サギ男が鬼をあれほどまで憎にくむ理由って、許嫁を鬼に殺されたから!?）

　亡くなった娘を祀まつる碑ひの前に、あんなにさびしげにたたずんでいたのは、そのせいか。

　だが亡くなった許嫁とうり二つの女性と連れだって祭りに行く──それは、たとえあの女性が静生の恋人でなくても、過去を思い出してつらくないのだろうか。

　士狼は動揺する二人を順に見て、天魔帳をぱたりと閉じた。

「おまえたちが見た銀泥丸とは、その集団の頭とう領りようなのだろう……？　伐叉羅、おまえと銀泥丸に、どんなつながりがあるかは知らないが……今回の件、鷺宮長官が何か知っているのではないか……？　オレも独自に調べたが、長官があの娘をどこから見つけてきたものか、正体がわからんのだ」

「……。情報、感謝する。士狼」

　そう言って、伐叉羅は心ここにあらずな表情で部屋を出ていく。

　銀泥丸の名を聞いただけで、こんなにも動揺するのか。

「待ってよ、伐叉羅！」

　追いかけたが、すでに伐叉羅の背中は庭の柴しば垣がきを越えた向こうにある。

（もうあんな遠くに……！）

　階きざはしの下には、以前伐叉羅にもらった赤い草履が揃えてあるが、履はくのももどかしい。

　未雲は裸足はだしのまま彼のあとを追った。




　盛りを終えたツツジ庭園で、やっと伐叉羅に追いついた。

　全速力で駆けた未雲は、捕つかまえた、と彼の手を摑む。

「……待ってよ、歩ほ幅はばが全然、違うんだから……っ」

「……悪い」

　伐叉羅はそこでぴたりと止まった。

　彼の顔には、動揺がはっきりとあらわれている。

「大丈夫？　伐叉羅」

「ああ……」

「噓うそだね。ぜんぜん大丈夫じゃないよ、その顔は」

「え」と驚く伐叉羅の手を引き、未雲はツツジの灌かん木ぼくの陰に腰を下ろす。

　そして自分でも無意識のうちに、ここが定位置でしょうと隣の地面を、ぽんぽんと叩いた。

「座ろう？　ここなら落ち着いて話せるよ」

「……敵わないな、未雲には」

　逞たくましい体つきの偉い丈じよう夫ふが、のそのそと隣に膝を抱えて座る。

　頭領の貫かん禄ろくも今はなく、なんだか大きな犬が雨に濡ぬれているみたいだ。

（でっかいくせに、縮ちぢこまった姿はなんだか可愛いな……）

　しげしげと見上げていると、伐叉羅は思い詰めた口ぶりで言った。

「俺がもっと早く、銀泥丸を止めていればよかったんだ。そうしたらあの娘──雪間も死なずにすんだ」

「そんな。伐叉羅は雪間さんを助けようとして、仇かたきまで討うったんでしょう。雪間さんを殺したのは銀泥丸。伐叉羅じゃないんだよ」

「だが一度逃がして、希望を持たせた。……俺がよけいなことをしなければ、死ぬ覚悟を決める時間も取れただろうし、家族や鷺宮に手紙を書き残すこともできたかもしれない。そうすれば殺されても、迷うことなく転生できただろう」

「え？」

　耳を疑うたがう発言に、未雲は伐叉羅の腕を摑む。

「待って、まさかわたしが見た雪間さんにそっくりな女の人を、本物だと思ってるの？　死んだ者は生き返らないって言ったのは伐叉羅だよ？」

「わかっている。……だがこうは考えられないか。雪間はまだ生きていたいと強く望むあまりに魔縁に落ちて、魔物になって戻って来たと」

「そんな……腹が立った相手に『魔縁に落ちろ』とは言うけど……」

　ただの脅おどし文句だ。

　実際に人が魔物の世に落ちて、その世界の住人になったという事例があるのだろうか。

　もしあれば、飛天から教えてもらえそうなものだが、聞いたことがない。

「雪間さんに似た女の人のことは、サギ男にたしかめればすぐわかることだよ。それに」

「もしその仮説が正しければ、銀泥丸も俺への復讐のために魔物になって戻って来たってことだ。──あいつが本物なら、俺は今度こそ殺される」

「殺される、って……」

　伐叉羅は、キッと暗い目を上げて言った。

「未雲は銀泥丸を知らないだろ。……前は銀泥丸が雪間を殺して笑っていた、油断していたところを討うったから勝てたんだ。正面からでは、今の俺でもどうなるかわからない」

「────」

　それほど強いのか、銀泥丸は。

　彼のことを語る伐叉羅の目は、感情が殺されてしまったように「無」になる。

　荒すさんだ目つきにぞくっと背筋を凍こおらせた未雲は、落ち着けと自分に言い聞かせる。

（伐叉羅は銀泥丸に負けない。……わたしが信じなくてどうするの）

　今は少し時間が必要なだけで、いつもの冷静さを取り戻せばきっと、彼は何をどうすべきか的確に判断をするはず。

　だから自分も今、伐叉羅にしてあげられることをしよう。

（まず、元気になってもらわなくちゃ）

　でもどうしたら──。

　じっと伐叉羅を見つめた未雲は、猫ねこのように、にじにじと膝のあいだに割り込んだ。

「お……、おい」

　問題のある体勢にとまどう伐叉羅の頰を、がっしとはさんで未雲は言った。

「こら伐叉羅！　男でしょ、しっかりしなさいっ！」

「たっ!?」

　未雲は伐叉羅の額ひたいにがつんと額をぶつけた。

　そして、いつもならすぐ顔をはなすのに、今日はそうしない。

　額と額を合わせたまま、未雲はとまどい揺ゆれる金の瞳ひとみをのぞき込む。

「わたしは信じるよ。……脈略、なんにもないけど。とにかく伐叉羅のことは、わたしがぜんぶ信じてるから」

　大きく見開いた瞳──ぼんやりしていたそこに、きらめく光が戻る。

　未雲の手をそっと外した伐叉羅は、その手を力強く握った。

「……ありがとう」

「あ、あたりまえじゃないの、そんなこと」

　見つめ合っているのが照れくさくて、未雲は膝のあいだからさっと立ち上がる。

「サギ男と一緒にいた女の人のことはわたしが調べるよ。あの人と話す機会は、わたしのほうが多いし、兄上と奇焰子にも協力してもらうから。ねっ？」

「……わかった。ただ無茶だけはするなよ」

「うん、任まかせといて！」

　銀泥丸のことで頭がいっぱいの伐叉羅に、サギ男のことを話すのは気が引けた。

　だが何か仕掛けられる前に、調べて、暴あばいて、阻そ止ししてやればいいのだ。

「じゃ、わたし一度戻るね。また夜に」

　話すのはまた今度にしよう。

　そう決めて、伐叉羅からはなれようとしたが、彼は手をはなしてくれない。

「どうしたの？　無茶しないから大丈夫だって」

「そうじゃない。……大丈夫じゃないだろ、裸足だ」

　怒ったように言われて、足下を見おろして驚く。本当に裸足だ。

　そういえば慌てていたので、草履を履かずに出てきたのだった。

　夢中だったからか痛みは感じなかったが、土で汚れた足の裏を見て、未雲は滅め入いる。

「あー、やっちゃった。お姉さんたちに怒られる……」

「待ってろ」

「えっ、伐叉羅？」

　目の前から伐叉羅は忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　というか、見える範囲にはすでにいない。

　どうすればいいのだとまごついていると、伐叉羅が小こ径みちを戻ってきた。

「待たせたな」

　未雲の前まで来ると、伐叉羅は片膝を折って跪ひざまずく。

　その手には濡らした手ぬぐいと、赤い草履が握られていた。

「ほら、拭ふくから足を乗せな」

　伐叉羅が指さしているのは自分の腿ももの上だ。

「えっ！　そんな、汚きたないからいいよ。貸してっ、自分でやるから」

「汚いものか。いいから言うこと聞いとけよ、ひーちゃん」

「ちょっ──」

　手を肩に置くよう固定され、それから足首を摑まれてしまっては、もう抵抗できない。

（こんなとこ、誰かに見られたら……）

　外国人と交流しているせいだろうか。伐叉羅は、女性は男性を立てなければいけないという耶眞土の常識を軽々と覆くつがえし、恥じることなく優しさを表現してくる。

「く、くすぐったいんだけど……っ」

「我慢だ、我慢。……それより、裸足に気づかないほど夢中で追いかけてくれたんだな。──ありがとうな」

　その囁ささやきに、返事もできなかった。

（わたし、変だ……）

　見慣れているはずの、陽ひに透ける赤い髪。

　うつむき加減のまなざしを、意味ありげに陰らせる長い睫毛。

　大きな手のひら。

　今、それらに触ふれたらどうなるか、などと考えては打ち消して。

　どきどきと胸が高鳴りっぱなしで苦しい。

　広い肩に置いた手が震えていることに、気づかれませんように……。

　赤い草履を履かせてもらい、伐叉羅を見送ってもなお、その落ち着かない昂たかぶりは、なかなか消えてくれなかった。
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　夜になり、未雲は兄に付き合ってもらい、神祇官が詰める東とう院いんまで行ってみた。

　しかし──

「鷺宮長官ですか？　もう退出されましたよ」

　取り次ぎの若い神祇官にそう言われて、あっけなく出鼻をくじかれた。

（サギ男め……最近は帝の仕事の補佐で、遅くまでいることが多いって聞いてきたのに）

　だがこのまま、なんの収しゆう穫かくもなしでは帰れない。

「すみません、もう一つお聞きしたいんですけど。鷺宮長官に今、お付き合いされている方がいるって、聞いたことあります？」

「は？　あのカタブツの長官にですか？　い、いえ僕が知るかぎりでは、そういう話は聞いたことがありませんよ。我々には仕事のこと以外、ほとんどご自分のことを話さない方ですし」

「そうですか……」

　礼を言って外に出た未雲は、待っていた士狼に「だめでした」と言って肩を落とす。

「結局、本人に聞かなければ意味はないみたいです」

「……どうする。このまま私し邸ていまで行ってみるか……？」

「ありがとうございます兄上。でも今日はこれから見回りもあるし、明日の昼に、もう一度出直すことにします」

　あれから考えてみた。

　銀泥丸のことは少し横に置いて、祭りの夜に大路で魔物の気配を感じたのは、静生とあの白拍子が、目の前を通り過ぎていったあとだった。

　そして丸池の畔ほとりで奇焰子が、かすかに同族の気配を感じ取ったのも、静生が去った直後のこと──。

　静生か彼女かが、魔物と関係している可能性はとても高い。

（明日、サギ男が何を企たくらんでいるかも、聞き出してやるんだから……！）

　東院を離れ、二人は弘こ徽き殿でんに戻った。

　後日、この判断に思い悩むことになろうとは思いもせずに。




　神しん國こく祭さいの最終日、千代の舞の本番まで十日を切った未明。

　これで何日目かの空振りで終わった夜回りから、未雲と伐叉羅は帰館する。

「今日も収穫なしだったかぁ」

「もしかすると、二体とも都みやこから出ていったあとなのかもな。……それはそれで、いつか追いかけなきゃならないが」

　そう言って伐叉羅は、抱だいていた未雲を庭に下ろしてくれた。

　今夜の伐叉羅はとても落ち着いている。

　二人とも意識的に、銀泥丸の名を出さないようにしているからだろうが、自分も少しは役に立てたのだろうか。

　小さなあくびをした未雲は、柴垣の向こうの篝かがり火びに目を止める。

　御所の篝火が勢いを弱め、消えかかっているのは朝が近い証拠だ。

「もうすぐ朝だね……」

「ああ。疲れただろう。俺が帰ったらすぐ眠れよ、未雲」

　伐叉羅は、いたわるように背に手を添そえてくる。

　薄雲に隠れた月の下、すぐには離れず、二人でじっと篝火を見つめた。

　小さくなった火を見ると朝の訪れを感じるのだが、今日はなぜか不安な気持ちになる。

（──なんだか、とてもいやな予感が）

　そのとき、垣根の向こうを守しゆ護ご官かんの一団が駆けていった。

　弘徽殿の表門へ向かったようだが、いったい何ごとなのか。

　垣根に近寄ってみると、庭に守護官がばらばらとなだれ込んでくる。

　彼らは二人を取り囲むと、いっせいに剣先を伐叉羅に向けた。

「ちょっ、なんなのいきなり？」

　わけがわからず取り乱す未雲とは逆に、伐叉羅は冷静に訊きいた。

「どういうことだ」

「朱しゆ天てん童どう子じが頭領、伐叉羅。貴き様さまに盗ぬす人びとの嫌けん疑ぎがかかっている。大人おとなしく来てもらうぞ」

　守護官の一人がそう言って、伐叉羅の首元に刀を突きつける。

　未雲はたまらず前に出た。

「待ってください、話が見えない……いったい何が盗ぬすまれたっていうんですか？」

「盗まれたのは三種の神器ですよ、白羽姫」

「──え？　で、でもどうして伐叉羅が疑われるんです？」

「賊ぞくが侵しん入にゆうしたのは、昨日の夕刻から深夜のあいだ。宝ほう物もつ殿でんの警備は厳重で、扉とびらに異常はなし。唯一侵入が可能だとすれば、梯はし子ごを使わなければ上れない高さの、壁かべに開いた空気取りの半は蔀じとみだけ……。ただの盗ぬす人びとなら御所に侵入するだけでも難しいでしょう。だが鬼なら──御所に出入りを許されたそこの鬼なら、可能だからですよ」

「は……？　それだけで伐叉羅を疑うんですか!?」

　濡れ衣にしても突拍子もない話に、伐叉羅は笑ってしまっている。

　夕刻から深夜といえば、未雲は兄と静生を訪ねていたころだ。

　たしかに見回り前で伐叉羅とは離れていたが、彼が盗みなどするものか。

　ましてや神器など、なぜ伐叉羅が盗まなくてはいけないのだ。

　だが守護官は未雲の怒りを遮しや断だんするように、一枚の紙片を眼がん前ぜんに掲げた。

「これは別べつ当とうからの命令です、白羽姫様」

　そこには伐叉羅を捕らえてよしとする文面と、守護官別当の署名が入り、ご丁寧に印章まで捺おされている。

　ただの脅しではないと悟さとった伐叉羅は、彼らのほうへ進み出る。

「なるほど、大がかりだな。──いいぞ、話を聞きに行こうじゃないか」

「伐叉羅っ！」

　後ろで腕を摑まれてしまって、追いかけていくことができない。

　鉄の鎖くさりを持った守護官に腕を差し出しながら、伐叉羅は振り返る。

「大丈夫だ、未雲。俺なら心配ない」

「……待ってよ、どうなってるの、伐叉羅……っ！」

　弘徽殿の庭から、ぞろぞろと守護官たちが出ていく。

　たった一人の鬼を取り囲んだ、厳げん戒かい態たい勢せいで。

（噓でしょ……）

　異変に気づいた弘徽殿の者たちが、未雲の名を呼び庭へ飛び出してくる。

　彼らに支えられ、立ち上がったとき──御所を照らす篝火の火は、燃え尽きていた。
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　宝物殿に賊が侵入したという噂うわさは、瞬またたく間に内裏だいり中に広まった。

　帝の近辺はよほど大おお騒さわぎになっているらしい。

　舞の稽古は中止だという連絡が来て以来、神祇官からの情報はなしのつぶてだ。

　伐叉羅が捕ほ縛ばくされたことを知って、紫峰も姿を消してしまった。

　おそらく故ゆえや縁えにし、朱天童子の仲間と合流して、対策を練ねっているのだろう。

（そこに混ざりたいよ……わたしも）

　だが未雲は屋敷から出ることを禁じられ、外には見張りまでつけられてしまった。

　心配でたまらない。もっと情報が欲しい。

　部屋の隅で膝を抱えた未雲は、じっとそのときを待つ。

「姫様、おかわいそうに……」

　主あるじの悲しみを推おし量はかった女官たちは、遠巻きに未雲を見守っていた。だがその足下からよいしょと抜け出した奇焰子は、なんとか未雲を笑わせようと絡からみつく。

「おいおい未雲、元気出せよ！　伐叉羅ならその気になりゃ、人間どもを振り切って逃げるなんざ、朝飯前じゃねーか」

「……そんなことしたら、自分が盗んだって認めたことになるよ」

「じゃあ、やっぱ帝を殺しちまうか！　なっ！」

「…………」

　未雲が膝のあいだに顔を埋うずめると、「奇焰子ちゃん!?」「逆効果だから！」と、女官たちがわっと飛び出してきて、奇焰子を攫さらっていった。

（ごめんね、奇焰子）

　外で説せつ教きようをくらう奇焰子を見つめていると、目の前をすいっと兄が横切っていく。

「あ、兄上！　その後、神祇官から連絡はありませんでしたか？」

　天魔帳から顔を上げた士狼は、すがるような目の妹に、無情に首を横に振る。

「ない。……だが外に立っている守護官から伐叉羅の居場所は聞けたぞ。……神祇官の東院で、尋じん問もんを受けているそうだ……」

「──東院？」

　ではその場に静生もいるはずだ。

　立ち上がって、ふらりと庭へ下りようとする未雲の腕を兄が摑む。

「待て。オレが今から、神祇官のところへ行ってくる。おまえを正式に証人として呼ぶよう、掛け合ってみよう」

　兄の冷静な心配りに、未雲は顔をくしゃくしゃにして頷く。

　そして士狼は出かけていき、一人残された未雲は、頭を支配する悪い妄もう想そうと戦い続けた。

（伐叉羅……お願い、無事でいて……！）




　日が暮れても、士狼はなかなか戻ってこなかった。

　未雲が相変わらず外の様子を気にしていると、ふいに小さな声が聞こえた。

「未雲殿、未雲殿」

「……天さん？」

　庭に目を走らせると、鼠ねずみの姿で床下から出てきた飛天は、すぐさま人ひと形がたに変わる。

「こんばんは未雲殿。遅くなってすみませんでした」

「天さん！　ああ、ありがとう、来てくれて！」

　神気を押し隠したやわらかな笑顔を見て、どれほど心が安まったことか。

　思わず顔を覆うと、飛天は幼おさな子ごをあやすように「よしよし」と背を叩いてくれた。

「心配をかけてしまっているようですね」

「……心配っていうか」

　のろのろと顔を上げた未雲は、飛天の腕を摑む。

「耶眞土を守ろうと思ってるけど……それが朝廷の人にも、全然伝わってないんだなってわかったら、悲しくなって……。ねえ、天さんは伐叉羅を信じてくれるよね？」

「ええ、もちろんですよ」

　力強い飛天の肯こう定ていに、未雲は救われた気分になる。

「よかった……。伐叉羅が人の物を盗むなんてありえないし、三種の神器なんて盗む理由もないもの」

「……未雲殿、落ち着いて聞いてくださいね。今、朝廷内では伐叉羅殿への、根も葉もない噂が広まってしまっているのです」

「噂？　どんな？」

「それは──」

　一瞬迷いを漂ただよわせた飛天は、決意したように顔を上げる。

「伐叉羅殿は、耶眞土の人間に復ふく讐しゆうをするために三種の神器を盗み、上天山の魔界へ通じる『穴』の封印を解とこうとしたのでは──というものです」

「な、何それ。あの神器を持ってたら、帝以外の人でもそんなことができるの？」

　たとえば神じん通つう力りきも持たない、未雲のような者でも。

　あの道具さえあれば、できてしまうと？

　それに対して、飛天は「いいえ」と首を横に振る。

「不可能でしょう。ただ伐叉羅殿は、天児交換が失敗した際に一度、あの剣を使って未雲殿と壱与の交わりを断っている。それが噂の元になっているようです」

　では噂の元は儀式の場にいた神祇官ではないか！

　未雲は、くらくらする頭を手で押さえた。

「でも、伐叉羅じゃない。彼はそんなこと知らないし、興味もないもの」

「私も伐叉羅殿の潔けつ白ぱくを心から信じています。……しかし、私が伐叉羅殿に肩入れするのを、元から心よく思わない者も多いようで、皆の中で膨ふくれ上がった疑惑を打ち消すには至りませんでした。──すみません、未雲殿」

「天さん……。ううん、ありがとう……」

　千年生きる天てん人じんでも、未来を予知はできないし、万能ではない。

　歴史とは、起きた出来事をどう対処したか。その積み重ねなのだ。

　きゅっとくちびるを嚙かみしめた飛天は目を閉じる。

「あなたの心は美しい。ですが神器が消失したのもまた事実です。……私はこれから引き続き、真実を見いだすべく捜そう索さくを行います。未雲殿は──」

「わたし、神祇官の東院に行く。そんな噂、伐叉羅とは関係ないってこと証明しなきゃ」

　これ以上兄を待ってはいられない。

　階を下りた未雲の前に、飛天は背中を向けてしゃがみ込んだ。

「送りますよ。外は、守護官たちが大勢見張っていますから」

「天さん……ありがとう！」

　その背に身を任せると、飛天はふわりと空へ飛んだ。

　大内裏を照らす松たい明まつの火はいつもより数が多く、それぞれの建物を昼のように明るく照らし出している。

　あの火を、耶眞土を陰ながら守る伐叉羅のようだと思ったことがあった。

　しかし耶眞土は今、その伐叉羅に牙きばを剝むこうとしている。

（やっぱり人と鬼は、わかり合えないの……？）

　折れそうな心を必死に支え、未雲は飛天の背中にしがみついた。
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　東とう院いんの総門には、黒山の人だかりができていた。

　皆、口々に鬼おにへの不ふ審しんを訴うつたえ、怒ど号ごうをまき散らしている。

（すごい……。みんな、そんなに鬼が憎にくいの？）

　帝みかどはこういう人たちを相手に、自分たちを庇かばってくれていたのか。

　だがその偏へん愛あいに頼たよっていてはいけない。

　身を隠していた垣根をはなれ、未雲は少しずつ門へ近づく。

　ここを、どうやって通り抜けよう？

　塀へいのまわりが守しゆ護ご官かんに囲まれているのは、空から確認済みだ。

　侵しん入にゆうするには、この混乱のどさくさにまぎれるのが、一番手っ取り早いと思うのだが──

　突とつ破ぱ口こうを探していると、人混みの中に兄の姿を見つけた。

　未み雲くもは人だかりの後ろにとりつき、ぴょんぴょんと飛び上がる。

「兄上……兄上っ！」

「……未雲？　おまえ、どうやってここに……」

　驚おどろく兄に、しぃっとくちびるに指を立てた未雲は、その指を門に向けて頼たのみ込む。

　──ここを通りたいので、手伝ってください！

　その意志が通じたのか、士し狼ろうは目で頷うなずき、すっと腰こしを沈しずめて姿を消す。

（あ、あれ、兄上っ？）

　わかってくれたと思ったのは、勘かん違ちがいだったのか。

　焦あせっていると、どこからかこの世のものとは思えぬ、おどろおどろしい声が響ひびく。

「……従じゆ六ろく位いの上じよう、桜さくら岡おか神じん祇ぎ大だい祐じよう……」

「ん？　私の名を呼ぶのは誰だれだ」

　人混みの中で、「桜岡神祇大祐」らしき男性がきょろきょろと頭を動かしている。

　するとおどろおどろしい声は、続けてとんでもないことを暴ばく露ろしはじめた。

「……従六位上、桜岡神祇大祐。二年前に、上司である少副すないすけの娘に密ひそかに恋こい文ぶみを送り、すげなくふられたにもかかわらず、しつこく出先まで追いかけて本格的に嫌きらわれ、桶おけの水をぶっかけられる……」

「なぜそれをっ。だ、誰だ!?」

　突然わめきだした大祐から、さっと人が離れていく。

　ぽっかりと空いた空間の真ん中で、彼は慌あわてて釈しやく明めいした。

「ち、違う、私はそんなことしてないっ！　今のは何かの間違いだ！」

　大騒ぎする大祐から少し離れたところに、しゃがんで天てん魔ま帳ちようを広げている兄がいる。

　──そうか、あの声の主ぬしは、兄か。

　二分された人ひと垣がきに再び姿をまぎれ込ませた兄は、さらに別の人の痴ち態たいを暴露する。

「……正しよう八はち位い下のげ、賀か茂も神祇大だい史し。三十五歳、独身。家ではいまだ母親に、名前に『ちゃん』づけで呼ばれ、時々一緒に入浴している……」

　やめてくれと叫さけんだ男を中心に、人垣はさらに遠のき、門への道が開けた。

　犠ぎ牲せいになった人には悪いが、通るなら今だ。

（──兄上、ありがとうございます！）

　門の横に立っていた門番が、突っ込んでいく未雲を捕つかまえようと手を伸ばす。

　だがこんなときばかりは、小こ柄がらな体が役に立つ。

　門番の腕の下をひょいとくぐった未雲は、敷地の中に駆かけ込んだ。

「白しら羽は姫ひめをお引き留とめしろ！」

　中は思ったより手薄らしい。松たい明まつを持った守護官が一人、驚いた顔で未雲の前に立ちはだかったが、止まらずに未雲は走る。

　罪人を尋じん問もんするならおそらく中庭だ。

　建物のまわりを走り庭に出ると──やっぱり！

　敷しき詰つめられた白砂の上にござが敷かれ、その上に、手足に鉄の鎖くさりを何重にも巻かれた伐ば叉さ羅らが座すわらされている。

　彼の横には棒を持った守護官が二人立っていた。

　そして階きざはしを上がった場所で、偉そうに尋問を行っているのは静しず生おだ。

「伐叉羅！」

「──未雲？」

　腫はれた顔でこちらを向いた伐叉羅を見て、未雲は愕がく然ぜんとした。

　腕や脚あし、乱れた着物の襟えり元もとからのぞく肌はだに、痛々しい痣あざが浮かび上がっているのだ。

（拷ごう問もんされたの……!?）

　こみ上げてくる怒いかりで髪が逆立つ。

　伐叉羅のそばへ近づくと、守護官に棒を突き出され、阻そ止しされた。

「何用だ、巴ともえ未雲」

　簀すの子この縁ふちに座った静生が、冷ややかに目を細める。

　キッと睨にらむと、閉じた扇おうぎで自身の肩を叩たたきながら、彼は言った。

「監かん視し役の兄は役に立たんな。……今はその鬼を取り調べ中だ。白羽姫といえど、罪人を庇うことは認みとめられない。──去れ」

「……いやです。わたしは伐叉羅が無実だと証言しに来たんです」

「ほう？　ではそれをどうやって証明するのだ」

「それは……」

　うつむく未雲を見おろしながら、静生は扇を広げて顔に寄せる。

　隠かくされる前に一いつ瞬しゆん見えた、その口元は──笑っていた。

　ぞくりと、悪お寒かんが背筋を駆け上がる。

（まさか……サギ男が伐叉羅に罪を着せようと、作り話の噂うわさを流したんじゃ）

　覚かく悟ごをしておけという言葉が、今ごろになって重くのしかかる。

　だが宣戦布告されたあと、すぐに神じん器ぎが盗ぬすまれるなど偶ぐう然ぜんが過ぎる。

（じゃあ、もしかして神器を盗んだのも……ううん、決めつけはダメだ。証拠がない）

　読み誤あやまれば、よけい伐叉羅を窮きゆう地ちに追い込む。

　よく考えなくては。

　神器を盗み、その罪を伐叉羅になすりつける。

　静生がそれをしたとしても、なぜ陥おとしいれる相手が伐叉羅なのだ。

（雪ゆき間まさんを殺したのは銀ぎん泥でい丸まるなのに。サギ男はすべて知ってるんじゃないの？）

　静生の命を受け、守護官たちは伐叉羅の顎あごの下に棒をかけ、無理やり上うわ向むかせた。

「ではもう一度問おう。もし潔けつ白ぱくだというなら、おまえの隠れ家がの場所をすべて吐はけ。盗まれた物を隠していないか、そこを探してみようではないか」

「…………」

　伐叉羅は静かに、けれど反抗的なまなざしを静生へ向けていた。

　隠れ家を知られたら、あの刀もいずれ見つかって公おおやけになる。

　もしやこれは神器探しの尋問を名目にした、伐叉羅の過去晒さらしなのか。

（どうしよう……）

　切り返し方を考えていると、伐叉羅ははっきりと言った。

「俺はやっていない。何度問われようが、自分のことをしゃべる義理はない」

「なるほど、どうしても言わぬのだな。……ではこうしよう」

　静生はぱしん、と扇を閉じる。

「実は私は、御ご所しよ内の情報を知ることができるという意味で、おまえの仲間も疑うたがわしいと思っているのだ。そいつらを一人ずつ捕とらえて、拷問にかけてもいいのだな？」

「…………」

　やはりそうだ。これは伐叉羅と朱天童子を葬ほうむるための、陰いん謀ぼうだ。

　胸の前で交差された棒を摑つかみ、未雲が批判しようとしたときだった。

「その必要はない！」

　突然、東院の屋根から声が降ってきた。

　屋根の上にはずらりと背の高い影が、ざっと三十は並んでいる。

　驚いた守護官が松明を掲かかげると、その者たちの姿が照てらし出された。

　紫むらさき、緑、桃色──百ひやつ花か繚りよう乱らんな髪を夜風になびかせているのは、屋根の縁に足をかけた紫し峰ほうら、朱天童子の面々だ。

「お待たせ、お館やかた！」

「紫峰……、故ゆえくん、縁えにしさん、みなさんも……!?」

「ちょうど未雲ちゃんもいる前でかっこよく登場できるとは。持ってるねえ、おれたち」

　そう言って紫峰は片方の目を瞑つぶる。

　驚いて伐叉羅を見ると、彼は腫れた口元で不ふ敵てきに笑っていた。

（知っていたの!?）

　いつ、どのようにして連絡を取り合ったのか。

　大人おとなしくしていたのは、このためだったとでもいうように、伐叉羅は顔を上げる。

「わざわざ捕らえる必要はない。こっちから雁がん首くび揃そろえて、獄ごくにつながれてやる」

「えっ、……ど、どうして!?」

　慌てる未雲のそばに鬼たちが次々と降り立ち、伐叉羅の後ろに跪ひざまずく。

　伐叉羅は彼らに、一瞬だけ申し訳なさそうにして、未雲を見上げた。

「俺たちがこの件に、いっさい関与していないと身の潔白を証明するためだ。……拷問でもなんでも耐たえてやるさ。人間みたいにやわにできてないからな」

　それに同調して、紫峰たちも頷うなずく。

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられても彼らは、人を傷つけない、戦わないという道を貫つらぬくつもりだ。

（それなのに、この人は……っ）

　批判の目で静生を見上げる未雲に、紫峰がそっとささやく。

「大丈夫。おれたちが不在のあいだに魔物が出たら、サギ男もお館を頼るしかないだろ。それを逆手に取ろうって作戦さ」

「────」

　振り仰あおぐと、紫峰は見たこともないくらい男らしい顔をしていた。

「今はこれが、おれたちの自己防衛の最善策なんだ。……未雲ちゃんと士狼サンを巻き込みたくないってお館の気持ち、わかってあげて」

「わたし、を……？」

　膝ひざから崩くずれた未雲をあざ笑うように、静生の冷たい号令が飛ぶ。

「では望みどおり全員獄につないでやろう。一人でも抵抗すれば、そのたびに仲間の誰かの指を折り、腕を折り脚を折ってやろう。そして耳と鼻を削そいだら、最後は首を落とす。──それでいいな」

　無言で睨む伐叉羅の前で、静生は腕を振り上げた。

「連れていけ！」

　はっ、と太い声が響き、鬼の数を上回る守護官が裏から駆けてくる。

「痛いっての！　そんな乱暴じゃモテないよ、おにーさん」

　彼らは紫峰らの手を乱暴に縛しばり上げると、総門のほうへと促うながした。

　連行されていく朱天童子の面々は、未雲を心配させまいと明るくふるまう。

　本当に優しくて、思いやりのある人たちだ。

　なぜ彼らが、ひどい目にあわなければいけない？

　未雲は手の中の砂をぐっと摑む。

「待って！　わたしに帝と話をさせてくださいっ」

「残念だが白羽姫、帝はお忙いそがしいのだ。神しん國こく祭さい見物に来られた、国主の方々との謁えつ見けんをこなしてもらわねばならぬし、神器の捜索からも外はずれていただく予定だ」

「……っ、卑ひ怯きよう者もの！」

「なんとでも」

　鼻を鳴ならして静生は立ち上がる。

「誰か、白羽姫を弘こ徽き殿でんへお送りしろ。それから馬を引け。私も獄へ同行するぞ」

　奥へ去っていく静生の背中に、砂を投げつけたい気持ちでいっぱいだった。

　目に透明な膜が盛り上がり、ぽろりとこぼれる。

　また何もできなかった。

　悔くやしさに泣く未雲に、最後に連行されていく伐叉羅が明るく声をかけた。

「立てよひーちゃん。だから言っただろ、俺なら大丈夫だから──」

「伐叉羅のばか！　わたしなら巻き込まれてよかったのに。どうしていつもそうやって、勝手に離れていくのっ」

　摑んだ砂を、伐叉羅の足あし下もとに投げて、未雲は泣いた。

　迷惑にならないように。未雲のためを思って？

（そんなのぜんぜん、うれしくない）

　これじゃ五年前と同じではないか。

「もっと巻き込んでよ、わたしたち夫婦になるんでしょう!?」

　驚いた顔をして、砂のついた足を見おろした伐叉羅は、ふっと笑う。

「そうだな。いつかはな」

「いつかは……って」

　今だって、夫婦同然の許嫁いいなずけだろう。

　手を縛いましめる鎖を強く引かれ、伐叉羅は「じゃあな」と行ってしまう。

　毎日遊ぶ約束をしていた、幼おさないころの別れ際ぎわのように。

　未雲は、感じたことのない焦りに背中を押されて、彼に追いすがる。

「待ってよ。わたしも、伐叉羅と許嫁になれてうれしいよ！　本当だよ、だから……」

　ねえ、これって伐叉羅の気持ちと「同じ」だよね？

　そう問いかけたつもりが、伐叉羅には通じない。

「ありがとうな。最高の励はげましだ」

　振り返って優しく微笑ほほえまれて──それだけ。

　遠ざかっていく背中をもう一度振り向かせるには、どうしたらいい。

　的確な言葉を探しているのに、見つからない。

　気持ちを言葉にするというのは、なんと難しいのだろう。

　無力を感じる未雲の肩に、無骨な守護官の手が置かれた。

「白羽姫様。我われ々われが護ご衛えいいたしますので、どうぞ弘徽殿へお戻りください」

「……っ。……はい」

　東院を出たところで、兄が待っていた。

　朱天童子が連行されていくのを見たのか、彼は「ご苦労」と言うだけで何も訊きかない。

「すみません兄上、勝手なことをして……あとで兄上が叱しかられるかもしれません」

「オレのことはいい。ひとまず、休め」

　黙だまって頷き、とぼとぼと、兄の後ろを歩いた。

　途中、天の川を見上げるフリをして、後ろの守護官の姿を確認する。

（このまま黙って、拷問なんかさせないんだから……）

　静生が求めるように、伐叉羅たちの無罪を証明するのだ。

　そのためには、まずこの監視下を抜け出さなくては。
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　翌日、未雲は一日居室から出ずに過ごした。

　優しい女によ官かんたちは、布団ふとんから出てこない未雲をそっとしておいてくれたし、兄は使い物にならない妹に代わって、屋敷のあれこれをこなしてくれた。

　そして夜が更ふけ、泊まり番ではない女官たちが宿しゆく所しよに帰るころ──

「では士狼様、本日はこれで失礼いたします」

「明日は、姫様の元気なお顔が見られるといいですわね……おやすみなさいませ」

　屋敷の裏手から退出する六人の女官を、兄の士狼が見送っている。

　未雲はそれを、裏門の垣根にぴたりとはりついた状態で確認した。

（よし……ここまでは計算どおり）

　身につけているのは、女官に扮ふんしているときの紫峰の着物だ。

　兄が屋敷に入っていくと、未雲は紫の被衣かつぎを深くかぶり、女官らが目の前を通り過ぎた瞬間──足音を立てずに彼女らの後ろにくっついて、門を抜けた。

「こんばんはご婦人方、どうぞお気をつけてっ」

　見張りの守護官がでれでれと声をかけてきたが、未雲には気づかなかった。

　だが宿所までの小こ径みちを歩いている途中、一番後ろにいた女官が、ふと立ち止まる。

「あら？　今後ろに、紫むらさき様がいなかった？」

「そんなはずないわよ。紫様は昨日から、おつかいに出ているはずですもの」

　気のせいだと笑われた女官は、首をかしげかしげ、ほかの五人についていく。

　そのころ未雲はすでに、別の道を駆けていた。

（あっ……ぶなかった……！）

　着替えの入った包みを抱かかえ、垣根の下に隠しておいた、弓と矢や筒づつも無事回収した。

　周囲に人ひと気けがないのを確認した未雲は、道の端はしに寄ってしゃがみ込む。

　そこで広げたのは、大だい内だい裏りを脱出するための地図だ。

（次はあそこの垣根をくぐって──庭を突っ切る、か……）

　まるで猫ねこの通り道だが、奇き焰えん子じに聞き取りをして描かいたものなので、仕方ない。

　這はって垣根をくぐり、姿勢を低くして庭を駆け抜け、用水路を飛び越こえる。

　守護官が見えたら、じっと身をかがめて通り過ぎるのを待ち、誰もいなくなってから先へと進む。

　そうしてなんとか、一番手薄と聞いている門へとたどり着いた。

　門番が一人立っているが、外側にもう一人、いるはずだ。

（お願いね……奇焰子！）

　息を殺して待っていると、門番が突然、がくりと膝から頽くずおれた。

　その背後から、棒きれを持った奇焰子が顔を出し、こちらに合図を送ってくる。

「いいぞ、未雲！」

　未雲は走って門にとりつき、全体重をかけてかんぬきを動かした。

「うーっ……重い……っ」

　なんとか開いた扉とびらの向こうで、もう一人の門番が驚いた顔で振り返る。

　そこへ張り子の馬に跨またがった奇焰子が躍おどり出て、激しい炎を吐き出した。

　悲ひ鳴めいを上げた門番が飛び退のいた隙すきに、未雲は門の隙間を突破する──。




　通りを走りながら、奇焰子は大きく飛び跳はねた。

「やったぜ、やっぱシャバの空気はうめーなあ！」

「あはは、ありがとう奇焰子。でもわたしから離れてどこかに行ったら、だめだからね？」

「わかってるって！」

　何度も振り返ってたしかめたが、追っ手はまだ来ない。

　緊張からようやく解放され、未雲は走る速度を落とした。

「奇焰子……、サギ男の執しつ務む室しつはどうだった？」

「どうって、おキレーに整せい頓とんされた部屋だったぜ。隠せそうな場所は全部捜してみたけど、あのクソいまいましい神器はなかったぞ」

「そう……」

　奇焰子に頼んで、静生のいない隙に探さぐってもらったのだが、空振りのようだ。

（サギ男が隠していると思ったんだけどな……でもまだ家のほうが残ってるし）

　木陰を見つけた未雲は、そこで動きづらい七枚重ねの着物を脱ぬいで、白羽姫の装しよう束ぞくに着替えた。

　それを番犬のように見張りながら、奇焰子が問う。

「あいつんちを調べるのはいーけど、さすがに今時分、家にいるんじゃねーのか？」

「ううん。伐叉羅たちを移した獄ごく舎しやに行ってるはずだから──えっ、ど、どうしたの!?」

　弓を背せ負おい、木陰から出た未雲は固まった。

　通りの先に、酔よっているのか奇声を発している人々が何人もいる。

　それも口論ではない。刀を手に、争っているのだ。


「人間は、滅びろ……！」

「生き残るのは鬼だ。耶や眞ま土との民たみよ、我々を恐おそれ、ひれ伏せ……！」



　まるで熱に浮かされたようにそんなことを叫びながら、つばぜり合いを繰くり返す。

「おいおい、まさか祭りの催もよおしじゃねーよな!?」

　奇焰子と並んで次の通りに出ると、同じことを口走りながら、人々が争っている。

　中には女性もいるのだが、力で男に敵かなうはずがなく、今にも斬きられそうだ。

「危ないっ！」

　胸から斬られそうになった女性を、未雲は突き飛ばして助けた。

　しかし女性は上の空で、取り落とした刀を求めて這いずり回る。

（様子がおかしい……。第一、みんな刀なんてどうやって手に入れたの？）

　手がかりはないかと、目を凝こらした未雲ははっとした。

　彼らが持っている刀の鞘さやにはすべて、闇やみ夜よにぎらりと光る、銀の一本線が入っている。

（あの印は銀泥丸の──裏うら大おお路じに隠してあった刀!?）

　二人で民家の塀に身を寄せると、奇焰子は鼻をひくつかせる。

「……臭におうぞ。かすかにだが、同族の臭いが漂ただよってる」

「えっ？」

「これは、丸池でかいだのと同じ臭いだ。人間の使う『香こう』みてーに、ものにうつしたような臭いで……そうか、わかったぞ！　あの刀に臭いがすり込まれてっから、それを持ったあいつらは、正気を持っていかれてんだ」

「刀から魔ま障しようを受けてるってこと!?」

「ああ、でも臭いの元は、ここらへんにはいない……って未雲、なんも感じねーの？」

「うん。わたしは魔物にそうとう近づかないと、気配を感じ取れないみた……いっ!?」

　突然、刀を持った男に襲おそわれた未雲は、横に飛び退いた。

　間かん一いつ髪ぱつ、塀に突き立った刀と、新たに迫せまり来る男たちを見て、未雲は冷や汗を流す。

（どうしよう、これじゃ清きよめの懐かい剣けんがあっても、全員正気に戻す前にこっちが──）

　そのとき呼よぶ子こが鳴り響き、守護官が大挙してやってきた。

「一人も逃にがすな、全員捕ほ縛ばくしろ！　武器を取り上げるんだ！」

　捕り物用の網あみに、さすまたを手にした彼らは、襲われている未雲さえも危険人物と見なしたらしい。

「未雲、逃げなきゃだめだ！　ここで捕まったら、抜け出した意味ねーぞ！」

「う……うん……」

　後ろ髪を引かれながら、未雲はその場を離れた。

　それから未雲が見た市し中ちゆうは、欲にまみれた魔ま縁えんの世界のようだった。

　武器を持った民と、彼らを大人しくさせようとする守護官たちの交戦状態だ。

　これが千年平和が続いた、耶眞土の都みやこなのか。

　悪夢を見ている感覚に陥りながら、未雲は静生の邸てい宅たくにたどり着いた。

（……っ、あれは──！）

　未雲はとっさに身を隠す。

　家主の人柄をあらわす、花も飾かざり気もない庭から、静生本人が出てきたのだ。

　しかも一人ではない。祭りの夜に連れ立っていた、あの白しら拍びよう子しが一緒だ。

　彼女が視界に入ってきたとたん、ぞくりと背筋が凍こおった。

（この気配……！　あの人自身が、祭りの時に出た魔物だったんだ……！）

　横では奇焰子も髪の毛を逆立て、目を赤く光らせている。

「こいつだ……臭いの元は、あの女だ！」

　白拍子の手には、布で包んだ長細い物が握にぎられている。

　そして静生の手には、同じく布に包まれた丸いものが。

（剣と鏡……あれだ、神器だ！　……見つけた）

　そのとき、上空で一羽の烏からすが啼ないた。

　静生と白拍子がどこかへ向かうようなので、未雲は奇焰子を抱いてあとを追う。

　あらわれた烏は、黒い翼つばさで闇を払うように、旋せん回かいしながらそれを見おろしていた。
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　朱天童子が連行された獄舎は、最低の居い心地ごこちだった。

　罪人をつなぐ牢ろうは半地下にあり、昼でも暗くじめじめしているのだ。

　五人の守護官に囲まれ、太い梁はりに磔はりつけにされた伐叉羅は、感情を消して虚こ空くうを眺ながめる。

「いいかげんに吐け。おまえが神器を盗み、それを隠れ家に隠いん匿とくした……そうだろう！」

　打うち役やくは叫び、赤黒いしみがついた棒を振りかぶる。

　そして傷と痣をつくってもなお美しい鬼の顔を、思い切り打ちつけた。

「……っ」

　くちびるが切れて、血が流れた。

　だが鬼の頭とう領りようは、赤い髪の奥から静かに反骨心をたぎらせるだけで、悲鳴一つ上げない。

　さらに牢に押し込んだ仲間の鬼までもが、異様に静かにその光景を観察しているのだ。

　牢の中で光る、たくさんの金の目。

　元から及および腰の守護官たちは、この抵抗にすこぶる気味悪がった。

「化け物め。……少し休きゆう憩けいだ、こっちが参っちまう」

　持っていた拷問道具を投げ捨て、守護官たちはぞろぞろと外に出ていった。

　明かりが持ち去られると、牢は暗闇に覆おおわれ、昼とも夜とも区別がつかない。

　ほかの罪人は別の棟に移されたので、残っているのは伐叉羅たちだけだ。

　とたんに格こう子しに群がった鬼たちは、口々に思いを吐き出す。

「まったく、あいつら俺たちを、痛みを感じない生き物とでも思ってるんじゃないか？　どうしようもない頭の悪い連中だよ、人間てのはさ」

「次、お館のかわりに僕が打たれます。交代を申し出ましょう」

　縁と故がそう言うと、同室の紫峰が「まあまあ、落ち着こうみんな」と、ばらばらにしゃべる全員を止めた。

「……お館、平気？　アンタだけ、捕らえられてからまる二日、水も飲んでないんだ。さすがに心配だよ」

　紫峰の言葉に、頑がん丈じような木の格子で仕切れられた牢にいる仲間、全員が頷く。

　そんな彼らを安あん堵どさせようと、伐叉羅はわざと不ふ機き嫌げんに言った。

「このぐらいなんともない。……ただ華か佳かの奴やつらとの商談予定が台無しだ。儲もうけ話が一つふいになったのが、何より痛い」

　ぼこぼこの顔でにやりと笑うと、鬼たちは一瞬あっけにとられ──次の瞬間、爆笑する。

　にじむ涙を指で拭ふき、紫峰は苦しげに腹を抱えた。

「こんなときまで金儲けの心配なんて、いかれてるよ。どんだけ守しゆ銭せん奴どなの？」

「守銭奴で何が悪い。ここにいる全員の食いぶちに加えて、いつかは未雲も加わるんだ。金はあったほうがいいに決まってる」

　仲間と一緒に笑っていた紫峰だが、だんだんと笑顔に翳かげりを落とす。

「……ねえお館。もっと早く、未雲ちゃんを迎むかえに行ってればよかったんじゃないの。あの子が白羽姫なんて役目に就つく前に、とっとと攫さらってお嫁よめさんにしてさ……。おれたち、耶眞土からの独立を実現させちゃえばよかったんだ」

　その言葉に鬼たちから笑いは消え、しんみりとした空気が流れた。

　だが伐叉羅は「それは違う」と一いつ蹴しゆうする。

「たしかにな。未雲と再会するまでは、耶眞土との関わりを断ちきるのが、俺たちにとって一番いい手だと思っていたさ。だが今は違う。──おまえらだって、どこで誰とどう生きるかを、選べるようにならなきゃいけないんだよ」

「お館……」

「耐えてくれ。こうしてる間に魔物が出れば、必ず鷺宮のほうから俺たちを頼ってくる。……腐くさらず、認められる好機を待つんだ」

　覚悟を感じる強い言葉に、鬼たちは圧倒された。

　塗り物がはがれ落ち、土中の水がしみ出す冷たい牢の中に、火が灯ともったような──誰もがそんな感覚を味わったとき、何者かが階を下りてきた。

　守護官か──？

　緊張が走ったが、あらわれたのは松明を掲げた士狼だ。

「士狼！」

　ゆっくりと階を下りてくる士狼に、紫峰は「やばっ」と、縁の後ろに身を隠す。

「外にも見張りがいなかったが、何ごとだ……？　せっかくこれの出番かと思ったんだが」

　懐ふところの天魔帳をチラ見せする士狼に、伐叉羅は苦笑する。

「どうしたんだ？　何か内裏の状況に変化でも？」

「……未雲があの魔物の子と一緒に、大内裏を脱走した」

　鬼たちがどよめくのと同時に、体の自由を奪うばう鎖が、ぎしりと軋きしんだ。

　反射的に外へ向かおうとして、縛られていることを忘れていたのだ。

「……行き先を、言っていかなかったのか」

「直接は聞いていない。だが書き置きを見つけた」

　士狼が見せてくれた紙には、未雲らしいしっかりした文字が並んでいる。

　伐叉羅はその文面を食い入るように見つめた。

「『三種の神器を取り戻してきます。この手紙は読んだら焼いてください』……!?」

「オレの責任を回避しようとしているんだろう。おまえの濡れ衣を晴らすつもりらしいが、行動の型が子どものころと同じだ。相変わらず無む謀ぼうなことを……」

　書き置きを懐にしまう士狼に、伐叉羅は蒼そう白はくになってつぶやいた。

「すまない士狼。もう少し考えれば未雲の行動ぐらい読めたはずなのに。……完全に俺の落ち度だ」

「馬鹿……。そんなことは、自分の尻しりぬぐいができるようになってから言え」

　士狼は相変わらず生気のない顔を、伐叉羅にぬっと近づける。

「……近所のガキ相手なら、オレがいくらでも根回しをしてやれたがな。おまえたちの行動範囲はもう、ご近所大冒険の範はん疇ちゆうじゃない。だからオレにはもう、尻ぬぐいは無理だし、させるな。二人で生きると決めて、許嫁だなんて大おお噓うそをついたならな……」

「────」

　気づかれていたのか。

　いや、この男を完全にだませているかどうか、いささか疑問なところはあったが──

「伐叉羅殿、一大事です！」

　突然、階をすべるように下りてきたのは、飛ひ天てんだ。

　士狼は「舞まいの先生……？」と不思議がったが、その直後に飛び込んできた烏に驚き、ささいな疑問は吹き飛んだ。

　神しん使しの烏を腕にとまらせ、飛天は伐叉羅の前にやってきた。

「……大変なことになりました。市中で大勢の民が『人間は滅びろ』『耶眞土の民は鬼を恐れ、恐怖にひれ伏せ』と叫びながら、魔力を帯びた刀を手に暴あばれています」

「なに……？」

「今、市中はそれを鎮ちん静せい化かさせようとする守護官と民が入り乱れて、交戦状態です。こんなことは、耶眞土始まって以来です……」

　悲痛な表情の飛天を前に、伐叉羅は悪い予感を胸に灯す。

　その人間を見下したセリフは、二年前まではいやというほど耳にしてきた言葉だ。

　奥の牢にいる仲間が皆、不安な顔をするなか、伐叉羅は訊いた。

「……刀と言ったな。そいつらが持っているのは、どんな刀だ」

「すべて、鞘に銀の線が入った刀です。──伐叉羅殿、実は大事はもう一つあるのです。未雲殿どのと奇焰子が、鷺さぎ宮のみや長官のかみと白拍子の姿をした魔物に捕らわれ、連れ去られました」

「な……んだと……？」

「刀に魔力を注そそぎ、民を錯さく乱らんさせているのも、その白拍子のようです」

　それを聞いて、士狼が唸うなる。

「祭りのときに見た、あの雪間に似た女……あれが魔物だったのか。未雲が鷺宮長官に確かめたいことがあると言っていたのは、そういうことだったのか……！」

　怒りと後こう悔かいを混じらせた伐叉羅は、考える。

　これは魔縁に落ちた雪間の、自分への復ふく讐しゆうか。

　それとも、逃げ道をなくすのを惜しみ、刀を処分する決断を先延ばしにした報むくいか。

　惑まどわされそうになる伐叉羅に、紫峰が痺しびれを切らして叫ぶ。

「てことは、神器を盗んだのはサギ男だよ！　だって未雲ちゃんは今夜、神器を取り戻しに行ったんでしょ？　向かった先にサギ男と白拍子がいて捕まったってことは、そういうことじゃん。サギ男は魔物と組んで、お館を陥れようとしてんだよ！」

　それを受けて、故と縁も頷き合う。

「では、わざわざ例の刀を持ち出して人間を暴れさせているのも、鷺宮が朱天童子の評判を落とそうとしているからですね」

「そうやって動揺させといて、姫をエサにお館をおびき寄せて、やっちまおうって魂こん胆たんか。つくづく呆あきれる手を使うね……そんな奴が神祇官長官とは、恐れ入るよ」

「……悪い人では、ないのですよ。彼は……」

　沈痛な表情をする飛天の横で、士狼は伐叉羅を見上げる。

「伐叉羅。どうするのだ」

　その問いに紫峰が──大勢の仲間が伐叉羅を見つめ、同じ視線を投げかけてくる。

　伐叉羅は迷わず、顔を上げて答えた。

「……一連の騒そう動どうの中心に鷺宮がいる。それがはっきりしているなら、ここを出て戦うだけだ」

「お館、そうこなくちゃ！」

　未雲は信じると言ってくれたのだ。

　過去を知っても、刀のことを知っても。伐叉羅のことはすべて信じていると。

　その期待に応こたえたい。

　このままどうしようもない暗がりに流されてたまるか。

「舐なめるなよ……！」

　腕に、脚に力を込めた伐叉羅は、体を何重にも縛り上げる鋼鉄の鎖を、いとも簡単に引きちぎった。

　ばらばらと落ちていく鉄の環の上に、重い鎖を投げ捨てる。

「俺は未雲を追う。……紫峰、おまえたちにも頼みがある。こんな状況で人間を助ける仕事を任まかせれば、反感を抱く奴もいるだろうが──」

「反感なんて抱くわけがないさ」

　花の色をした髪をさらりとかき上げて縁が言うと、故がこくりと頷く。

「そうです。ここにはお館に惚ほれている男と、同じ理想を掲げた男しかいません。……僕たちだって認められたいんです！」

「縁、故……」

　牢に近づき、全員の顔を見渡す伐叉羅に、紫峰は自分が一番わかっているという得意げな顔で言った。

「かっこいいことは全部言われちゃったけどさ、お館。おれたちは市中で暴れてる奴らをなんとかしてくるよ。ついでに刀も、完全に始末しとけばいーんだよね？」

「──紫峰」

　それを返事と受け取ったか、紫峰は立ち上がり、身み構がまえた。

　奥にいた仲間も前に出てきて、それぞれが牢の扉に手をかける。

「せぇ──のっ！」

　ばきばきと音を立てて、太い木の格子戸はいっせいに破壊された。

「な……なんだ、貴き様さまら何をしている！」

　階を下りてきた守護官たちが、「脱獄だ！」と叫んだのを合図に、鬼たちは獄舎の外へと駆け上がっていく。

　だが紫峰だけは途中で足を止め、牢の前にいる士狼を振り返った。

「士狼サン。そういえば紫から伝言だよ。秋祭り、未雲ちゃんとお館も入れて四人でなら、行ってもいいよって」

「なに……本当か！　……しかし、なぜ君が紫殿からの伝言を……!?」

「じゃあねお館、未雲ちゃんを頼んだよーっ」

　二人の会話に、なんのことやらと首をかしげながら、「ああ」と答える伐叉羅の横で、士狼は紫峰に叫んだ。

「おい、君……！」

「脱獄だ！　鬼が脱獄したっ！」

　大騒ぎする守護官たちを「まあまあ」とつかまえたのは、飛天だった。

「休憩中に外の騒ぎが聞こえませんでしたか？　市中で武装した民が暴徒化しているのです。彼らはその鎮静化に向かってくれたのですよ」

「何、それは本当なのか!?」

「自分の目で確かめてくるといいでしょう。そして耶眞土の守護官なら、あなたがたも後れを取ってはなりません」

　飛天が力強く言うと、守護官たちは不安な顔をして、競争するように出ていった。

　それを満足げに見送った飛天は、さあ、と伐叉羅に向き直る。

「行きましょう、未雲殿は北へ連れ去られたそうですよ」

「あんたも行くのか？　その烏さえ貸してくれれば、なんとかするが」

「いいえ私も行きます。未雲殿のことはもちろん心配ですが、鷺宮長官のことも気がかりなのです。なぜ彼が、このような事件を起こしたのか……それが知りたいのですよ」

　これは神祇官長官の起こした謀む反ほんでもある。

　そう思うのも当然かと、伐叉羅は先へ行く飛天を止めはしなかった。

「……士狼はどうする」

「足手まといになるのはごめんだ。オレはここに残る……。万が一別の守護官が来て、おまえらが消えたことが、騒ぎにならんようにな」

　どこまでも用意周到な男だ。

「未雲を頼むぞ」

　彼には言いたいことがあるが、それは自分の落ち度に自分でけりをつけてからだ。

「……わかった」

　伐叉羅は深々と一礼し、獄舎をあとにした。
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　月明かりも届かない、上じよう天てん山ざんの麓ふもとの森。

　時折草陰から獣の気配がする道なき道を、未雲は歩かされていた。

（まさか本当に、魔縁界に通じる穴に向かうなんて……）

　松明を掲げ、神器を抱えた静生が先頭を歩き、その後ろを両手を縛られた未雲、そして未雲に刀を突きつけ、奇焰子を脇わきに抱えた白拍子が続く。

「もっと速く歩きなさい。こんな調子じゃ、森を抜ける前に朝になってしまうじゃないの」

　振り返ると、頼りなげな表情の白拍子が、冷淡な目で未雲を見おろしていた。

　肌は白く華きや奢しやで、儚はかなげな中に艶つやがある少女は、月光を浴あびた真しん珠じゆのようだ。

　しかし未雲が逃走しようものなら、奇焰子の首を搔かききるとばかりに、物騒に剣先を揺ゆらしている。

　彼女の気配には慣れて、悪寒は落ち着いた。

　だが疲労と腹立たしさはどうにもならない。

　黙って彼女を睨んでいると、火花を散らす二人のあいだに静生が入ってきた。

「この娘は手脚が短いのだ。それにずっと歩き通しで体力も削けずられている。……ちょうどこの先に開けた場所がある。少し休憩を取らせよう、雪間」

「ええ……!?」

　雪間、と。静生はさっきから、魔物をそう呼んでいる。

（もしかして、魔物だって気づいていないの？）

　裏大路の雪間の碑ひを訪ねているのだ。亡なくなっているのは認めているはずだが……。

　やがて火が焚たかれ、未雲は、そばに横たわる倒木に座って休むことが許された。

　火をはさんだ向かいに静生が座り、彼にはぴったり雪間が寄り添そっている。

　一つだけ救いなのは、地面に転がされた奇焰子との距離が近いことだ。

　だが奇焰子を縛る縄なわには呪まじないが込められているらしく、彼は今、魔力が使えない。

（あの縄さえ切れば──）

　もぞもぞと動いていると、着物の袂たもとから懐剣が滑り落ちてくる。

　それを摑んだ未雲は、草ぞう履りの鼻緒を直すフリで、奇焰子のほうへかがみ込んだ。そしてなんとか、奇焰子を戒いましめる縄を一カ所、ぶつりと断つ。

　──奇焰子、あとは機を見て逃げて、帝に知らせて。

　理解したのか、猿さるぐつわを嚙かまされた奇焰子は頷き、その場にじっと留とどまった。

　かいがいしく静生の世話をやくのに忙しい雪間は、甘い声こわ音ねで言う。

「ねえ静生様、今ごろ都は混乱しているでしょうね。鬼が集めた刀で人が殺し合う姿を見たら、さぞかし帝も心を痛めると思いません？」

「……そうだな」

　恋人の姿をした魔物のほうを見ずに、静生はぼそりと返事をする。

　雪間はもどかしそうに、彼に身をすり寄せた。

「わたくしが、あの伐叉羅とかいう鬼の隠れ家から、刀を見つけたのは手柄でしょう？　褒めてくださいな静生様。昔、わたくしの舞が好きだと褒めてくださったように……」

　一瞬口を開いたが、静生は自みずからを戒めるように首を振り、顔を背そむける。

（サギ男はわかっているんだ……この人が魔物だって）

　未雲はそれに賭かけることにした。

「ねえ、どうしてその刀があった場所が、朱天童子の隠れ家だってわかるの？」

「誰がしゃべっていいと言ったの。……まあいい、教えてあげる」

　火の向こうで雪間が立ち上がる。

　その姿がふと、石を投げ込んだ水みな面ものように乱れて見えた。

（あれ……？）

　目をこすった未雲が次に目を開けたとき、儚げな白拍子はいなかった。

　水すい干かんは、袖そでや裾すそがぼろぼろに裂さけた直ひた垂たれに変わり、背せ丈たけもぐんと伸びている。

　罪に濡れたように赤く染そまった手足。ざんばらの白はく髪はつ。

　そこにいたのは茨己童子が頭領、銀泥丸だった。

（銀泥丸──）

　ゆらりとたたずむ、魔物めいた美び貌ぼうの鬼を直視して、未雲は動けなくなる。

　その恐怖に歪ゆがむ顔を見て、銀泥丸は、乾いたくちびるを吊つり上げて嗤わらった。

「オレは自在に姿を変えられるのさ。この姿で、裏大路のあたりにいる連中に聞いたら、隠れ家はすぐに教えてもらえた」

「ど、どうしてあなたがそこまでするの」

「そりゃあ、この静生の復讐に協力したいからだよ。かわいそうじゃないか、愛した女を殺されて、泣き寝入りなんざさぁ」

　大げさに同情をあらわす銀泥丸は、静生の肩に、友だちのように手を回す。

（なぜ……なぜサギ男は銀泥丸に触れられて、平気でいられるの）

　本物ではなくても、そいつが雪間の仇かたきではないか。

　困惑しながら見つめると、静生は銀泥丸の手を払いのけた。

「……私が頼んだのではない。この者のほうから計画を持ちかけてきたので、私は利用してやろうと思っただけだ」

「そっちから……？」

　ということは魔物のほうに、静生に近づいた目的があるんじゃないか。

　未雲は恐怖を堪こらえ、銀泥丸を睨む。

「あなたが鷺宮様に近づいた目的は何？　──というかその前に、本当の名ぐらい名乗ったらどう？　雪間とか銀泥丸とか、まぎらわしいっ」

　銀泥丸は一瞬、虚きよを突かれたような顔をした。

　だがすぐ豪ごう快かいに「ははは」と笑い、また白拍子の姿に戻ってしまう。

「おかしなことを言う娘。わたくしは銀泥丸であり、雪間なのに……」

　責める目つきも、思わず庇いたくなるような、か弱い女のそれだ。

　未雲はその変わり身の早さに腹が立った。

　元はどんな姿かもわからない、本当の名前も言わない卑怯者が、何をしなをつくっているのだ。

「鷺宮様っ、わたしは雪間様が、舞の名手だったことぐらいしか知りませんけど、こんなずるい魔物に、どうしてほだされてるんですかっ。色気ですか？　色気なんですね!?」

「…………」

　困る静生に代わって、雪間は悲劇の主人公ぶって胸に手を当てる。

「それはわたくしが雪間と同じ顔で、静生様はよみがえった愛に抗あらがえないから。激しい恋なんて未経験のおチビさんには、わからないだろうけれどね」

「なっ!?　わ、わたしには伐叉羅が……っ」

「静生様、この娘をエサに鬼をおびき寄せるにも、ここで追いつかれては、帝への反逆罪を決定づけられませんよ。早く神器を持って『穴』へ向かいましょう」

「……ああ」

　静生にしなだれかかる雪間の目が、三日月型に歪んで、赤く光る。
















「このおチビさんも用が済んだら、鬼の共きよう謀ぼう者しやとして一緒に口を塞ふさいで差し上げますね。謀反人の始末は、すべてあなたの手柄にしてくださいませ」

　恐ろしいことを言い、雪間は奇焰子に近づいた。

　逃げる機会をうかがっていた奇焰子が、しまったという顔で未雲を見上げた、そのとき。

「……これは置いていきましょうか。連れていくのも重いし、面倒」

　急に関心を失った雪間は、すっと奇焰子から離れて未雲の腕を引いた。

「おチビさん、あなたは行くの。さあ、早く立ちなさい」

　信じられない力に顔をしかめると、焚き火を消していた静生がちらりと未雲を見た。

　心配してくれているのだろうか。

（もしかしたら、まだ説得できる余地はある……？）

　そう感じた未雲は、大人しく従うことにした。

　横たわったまま置き去りにされる奇焰子に、「お願いね」と目配せをしながら。




　朝日が、上天山の険けわしい斜面を煌こう々こうと照らす。

　はじめは緩ゆるやかな傾斜だったが、だんだん草地が減って岩場が増え、坂も急きゆう勾こう配ばいになり、両手を縛られて登るのは困難になった。

「きゃあっ!?」

　丸い石を踏みつけ体勢を崩した未雲は、悲鳴を上げて坂をすべっていく。

「おい……！」

　未雲を追って滑り降りた静生に手を摑まれ、なんとかそれ以上の滑かつ落らくはまぬがれた。

　石が転がっていく斜面を見おろし、未雲は青ざめる。

「ありがとう……ございます」

「無理もない。この手では」

　引っ張って立たせてもらうと、鏡を抱えた雪間が舌した打うちする。

「まともに歩くこともできないなんて、時間を稼かせごうとわざとやってるの？」

「そ、そんなわけないでしょーが！」

「……雪間。『穴』に着く前に大怪け我がをされても面倒だ。両手の縄を外すぞ」

「静生様！」

　なじる声にも耳を貸さず、静生は未雲の両手の縄を解いてくれた。

　縄が当たっていた手首は赤くすりむけ、血が滲にじんでいる。

　そっと触れてみて、痛みに顔をしかめると、静生はまた申し訳なさそうな顔をした。

「好きになされば？　わたくしは先に行きます」

　つんと拗すねた雪間は袴はかまの裾を持ち上げ、すいすいと傾斜を登っていく。

　静生はその後ろ姿を見上げ、ため息をついた。

（……話をするなら、今だよね）

　遅おくれて雪間の後に続く静生に、未雲はそっとささやきかけた。

「鷺宮様、今から一緒に戻って、帝に神器を返しましょう」

「──。馬鹿を言うな……私がそれに応じると思うのか」

「思います。だって好きな人を殺した相手を憎むのはわかるけど、その憎しみが伐叉羅に向く理由がわからないんです。雪間様を殺したのは銀泥丸なのに」

「なに……!?」

　やはり、知らなかったのか。

　銀泥丸の姿に、なんの反応も示さないことを妙みようだと思っていた。

　愕然とした静生は、取りこぼした物を拾うように、饒じよう舌ぜつになる。

「雪間と、雪間を攫った銀泥丸の亡なき骸がらは同時に発見された……。私は、二人を殺したのは銀泥丸の後あと釜がまに座った鬼だとずっと思っていたのだ。大おお幣ぬさ巡じゆん行こうの夜に聞いたおまえたちの会話から、あの赤鬼がそうだと知って、やっと仇を見つけたと──」

「立ち聞きしていたんですか……!?」

　あのときはたしか、二年前に何が起きたかを伐叉羅が話す寸前、銀泥丸があらわれた。

（そうか、銀泥丸は自分に都合のいい部分だけ、サギ男に立ち聞きさせたんだ。誤解させて、伐叉羅への憎しみだけを、植えつけるために……！）

　未雲は雪間の姿をした魔物を睨み、静生に言った。

「信じてください。伐叉羅は銀泥丸の仲間でしたけど、それまでの自分を変えようと雪間様を逃がして、助けようとしたんです。でも雪間様は銀泥丸に殺されて……それで彼は銀泥丸を討うったんです。伐叉羅はあなたの、復讐の相手ではありません！」

　沈ちん黙もくした静生は、急速に暗くなってきた空を仰いだ。

「……それが真実であろうとも、私はこのまま行く」

「へっ？　ど、どうして」

「おまえとあの鬼が活躍し、それが世に浸透すれば、鬼が認められる世になるかもしれない。……本当にそんな日が来るのが、許せないからだ」

「……許せない、って」

　啞あ然ぜんとする未雲を置き去りに、静生は再び歩きだす。

「鬼の肩を持つおまえは、考えたこともないだろうがな……。鬼という、明らかに人より優すぐれた生物が成功すれば、争いを禁じられ管理されて生きてきた民は、どう感じる？　この世を造り上げた生き神を疑う者が出てくるだろう。その結果、必ず争いが起きる。……だから鬼はこのまま、忌いみ嫌われる存在のままのほうがよいのだ」

「……っ」

　意地っ張りめ。

　魔物に利用されていたことを認めたくなくて、正当化しているだけだ。

　そんなの静生の妄もう想そうに過ぎないじゃないか。

　歩調を速めた未雲は、静生に追いついた。

「たとえそれが本当になったとしても、わたしは鬼が認められる世のほうがいいです！　……鷺宮様、さっき奇焰子を逃がしましたから、伐叉羅が来るより帝に知られるほうが先ですよ。その前に一緒に神器を返しましょうよ。ねっ？」

「おまえは、あの鬼が自分を助けに来るという自信がないのか？」

「え？」

「安心しろ、きっと稲いな妻ずまのごとき速さで来るだろう。偽にせの許嫁だと帝を偽いつわっている以上、おまえたちは噓を貫き、互たがいを守り合うしかないのだからな」

「────」

　冷ややかに言い残し、未雲を追い越していった静生は、もう振り返らなかった。

（違うもの……わたし、伐叉羅が……）

　けれど今、静生に反論したところでどうなるというのだ。

　当の伐叉羅にはまったく気持ちが通じていないし、何より伐叉羅はここにいない……。

（というか、来たらだめなんだよ、伐叉羅は！）

　奇焰子が帝に知らせてくれたら、静生たちのしたことが明らかになって、伐叉羅の疑いは晴れる。

　──けれど何かが腑ふに落ちない。

　それだけでは終わらないような……。

「……はぁっ、はぁ……」

　額ひたいに汗して登っていくと、平たい石が重なった岩場で雪間が待っていた。

　積み重なった石の狭はざ間まには、真っ暗な洞どう穴けつへ続く石段が続いている。

　中から女の泣き声のような風が吹き上げてきて、未雲は後ずさった。

「これが、魔縁の世に通じる『穴』……？」

「これはただの風穴。わたくしだけならいいけれど、人間のあなた方を『穴』のある場所へ導みちびくには、この道を通るしかないのです」

「途中で崩れて、生き埋うめになったりしないだろうな……」

　ごろごろと唸る空を見上げて静生が言うと、雪間は儚げに首をかしげて、微笑んだ。

「大丈夫、お約束します」

　雪間と静生が洞穴に入り、後に続く未雲の頰にぽつりと冷たいものが当たる。

　黒い空から、とうとう雨が降りだした。
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　未雲が連れていかれた道をたどり、都の北まで来たときだった。

「伐叉羅ーっ！」

　民家もすでに見当たらない草原を、張り子の馬に乗った奇焰子が駆けてくる。

　宙に浮いて移動していた飛天は地面に下り、伐叉羅も立ち止まって奇焰子をつかまえた。

「奇焰子、未雲はどうした！」

「上天山だ！　あいつら神器を持って、あの二度と見たくもねー『穴』に向かったんだ！」

　ひいはあと息をつく奇焰子に、「飲みなさい」と飛天が水を渡す。

　渡した革袋を一気にあおる奇焰子の横で、考えていた伐叉羅は、ばっと山を振り仰ぐ。

「そうか。神器を盗んだだの、封印を解とこうとしているだの……鷺宮のやつ、狂くるった妄想を押しつけて来ると思ってたが、未雲で俺を上天山におびき寄せて、全部本当でしたってことにするつもりか」

　革袋を離した奇焰子は、「ぷはー生き返ったー」と口元をぬぐう。

「ところがよ、鷺宮にこの計画を持ちかけたのは、あの女のほうだったんだ。だから未雲は、近づいた目的はなんだって問い詰めてた。そしたらあの女、動揺して……あっ！」

　鬼と天てん人じんをぐるっと見上げた魔物の子は、どんぐりのような目を瞬しばたたかせる。

「女じゃねーんだった！　あいつ鬼の姿にもなんだよ！　白髪でぼろぼろの、おっそろしい奴だ。未雲はギンデイマルって呼んでたぞ」

「銀泥丸……!?　どういうことだ、あいつが女に化けていたっていうのか！」

　着ぐるみの胸を摑み上げた伐叉羅は、冷静さを失っていた。

「ぐ、ぐるじいっ……。離せよ、体が破やぶれて中身が出ちまう！」

「伐叉羅殿、やめてあげなさい。中身がはみ出たら見苦しいですから……。それに、未雲殿の読みは当たっているやも──私も、その魔物の目的は別にあるように思います」

「目的なんかどうだっていい……！　未雲をあいつから守らないと」

　仲間の前では冷静だったのに、今の伐叉羅は半はん狂きよう乱らんだ。

「飛天、『穴』にはどうやって行けばいい、上天山の頂上を目指せばいいのか!?」

　大事な娘を──未雲を奪われただけで、こうも手がつけられなくなるのか。

　瞳どう孔こうの開いた金の目と、体から立ち上る怒ど気き。

　それを正面から見み据すえ、飛天は静生がくどいほど説いていた鬼の持つ危険性を、「なるほど」と、密やかにのみ込む。

「案内します。話は行きながらするとして、今は急ぎましょう。──あなたも来なさい奇焰子。それとも、あの場所に行くのは怖いですか？」

「ま、まさか……！　もちろん、行ってやらぁ！」

「俺は反対だ。弱ってる奴を連れていくなんて足手まといだ」

「なんだとっ!?」

　さっさと歩きだした伐叉羅を「待てよ！」と引き留めた奇焰子は、ふらふらと立ち上がる。

「あの女、用が済んだら未雲も殺すって言ったんだ。伐叉羅……ボクを置いてくなら頼むぞ、未雲を絶対殺させるなよ！　絶対、絶対だぞッ」

「おまえに言われなくても、わかってる……！」

　ビクッとする奇焰子を見向きもせず、伐叉羅は「行くぞ」と乱暴に飛天の腕を引く。

　一刻も早く、先を急ぎたいとばかりに。

　とぼとぼと都の方角へ向かう奇焰子を振り返り、飛天は伐叉羅に苦言を呈す。

「伐叉羅殿。今のは、少しかわいそうだったのではないですか？」

　すると伐叉羅ははっとして、睫まつ毛げを伏ふせて恥じ入る。

「……悪い。余裕ないな、俺……」

「まあまあ。恋をすれば、誰でも愚おろか者になりますから」

「あんたも、そうだったのか」

　少年のようなまなざしを受け、飛天はふっと笑う。

「愚かになれたことが誇ほこりですよ。──奇焰子！　おまえにもやってもらうことがあると思います。私が連れていきますから、戻りなさい」

　嬉しそうに振り返る奇焰子に手招きしながら、飛天はまた思った。

　もし彼のそばに未雲がいなかったら。

　──今ごろ彼は、耶眞土の敵だったのかもしれない。
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　狭く長い洞どう穴けつを抜ぬけると、麓ふもとも見えない高さの岸がん壁ぺきに出た。

　雷らい雲うんが近い。

　嵐あらしのように打ちつける雨に、息をすることもままならず、立っているだけで精一杯だ。

　激しい風に髪を躍おどらせた雪ゆき間まが、岩が連なってできた足場を指さす。

「────」

　稲いな妻ずまが耳をつんざき、何を言っているか聞こえない。だがそこを登れということらしい。

　静しず生おに続いて岩の隙すき間まに入ると、雨水が足あし下もとを川のように流れていく。

　狭くて冷え冷えとする通路を、未み雲くもは全身びしょ濡ぬれのまま歩いた。

　極度の疲労と、恐怖と戦いながら。

　そうしてやっと洞穴を抜けた先に、未雲は驚おどろくべき光景を見た。

「ここは……！」

　四十年前、明みよう神じん帝ていが封ふうじた「穴」は、思いもよらない場所にあった。

　麓から山を見上げても見つからないわけだ。そこは山やま肌はだに、大きな刀で傷をつけたような、えぐれた谷間になっていたのだから。

　空からしか見えない隠かくされた谷には、山に染しみ込んだ雨水が、小さな滝となって注そそぎ込んでいる。

　淵ふちにたまった水は流れを作り、岩の裂さけ目から再び滝となって流れていく。

　水しぶきを上げる滝たき壺つぼの横に、その「穴」は開いていた。

（これが……魔縁の世界に通じる道……！）

　咆ほう哮こうを上げる獣けもののあぎとのような空洞。

　周りの岩には呪まじないが書かれた札が無数に貼はられ、深しん淵えんへの入り口にも、ぼんやりと発光する札が浮かんでいる。

　おそらくあれが、帝みかどの施ほどこした封ふう印いんのしるしだろう。

　そばにいるだけで怖おぞ気けが立つ、禍まが々まがしい景け色しきに圧倒されていると、またしても剣で背中を押された。

「さっさと歩きなさい。刺さされたいの」

「少し、待ってよ……。ここ、息がうまく吸えないんだってば……っ」

　さっきから、体が重い。

　着物が、埃ほこりと雨をふんだんに吸っているせいだ。

　それととにかく空気が薄い。夏だというのに寒いし、頭がクラクラする。

　だが雨も風も弱まった。

　切り立つ崖の上天では、雷らい鳴めいと激しい風雨が暴あばれ狂くるっているが、ここでは威力を削そがれてしまうらしい。

「穴」の正面──十じゆつ間けんほどはなれた場所には、鳥居が立っている。

　そこへ連れていかれた未雲は、柱の根元に縛しばりつけられた。

（なんとか届かないかな、あれ……）

　神じん器ぎや未雲の弓は、少し離れた場所に無む造ぞう作さに置かれているのだが──

「妙みようなことは考えるなよ、巴ともえ未雲」

「……っ」

　増水した滝のしぶきを浴あびながら、静生は未雲を冷たく見おろす。

「……もう少し我慢しろ。赤あか鬼おには必ず、脱だつ獄ごくという新たな罪を重ねてここへ来る。そうしたら──」

「静生様！」

　禍々しい「穴」の前で、雪間は振り返る。

「来たようです、わたくしたちの敵が」

　妖あやしく目を光らせる雪間に、未雲は『えっ』と顔を上げる。

　その視界の隅すみに、赤い色が映り込む。

　曇どん天てんに閉ざされた暗い景色の中でも、鮮せん烈れつに目を奪うばう赤。

　睫まつ毛げに乗った雨粒が、頰ほおに落ちて涙のように流れるまで、未雲は目を見開いたままだった。

　鳥居の下には、伐ば叉さ羅らが立っていたのだ。

　憤ふん怒ぬと闘とう志しに満ち、全身から研とぎ澄すまされた殺さつ気きを漂ただよわせて。

「伐叉羅！　どうして……っ」

　帝への連絡が遅おそかったのか。

　赤い髪をしとどに濡らした伐叉羅は、もう大丈夫だと優しく頷うなずく。

　だがその表情はすぐに、衰すい弱じやくした未雲の姿を見て凍こおりついた。

「……おい鷺宮さぎのみや。俺を陥おとしいれるなら、未雲を巻き込まずにやる方法はなかったのか」

「妙なことを言うものだ」

　静生は、未雲の首に刀を突きつけた。

「貴き様さまと白しら羽は姫ひめは許嫁いいなずけではないか。いずれ夫になる男が魔縁に落ちるなら、妻も一いち蓮れん托たく生しようだろう」

「……少しでも触れてみろ、一いつ瞬しゆんでおまえを八つ裂きにしてやる」

　金の目に射いすくめられた静生の額には、じっとりと汗が浮かんでいる。

　わずかに震える刃が、今にも皮ひ膚ふに触れそうだ。

　ぎゅっと目を閉じて恐怖に耐たえると、雪間の苛いら立だった声が聞こえた。

「静生様、恐おそれることはありません。今こそわたくしを殺した鬼への復ふく讐しゆうを、果たすときではありませんか！」

「復讐……。雪間、すまない。今の私は、そのために動いているのではない」

　雪間の顔を正視するのがつらいのか、静生は俯うつむき口ごもる。

「は……？」

　柳りゆう眉びを逆立てる雪間に、伐叉羅は「やめろ」と苦い顔で言った。

「おまえの真の目的は、鷺宮の復讐心を利用して、俺の──鬼のせいにした騒さわぎを起こし、『鬼を認みとめた帝』を失しつ墜ついさせることだろ」

「な……んだと!?」

　驚いた静生が、雪間を鋭するどく見やる。すると雪間は突然、けたたましく笑いだした。

「あっははは！」

　笑う雪間を見て、未雲はずっと感じていた違い和わ感かんの正体に気づく。

「……伐叉羅。じゃああいつの目的って、帝への復讐なの!?」

「そうだ。わざわざ神じん祇ぎ官かん長官のかみの鷺宮を利用したのも、真の目的を、生き神にだけは気づかせたかったからだ。……そして思おも惑わくどおり生き神はそれを見抜いて、俺に幕引きを託たくしたんだ」

　そう言って伐叉羅は、複雑そうに太刀を握る。

　自分たちを偏へん愛あいする帝の気持ちが、帝自身を滅ぼすところだったなんて。

　衝撃を受ける未雲の足下に、からん、と静生の刀が落ちる。

「それは、本当なのか雪間……」

　雪間は儚はかなげな表情に、か弱い女のしぐさで首をかしげた。

「はい、静生様」

　ばかな、と地面にがくりと膝ひざをついた静生に、雪間は哀あわれみの目を向ける。

「わたくしの狙ねらいは初めから帝だったのです。……さすがの静生様も、おのれの復讐の先に、あの憎にくき明神帝の失墜が待っているとは、想像できなかったのですね？」

「帝を陥れようなどと、私はそんなことは望んでいない！　耶や眞ま土とを壊こわす気か、雪間！」

「悲しくなるから、そう怒おこらないでくださいな」

　たおやかに言いながら、雪間は腰こしにはいていた二本の太た刀ちを抜く。

「だってこうすれば、静生様の復讐もかなって一石二鳥──でしょう!?」

　爛らんと目を光らせた雪間は、いきなり伐叉羅に襲おそいかかった。

「……っ！」

　とてつもない跳ちよう躍やくからの斬ざん撃げき。

　伐叉羅が太刀を抜いて受け止めると、ギィン、と雨の中に火花が散った。

　仕し留とめ損なった雪間は舌した打うちし、人間離れした動きでくるりと飛び去る。

「あと必要なのはおまえたちの死し骸がいだけだ！　全員、死んでもらう！」

「やめろ、雪間の姿を汚けがすな……もうやめてくれ！」

　静生の悲痛な叫さけび。

　それを聞き、反撃に出ようとしていた伐叉羅は、動けなくなる。

　かつて救えなかった娘。

　彼女の姿をした魔物を傷つけることに、躊ちゆう躇ちよしているのだ。

　そして魔物も、その姿が彼らの葛かつ藤とうを呼ぶことを、じゅうぶんに知っている──。

「あははははっ！　どうしたの、反撃してきたらどう!?」

　白しら拍びよう子しは両手に持った二本の刀で、嵐のように攻撃を加えてくる。

　伐叉羅はそれを紙かみ一ひと重えで受け止め、かわしているが、じょじょに滝壺の縁ふちまで追い詰つめられた。

（なんとか助けないと……！）

　未雲は、唯一自由な脚あしで静生の刀を引き寄せようとした。

　だが簡単に届く距離ではなく、何度やってもかすりもしない。

　すると身をよじる未雲の背後に、小さな影が迫せまった。

「未雲、未雲っ」

　振り向くと円柱の後ろ側から、奇き焰えん子じの頭がひょっこりのぞいている。

「奇焰子……!?」

「待ってろ、今縄を切ってやる」

　あーんと口を開けた奇焰子は、犬のような牙きばでガジガジと縄を嚙かみ切る。

　縛いましめが緩ゆるんだのを感じた未雲は、急いで縄をほどいた。

　それに気づいた静生が、「しまった」と刀を拾ったそのとき──嵐の上空から急降下してきた烏からすが、静生の眼前を横切った。

「うわっ!?」

　黒き神しん使しは、未雲の足下にカラン、と何かを落としていく。

　それは森に置いてきた、清きよめの懐かい剣けんだった。

「……っ」

「待て、巴っ！」

　懐剣を摑つかんだ未雲は、捕とらえようとする静生をかわし、弓と矢や筒づつを拾って逃げた。

「ありがとう奇焰子、烏さんっ」

「未雲殿どの、懐剣を使い、あの者の偽いつわりの姿を解とくのです！」

　声のしたほうを見ると、白い鼠ねずみが水たまりの中を併へい走そうしている。

（天てんさん！　……そっか、サギ男がいるから姿を見せられないんだ）

　だが懐剣の刀身は短い。

　あんなに素早く動く二人の間合いに、飛び込めるだろうか。

「──未雲！」

　無策で静生から逃げていた未雲は、伐叉羅の声にはっとして上を見る。

　そこには表情をなくした白拍子が、二刀を振り上げ宙に浮いていた。

「……や……っ」

　恐怖にすくんだ未雲に、刀が振り下ろされる。

　だが凶きよう刃じんが未雲を切り裂く寸前、赤い影がそれを遮さえぎった。

「させるか！」

　伐叉羅は全身で盾たてとなった。

　一本の刀を、右手の刀の柄つかで。

　そしてもう一本の刃を左手で摑んで受け止め、未雲を守ってくれたのだ。

「────」

　その手から、赤いものがぱたぱたと落ち、水たまりを染そめていく。

　苦痛に歪ゆがむ伐叉羅の顔を見た瞬間、未雲の恐怖は一瞬で消えてなくなった。

「伐叉羅ぁ……っ！」

　清めの懐剣を抜き去ると、その短い刀身は淡あわく光を放ち、美しい矢へと姿を変える。

　銀ぎん泥でい丸まるを追い詰めたとき、放てなかった破は魔ま矢や。

　それを弓につがえた未雲は、渾こん身しんの力で弦つるを引いた。

「卑ひ怯きよう者もの……本当の姿を見せなさい！」

　伐叉羅の背後から抜け出て放った矢は、超至近距離の空気を切り裂く。

「う……あぁ──っ！」

　肩を貫つらぬかれ後方へ吹っ飛んだ雪間は、滝に突っ込み、悲ひ鳴めいを上げて滝壺に落ちていく。

　彼女を追って水の中に入った静生は、絶ぜつ叫きようした。

「雪間ぁーっ！」




　水音だけが谷間に響ひびく。

　次の矢をつがえた未雲は、雪間が消えた淵を凝ぎよう視ししながら言った。

「大丈夫、伐叉羅!?」

　赤く染まった左手を握にぎり、伐叉羅は驚きから、少し困ったような笑顔になる。

「やるな、未雲……」

　それに応こたえようと、一瞬気が緩んだときだった。

　流れ落ちる水から、カッと光線が走る。

　とたんに水が爆発して飛散し、禍々しい気のうねりが一気に放出された。

「…………!?」

　未雲は水を割ってあらわれた者を見て、絶句した。

　白銀の髪にぼろきれのような直ひた垂たれ、血染めの手脚──。

　銀泥丸は、右目を金、左目を赤く光らせて、恐ろしい形ぎよう相そうでこちらを睨にらんでいる。


《……おのれぇ帝の雌めす犬いぬめ……その白き喉のどを食いちぎってくれる……！》



　矢が刺さった肩から流れる黒いものを、尖とがった爪つめを食い込ませて止めながら、銀泥丸は「どけっ」と静生を突き飛ばし、水から上がってくる。

「そんなっ……、偽りの姿を解いたんじゃなかったの？」

　腰が抜けそうになる未雲の足を、白い鼠が駆かけ上がる。

　肩に乗った飛ひ天てん鼠は、必死に手脚をばたつかせた。

「未雲殿、あれは人の、復讐への欲望を食らう魔物です。他人の姿を次々に模もして、復讐を煽あおり続けてきた結果、本来の姿をなくしてしまっているのですよ」

「じゃあ銀泥丸じゃないんだね？　伐叉羅聞いた？　あれは魔物。本当の銀泥丸じゃないんだよ！」

「……いや、あれは銀泥丸だ」

　えっ、と伐叉羅を見上げると、彼は怯おびえるでもなく、ただ冷静に銀泥丸を見み据すえている。

　迷いのない顔で、伐叉羅は未雲に言いきった。

「大丈夫だ。俺はもう暗がりには戻らない。あいつのいる場所には」

「伐叉羅……」

　心が凪いだ。

　おそろしい敵が迫る、こんなときなのに。

　大丈夫──それ以外浮かばない。

「いなくなられたら困るよ。だってわたしを嫁よめにもらってくれるなんて奇き特とくな人、この世のどこを探したって、伐叉羅しかいないんだから」

「未雲……」

　ばっと伐叉羅から離れた未雲は、再び弓に矢をつがえる。

「だから……伐叉羅のことは、わたしが守る！」

　すぐそばまで迫った銀泥丸に、もう一いつ矢しくらわせてやろうと思った。

　だがその小さくて凜り々りしい肩に、伐叉羅は手をかける。

「誰だれが戦わないと言った」

　未雲をどかした伐叉羅は、銀泥丸に太刀を向ける。

「おまえが本物だろうが偽にせ物ものだろうが関係ない。今度こそ決着をつけてやる！」


《ほざけ、人間風ふ情ぜいが……このオレに敵かなうと思っているのか》



「人間か。俺をそう呼んでくれるのは、未雲とおまえらぐらいだ」

　不ふ敵てきな笑みをこぼす伐叉羅に、怒いかりの形相を浮かべた銀泥丸は、巨大な刀を構える。

「な……、何あれ!?」

　白拍子の時は二本の刀だったそれが、一本に融ゆう合ごうしている。

　その重量のある刀を軽々と振りかざし、銀泥丸は牙を剝むいてかかってきた。


《くらえ！》



　刃というより、それはもう鈍い音を立てる鈍器だった。

　重い一撃を胸に食らい、伐叉羅は後方に吹っ飛ばされる。

「……くっ……！」

「伐叉羅ぁっ！」

　未雲と奇焰子は悲鳴を上げた。

　岸壁に激突した伐叉羅は、ずりずりと崖をすべり落ちる。

　その足下に、慌てて飛天が駆け寄った。

「伐叉羅殿、助けが必要なら、やはり私が！」

「必要ない。俺があんたの分身に足る存在か、黙だまって見てろ……」

　ゆらりと立ち上がった伐叉羅は、はっと目を剝いた。

　凄すさまじい殺気をまとう銀泥丸に、刀を構えた静生が迫っているのだ。

　敵うわけがない。

　強きよう靱じんな肉体を持つ自分たちと違う、ただの人間なら一撃で殺される。

「──どけ、鷺宮！」

　地面を蹴けった伐叉羅は、静生を突き飛ばす。

　そして何物もとらえず空振りした巨刀は地面をえぐり、泥をはね散らした。

　その判断に泣きそうになった未雲は、思わず顔を覆おおう。

（ああ、伐叉羅っ……！）

　身を起こした静生は、信じられないという顔で伐叉羅を見上げた。

「なぜ庇かばった……」

「いいからそこにいろ！」

　地面に転がった伐叉羅は、再び銀泥丸の標的になった。

　刀では無理だと瞬時に判断し、彼は振り下ろされた巨刀を、素す手でで挟んで受け止める。

　だが力押しの勝負に勝ったのは銀泥丸だった。


《そろそろ、くたばれ！》



　脇わき腹ばらを打たれ、なぎ払われた伐叉羅は、赤い鳥居に激突した。

　太い円柱の根元が折れ、後方に向かってゆっくりと軋きしみ、倒れていく。

「……っ、かはっ……」

　口の中が切れて、血が流れた。

　その姿を恍惚とながめながら、銀泥丸はゆっくりと歩み寄ってくる。

　丸腰の伐叉羅がすべり落ちるのを、柱の真下で待ち構えるために。


《安心しろ。おまえを殺したら、白羽姫もすぐにあとを追わせてやる。……運がよければ来世でまた会えるだろうよ》



「やめて銀泥丸！　……伐叉羅ーっ！」

　本当に死んでしまうと思った。

　勘かん違ちがいされたまま。気持ちが通じていないまま。

　けれど信じると決めた心は、一握りの希望を離しはしなかった。

「伐叉羅、勝ってぇっ……！」

　その声に反応した伐叉羅は、一気に銀泥丸の足下へと滑り落ちる。

　銀泥丸はその瞬間を待っていた。


《生き残るのはオレだ！　耶眞土の民よ、我われ々われを恐れ、ひれ伏ふせ！》



　落ちてくる伐叉羅の首めがけ、巨刀が振り下ろされる。

　だが伐叉羅はあきらめていなかった。

　柱を滑り落ちた勢いで、伐叉羅は銀泥丸の足下にあった神器──剣の柄を摑む。

「銀泥丸────!!」

　すらりと抜かれた刃は、雨粒をまとい、この世のものとは思えぬ輝かがやきを放つ。

　ぼろきれのような直垂をはいた、銀泥丸の脚のあいだをすべり抜けながら、伐叉羅は神器を振り抜いた。




「ど、どっちが勝ったんだ……？」

　奇焰子の言葉に、目を閉じていた未雲は、のろのろと顔を上げる。

　勝負がどうなったのか。

　伐叉羅も銀泥丸も、ぴくりとも動かないので見み極きわめがつかない。

　やがて交錯した鬼たちの、運命の明暗ははっきり分かれた。


《…………っ》



　金と赤の目を見開いて、どう、と銀泥丸は倒れた。

　その体は霧きりのように消え、彼がいた場所には清めの懐剣だけが残される。

　そして水たまりに仰あお向むけに倒れていた伐叉羅は、伸ばした腕でその懐剣を摑んだ。

「勝ったぞ……、未雲」

「伐叉羅！」

　起き上がった伐叉羅は、泥だらけの顔でニッと笑う。

「また、正面からじゃなかったが。……ま、背中からじゃなかっただけ進歩だよな」

　立ち上がる伐叉羅の上天で黒雲は薄れ、雨はいつしか止やんでいた。

　けれど、未雲の頰には光る透明なものが伝う。

（生きてる……。伐叉羅！）

　体の底からわき上がる、昂たかぶる感情。

　言葉にしようとしただけで、涙が出てくる。

　名前も知らないその気持ちを、どうしても抑えることができない。

「伐叉羅ぁっ」

「うおっ!?　どうした、ひーちゃん」

　勝ち方にこだわりをみせる幼おさななじみの背中に、未雲はどすんと飛びついた。

　つい、昔の呼び名で応えてしまうほどに幼い行動。

　そう思われたのだろうけれど、伐叉羅だって、背中越ごしにはっきりわかるほど、どきどきしている。

（わたしと同じだ）

　雨に打たれて風か邪ぜをひいたのか、体が熱い。

　伐叉羅の背中も同じくらい熱い。

　どきどきと鼓こ動どうがうるさい。生まれて初めての感覚。

　心が必死に伝えたがっているこの想おもいが、もう我慢できないと叫んでいる。

　このひねくれた心の檻おりから、外に出たがっている。




　だから今、解放してあげなければ。




「わたし、伐叉羅が好き……」

　消えそうな声で告げた、初めての大切な告白。

　はっ、と息をのむ気配がした。

　振り返ろうとする伐叉羅を抱く手に、未雲はぎゅっと力を込める。

「だめ！　こっち見ないでっ」

「どうしてだよ。今、顔が見たいのに。絶対可か愛わいいに決まってる」

「ぜんぜん可愛くないよっ。……恥はずかしいんだよ、だから見ないでってば！」

　ばっと顔を上げた未雲は、しまったと慌あわてた。

　満ち足りた顔で振り返る伐叉羅と、目が合ってしまったから。

「あ、あの、伐叉羅……ごめん、わたし」

「俺だけに見せてくれるんだよな、そういう顔」

　真まっ赤かになってうろたえる未雲に優しく目を細めて。そして伐叉羅は腰に回された小さな手に、愛いとしげに手を重ねた。

「俺の言葉は世せ辞じでも噓うそでもない。可愛いって俺が言ったときは、ありがとう、でいいんじゃないか？」

「……っ。あ……」

　ありがとうと小さな声で言うと、未雲は次の瞬間、伐叉羅の腕に抱きしめられていた。

「礼を言うのは俺のほうだ。……十一年越しで、やっと認めてもらえた」

　胸を高鳴らせる言葉に泣きそうになって、未雲は知った。

　恥ずかしさを超えて素直になれば、自分だけでなく、伐叉羅をも幸福にできるのだと。




　その様子を洞穴の入り口から見ていた奇焰子は、つまらなそうに舌打ちする。

「あーあ、ボクだって未雲を助けたのに。なんで行っちゃいけねーんだよ」

「邪魔をしたらいけませんよ、奇焰子。それにおまえには、やってもらうことがあると言ったでしょう」

　人の姿に戻った飛天は、取り戻した神器を手に「めっ」と奇焰子を叱しかる。

　その腕には、光を縒よって作った縄が絡からめられており、ふわりと浮かぶ縄の先には、静生の体が括くくられている。

　一時的に眠ねむらせた神祇官長官は、穏おだやかな顔をしていた。

　愛した娘の夢でも見ているのだろうか。

　だが目が覚めたら、つらいことを告げねばなるまい。

　避さけられぬことなら、今は眠ってほしい──深く、穏やかに。

「……。御ご所しよに戻りますよ奇焰子。あの魔物が消えたことで、魔力に狂わされていた民も正気に戻るはずです。いろいろと片付けなければいけないことが、どっとやってくるでしょう。おまえは私の雑用係として手伝いなさい」

「はぁ!?　なんでボクが！」

「おや。文句があるのですか？　では仕方ありませんね、御所の結けつ界かいを、奇焰子にも効くように調整しちゃおうっと」

「未雲みたいな口調で怖いこと言うな！　わかったよ、やりゃーいいんだろッ！」

　しぶしぶ納得する奇焰子に微笑ほほえみ、飛天は二人を振り返る。

「……本当は確かめるまでもないのです。我々天てん人じんの剣を、人ながら意のままに振るえる──伐叉羅殿、それだけであなたは、私の分身に足る存在なのですよ」

　誰にも聞こえないつぶやきを残し、飛天は奇焰子とともに姿を消した。
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　とうとう神しん國こく祭さいの最終日がやってきた。

　千ち代よの舞まいが披ひ露ろうされる白しら羽は神じん宮ぐうでは、今年の舞手である二代目白しら羽は姫ひめの登場が、今か今かと待たれている。

　本ほん殿でん前にはこの日のために、紙かみ垂しでを下げた注し連め縄なわを四方にめぐらせた、広さ二間ほどの舞台が建てられた。

　袖そでで待機する未み雲くもは、今日何度目かになる深呼吸をして、緊張を抑えつける。

「うわっ、もうお客さんがあんなに……」

　幕をちらりとよけて観客席を見ると、その光景に圧倒される。

　各国の国こく主しゆを招いた貴き賓ひん席せきはもちろん、全国から詰つめかけた民たみに、少しでも多く舞台を見せようと工く夫ふうされた観客席は、すでに満席だ。

　席に座すわれなかった者も、なんとか舞を見ようと、幕の外側に詰めかけている。

　それを見た瞬間、これまで積み重ねてきた稽けい古このことも、いっさい頭から吹き飛んだ。

（どうしよう……！）

　勢いよく幕を閉じた未雲は、その場にしゃがみ込む。

「……未雲、緊張しているのか」

「兄上！」

　奥からあらわれた士し狼ろうは、きっちりと狩かり衣ぎぬを着込んでいた。

　妹の晴れ舞台を彼なりに祝福しているのだろうが、表情はあいかわらず陰気くさい。

「困った妹だ。ではオレが緊張に効くまじないを教えてやろう……」

「えっ、そんなものがあるんですか？」

　そういうのがあるなら、早く教えてくれればいいのに。

　だが未雲のそばにしゃがんだ士狼が取り出したのは、おなじみの天てん魔ま帳ちようだった。

「えっ、これってまさか」

「少々骨が折れるが、あそこにいる連中の恥はずかしい過去を覚えていけ……。見ている奴やつらが全員、しょうもない人間だとわかれば、おまえの緊張も和やわらぐだろう……？」

「全員分なんて覚えられないですよ！　そもそも兄上、あそこにいる人たちの過去まで、調べてあるんですか!?」

「適当に作り話を教えようと思っただけだ。さすがに、要人以外の人間にまで神経を割さいてられん。……そこまでヒマに見えるか？」

「じ、自分で振っておいてなんです、そのいいざま!?」

「ま……特に最近は、おまえの世話で手一杯だったからな……」

　ぽつりとつぶやく兄に、未雲は「あ」と気勢を削そがれる。

　そういえば上じよう天てん山ざんの一件から、稽古の遅おくれを取り戻すのに集中していて、すっかり言いそびれていた。

　そばでずっと支えてくれていた兄に、未雲はぺこりと頭を下げる。

「兄上。ありがとうございました」

「何がだ？」

「いろいろ……。今まで気づかなかったことを、教えてくれたり」

「なんだ、そんなことか……。オレの手て柄がらみたいに言うな。単におまえが発達不良だっただけだ」

　発達不良──。

　容よう赦しやのない言われように、未雲はあんぐりと口を開けた。

「ひどい！」

「だが外はずれてはいないだろう？　……いいから立て、衣ころもに皺しわができてしまうぞ」

　いつまでたっても小さな妹みたいに、兄は未雲の衣を直してくれる。

　兄のそういう態度も、自分を成長させてくれない要因なのに。

（自分が過保護だって気づかないのかな、兄上は）

　しかし未雲も、兄のおかげで緊張がとれたことに気づいていないのだから、お互たがい様なのだが。

　兄は完成した未雲の全身を満足げにながめると、最後にその背をぽんと押した。

「大丈夫だ……おまえならできる。なぜならあの耶や眞ま土と一の美女、紫むらさき殿どのを射い止とめたオレの妹で、父上と母上の子なのだからな」

「兄上──って、えっ？　紫を射止めたってどういうことです？」

「野や暮ぼなことを訊きくな、妹よ……。紫殿が秋祭りへの逢あい引びきを承諾してくれたのだ。おまえと伐叉羅も一緒にと言われたが、おそらく照てれ隠かくしだろう。可か愛わいい人だ……」

（それは照れているのではなく、本気で身の危険を感じているのです、兄上！）

　恋愛初級者にもそれだけはわかる。

　絶対に同伴して、兄が暴走せぬよう見張らなければ。

「白羽姫様、そろそろお時間です。ご準備をお願いします」

　兄妹きようだいがそれぞれの思いにひたっていると、担当の神じん祇ぎ官かんが呼びに来てしまった。

　ということは──

「未雲、準備はいいか？」

　どきんとして振り返ると、そこには、いつもと違う装よそおいの伐ば叉さ羅らが立っていた。

「伐叉羅！　わあ、やっぱり似合うね。かっこいいよ！」

「……言うなよ。俺はまだ慣れてないんだから……」

「そこは、ありがとうでいいんじゃないの？」

　照れる伐叉羅に、未雲はぷくくとほくそ笑む。

　すると三人の元に、別の神祇官が慌あわててやってきた。

「しっ、白羽姫様！　姫様はあちらで待機をお願いします」

「えっ、あ、そうだっけ!?　じゃあ兄上、また！　伐叉羅、よろしくね！」

　騒さわがしい足音を立てて、未雲は反対の袖に行ってしまった。

　残った男二人は、それぞれが優しい気持ちで、未雲の背を見つめる。

「……士狼、獄ごく舎しやで話したことだが」

「偽にせの許嫁いいなずけのことか？　話を聞いたときから、あやしいとは思っていたのだ。……いいか、オレはずっと気づかないふりをしててやるから、続けろよ。一生、死ぬまでな……」

　妹への愛情で脅おどしてくる士狼に、伐叉羅は穏おだやかに答えた。

「いや、その必要はなくなったんだ」

「え……？」

「もう、偽なんかじゃない」

　晴れやかな伐叉羅の言葉に、どんよりした士狼の目が、大きく見開き、生気を宿す。

　伐叉羅は自信に満ちた顔をして、陽の光が射す明るい場所へ出ていった。




　舞台正面の貴賓席を越こえた、後方──一段高い場所には高たか御み座くらが設もうけられていた。

　守しゆ護ご官かんらに守られた御み簾すの内には、明みよう神じん帝ていが舞見物に来ている。

　帝みかどが民の前に姿をあらわすのは、実に四十年ぶりのことだ。

　集まった民は、皆その御座へ向かって手を合わせ、崇すう拝はいを示す。

　永遠の時を穏やかに導みちびいてくれる生き神への、感謝と畏い敬けいの念をこめて。

「さあ、もうすぐ始まりますよ。鷺さぎ宮のみや長官のかみ」

　帝が声をかけたのは、御簾の外にひかえる若き神祇官長官である。

　──いや、正確には元長官だ。

　静しず生おが深々と頭こうべを垂たれると、澄すんだ笛の音が境けい内だいに響ひびき渡った。

　笛と太鼓、鉦かねの音ね。

　それらが鳴なり響く中、舞台後方に張られた幕の内から、赤き天てん人じんの衣をまとった白羽姫がしずしずと進み出る。

「あれが、白羽姫様……！」

　観客席から、ため息が漏もれる。

　勾まが玉たまと鏡、二種類の神じん器ぎを身につけた神の依より代しろは、扇おうぎを手に舞まい踊おどる。──厳おごそかに、幻げん想そう的てきに。

　神々の世界といわれる舞台上で舞う姫は、美しかった。

　洗練されているとは言いがたく、例年の舞手たちには及およばないが、その懸けん命めいで可か憐れんな姿に心を打たれるのだ。

「おい、あれ……！」

　突然、民の一人が、私語厳禁の暗黙の掟おきてを破やぶって舞台を指さす。

　皆は絶句した。

　白羽姫が登場した袖の反対側から、男の舞手が躍おどり出たのだ。

　身の丈たけ六ろく尺しやく四よん寸すんはあろうかという逞たくましい体たい軀くに、炎のごとき赤い髪。

　貴き石せきのように輝かがやく金の瞳ひとみを持つ、美しい鬼おにが──

「なぜ、神聖な舞台に鬼が……!?」

　白き衣をまとった鬼は、最後の神器である剣を手に、白羽姫と並んで舞う。

　人々は恐怖しながらも、その美しさに見入った。

　だがそのときだった。

　強い風が吹き、頰ほおにひやりと冷たいものを感じた人々は、空を見上げ驚きよう嘆たんする。

　風の中を、きらきらと輝くもの。

　雪が舞っているのだ。

「これは、風かざ花はな……！」
















　万年雪をかぶる、上天山からの風に吹かれてきたのだろう。

　夏に降る雪の中、白と赤の幻想的な千代の舞に、客席は静まり返る──。




　境内の木に登った朱しゆ天てん童どう子じの面々は、運命の舞台を固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　太い木の枝に座った紫し峰ほうは、その凍こごえた空気に震ふるえ上がる。

「うわぁ、まずいよこれ……ドン引きじゃん！　実家が歌か舞ぶ伎き座ざのおれも、逃にげ出したくなる引きっぷりだ……あぁ」

　両手で自分を抱だきしめる紫峰の後ろから、縁えにしと故ゆえがひょいと顔を出す。

「だけれど紫峰、姫とお館やかたの二人舞は、帝が言い出したことなんだろう？」

「ならば、お館が責められれば帝の責任です。お館に非はありません」

　淡たん々たんと言って、故はぼきぼきと指の関節を鳴らしてみせる。

　見れば他の仲間も、観客が舞台に乱入してきたときのために、準備運動を始めているではないか。

「ばかばか、おまえらっ、そんなことしたら刀を全部処分したのも、今まで抑えてきたものも全部水の泡あわだろ？　たとえお館が袋叩だたきに遭あおうと、いつか認みとめられると信じて耐たえるのが、朱天童子の戦い方なんだよ。お館だって覚かく悟ごして出ていったんだ。おれたちだってそれくらい──」

「おい鬼ども、くだらねえ話はやめて、あれ見ろよ」

　会話を止めたのは、一段と高い枝にしがみついた奇き焰えん子じだ。

　生意気な口をきく着ぐるみ幼児に、鬼たちはムッと眉まゆを吊つり上げた。

「奇焰子、おまえねえ……おれたちに対する口のききかた、改善しないと未雲ちゃんに言って、尻しりを叩いてもらうかんな！」

「紫峰、そりゃ一番よくない子どものしつけ方だぞ。虎とらの威いを借りて子どもに言うこときかせようなんて、どうしようもねえ大人おとなだぜ」

「く～っ……！　あ、今おまえ、未雲ちゃんを虎って言ったな。言ったよな？」

「い、言ってねえしっ！　それより見ろよ、ちっとばかし風向きが変わってきたぞ」

　奇焰子の言うとおり、境内では異変が起きていた。

　舞台上の二人は、雑音など聞こえていないかのように舞を続けている。

　白羽姫は、たおやかにやわらかく。

　赤き鬼は、雄お々おしく勇猛に。

　だがそれを見つめる民のざわめきは、大きくなる一方だ。

「──帝、舞を中断させますか」

　神祇官がそうささやいても、明神帝は「まあ、待ちなさい」と答えるだけ。

　帝は待っているのだ。

　今はまだ小さな、民たちのもう一つの声が大きくなっていくことを。

「でも……このあいだの暴動事件のとき、私、鬼に助けられたわ」

「朱天童子だろ？　オレも助けられた。……なんでも、そいつらの頭とう領りようは白羽姫と一緒に、魔物退たい治じを引き受けたって聞いたが……」

「そういえば見たことがある。今舞台に上がってるのは、その連中の頭領だぞ」

　しだいに鬼を擁よう護ごする声が増えていく。

　民が自我のままに発する言葉に、帝は御簾の内で微笑ほほえんだ。

　だが、静生は耐えかねて顔を上げる。

「恐おそれながら帝。……やはり鬼の存在は民を刺激し、帝のお立場を揺ゆるがしかねません」

「そうだね。いつかは君の言うとおり、私の存在が意味を成さなくなる世が来るかもしれないよ」

「であれば！」

　扇子せんすをぱちりと閉じる音で、静生はハッと口をつぐむ。

「……だがそれは同時に、人が自立し、我われ々われ天人の導きを必要としなくなったということだ。もしもそのような日が訪れれば、耶眞土の人にとって喜ばしいことだと、私は受け入れるべきだろう」

「帝──」

　自分がどれほど叫さけぼうと、もはや鬼の存在は消せない。

　彼らが新しい道を築いていくのを、止められはしないのだ。

　そう、静生は悟さとった。

　上天山で、本物の絆きずなを見せつけてきた白羽姫と赤き鬼。

　二人の舞に、帝が誰だれよりも引き込まれているのがいい証拠で、きっとこの客席の中にも少なからず、鬼に新しい希望を見いだしてしまう者が、必ずいるのだ。

「……。どうか耶眞土を、お願いします」

　静生は深々と叩こう頭とうし、舞に見入る帝の邪魔にならぬよう、静かに後ずさる。

　これから彼は、謀む反ほんの罪を償つぐないに、流刑地に送られる。

　だが静生は胸に誓ちかっていた。

　過あやまちを犯おかした過去を清算し、次にここへ戻るときは、自身が信じる耶眞土のため──生まれた家や血筋など関係なく、実力でのし上がってくると。

「よろしく、頼む」

　待っていた守護官に両りよう脇わきを固められ、静生は新天地へと歩きだした。
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　大役を終えた達成感と、心地ここちよい疲労とともに神國祭は終わった。

　庭に面した廂ひさしにぶらんと脚あしを投げ出し、未雲は月を見上げる。

「予想はしてたけど、すっごい非難の声だったね」

　舞台本番を思い出すと、苦笑いが浮かぶ。

　だが短い期間で稽古をした二人舞は、止められることなく最後まで演じることができた。それは、すごいことではないだろうか。

「天てんさんが、二人舞にしようって言いだしたときは驚おどろいたけど、やってよかった。わたしはそう思うけど……」

　振り返ると、柱に寄りかかって刀の手入れをしていた伐叉羅は、「ん？」と顔を上げる。

「俺だって、石を投げられなかっただけ、よかったと思ってるさ」

「本当に？」

　はじめ彼は、飛天の提案を拒絶していたのだが、紆う余よ曲きよく折せつを経へて舞台に上がってくれた。

　もうかりそめ夫婦じゃないんだから、という未雲のひと言が決め手だったらしい。

「噓うそじゃない。紫峰たちが、認めてくれている人間もいたと泣いて喜んでいたし、結果、よかったってことだろう。……死ぬほど恥ずかしかったが、後こう悔かいはしていないぞ」

「よかった。でも、天さんは来年もやろうって言ってくれてたけど、ああいうのは一生に一度でいいね」

「まったくだ」

　また来年もだなんて、笑ってしまう。

　舞に込められた意味が真に理解できたか、とか。それがちゃんと伝えられたか、とか。

　反省すべきことは山ほどあるけれど、慣れないことを一生分がんばった。──二人で。

　今はそれだけでじゅうぶんだ。

　ふと刀を置いた伐叉羅は、満天の星が輝く空を見上げる。

「来年の神國祭か。そのとき俺たち、どこにいるんだろうな」

「え？」

「だってそうだろう。これからは金こん剛ごう国こくを出て、散らばった魔物を相手にしていくんだ。来年の同じ日、都みやこにいるとは限らないじゃないか」

　千代の舞のあと、新たな神祇官長官から発表があった。

　帝が四十年間封ふうじてきた魔物が、世に解とき放たれてしまったこと。

　そして帝に代わり、二代目白羽姫と絆の深い鬼が、その魔物の討とう伐ばつを確実に行うこと。

　民の反応は予想どおり厳しかったが、自分と並んで伐叉羅が紹介された。

　このうれしさは、何にも代えがたい。

　だが彼の言うとおり、魔物の存在を公表した今日から、二人の行動範囲は、耶眞土全土に広がったのだ。

「……そうだね。来年の今日はどこにいるんだろう、わたしたち」

　どこにいるか──生きているかどうかだってわからない。

　伐叉羅が殺されかけたとき、銀ぎん泥でい丸まるに「死んでも来世で会えばいい」と言われた。

　人は死に、生まれ変わる。

　けれどあのまま今こん生じようを終えて、来世で伐叉羅に出会えたとしても。もう一度、男と女として出会えるかどうかなんて、わからないじゃないか。

（そんなの、いやだ。……このまま死んじゃったりしたら）

　幼なじみで親友で、お互いに大好きで。

　これだけの絆でつながっている、今のこの人生、後悔しないように生きなくては。

「あのさっ、伐叉羅」

　ぐるんと振り向いた未雲は、手入れ道具を片づけている伐叉羅に、言った。

「祝しゆう言げん、挙あげない？　今ここで」

「……っ!?」

　いつも冷静な伐叉羅の手から、ガシャンと道具が落ちる。

「突とつ拍ぴよう子しもないのはいつものことだが……今のはどういうことだ？」

　まじまじと見つめてくる伐叉羅に、未雲は必死に言い訳する。

「もちろん本当のじゃないよ!?　本当のを挙げるのは耶眞土を守ってから、みんなに認められてからって決めてるでしょ。でも、しておきたいんだよ。許嫁なんて口だけで、たしかなものが、なんにもないから……」

　何をくだらないことをと思われただろうか。

　真顔で押し黙だまる伐叉羅を前に、未雲は後悔に襲おそわれた。

　しかし伐叉羅は穏やかに微笑むと、「いいぞ」と未雲の頭に手を乗せた。

「わかった。やろう」

「いいの!?」

　驚くほどすんなり受け入れられ、未雲は思わず膝立ちで伐叉羅に詰め寄る。

「何驚いてるんだ、本物じゃないならままごとと一緒だろ。……ま、それをやるにはお互い歳としをとりすぎたが。未雲の遊びの誘いを、俺が断るわけがないだろう？」

「あ……ありがとうっ。うれしい！」

　優しく目を細めて、伐叉羅は部屋の中を物色しはじめた。

「そうと決まれば準備をしないとな。とはいえ斎さい主しゆも巫み女こも参列者もいないし……。酒と杯さかずきがあればいいか。それと、とりあえず未雲の着物」

　物色した物の中から、白くて薄い絹織物を取り出した伐叉羅は、それを未雲の頭にふわりとかぶせてきた。

「これ、何？」

「外国の祝言で花はな嫁よめがかぶるものだ。少し形は違うけどな」

「ふうん……」

　外国の風習も取り入れた祝言とは、伐叉羅らしい。

　いや──自分たちらしいのか。




　月と星が光り、そして御ご所しよの篝火が燃える庭を向いて、二人は座った。

「じゃあ、祝言を始めるぞ」

　甘酒が入った瓶へい子しと杯も用意して、伐叉羅は新しん郎ろう自みずから甘酒をつぐ。

　そして三度に分けてそれを干すと、伐叉羅は同じ杯を未雲に渡してきた。

「次、未雲の番だ」

「お酒じゃなくて、甘酒で三さん三さん九く度ど？」

　クスッと笑った未雲は、伐叉羅と同じように、三度に分けて飲み干した。

　ほんのりと甘い、よく知っているはずの優しい味が、今夜は特別に感じる。

　誓杯が終わると、伐叉羅は立ち上がって未雲の手を引いた。

「次は夫婦の誓ちかいだ。俺と向かい合って立ってくれ」

「う……や、やっぱ恥ずかしい」

「そうか？　まあ俺たち、ままごとなんてしたことなかったもんな。いつも未雲が大将、俺が子分で、誰にも邪魔されない遊び場を探して、駆け回ってばかりで──」

　そう言うと、伐叉羅は切なげに眉をひそめた。

「それでも。俺と夫婦の契ちぎりを結んで、これから先も一緒にいてくれるか、未雲」

「うん……誓うよ。伐叉羅も、わたしと一緒にいてくれる？」

「あたりまえだ。誓うに決まってる」

「伐叉羅……」

　ままごとなのに、泣きたくなるほど真剣で。

　とくとくと刻きざまれる鼓こ動どうは速くて激しくて、自分ではどうすることもできない。

　未雲のかぶった薄い絹が、伐叉羅の手でそっとめくられた。

　大人と子どもほど背せ丈たけが違う二人の距離。それは、伐叉羅が腰こしをかがめることで近づいていく。

（あ……）

　ゆっくりとかぶさってくる恋人の吐と息いきを感じたとき、未雲は本能で瞳を閉じた。

　──聞いていたより甘くはない。けれど夢を食べたらこういう感じ？

　ゆっくりと目を開けると、きらきら光る貴石の瞳が、自分を見つめていた。
















「たしかなものが何もないなんて、さびしいことを言わせて悪かった。……約束する。一緒にいるかぎり、俺はこうしていつでも誓いの証あかしを渡そう。もう不安にはさせない」

「あ……」

　見抜いてくれていたのか。

　恋愛初級者の自分が言い出した、突拍子もない提案からすべてを。

「……ありがとう、伐叉羅……」

　こそばゆくて照れくさい。

　顔を見ていると恥ずかしくなって、未雲は目をそらす。

　だが視線の先に見つけたものに、ぎょっとした。

　庭に紫峰と士狼、それに飛ひ天てんと奇焰子が横並びで立って、こちらを凝ぎよう視ししているのだ。

「ええっ!?　ちょっとまさか、今の見てたのっ!?」

「おまえら、いつからいたんだ」

　顔を見合わせた四人は、口々に二人の痴ち態たいを晒さらす。

「いつから……？　二人が、向かい合ったあたりからか……？」

「ブッチューってやってるのは、確実に見たよな」

「あ……あははぁ……ごめんねお館、未雲ちゃん。おれ、二人がいい雰ふん囲い気きなの察して、わざわざ士狼サンと奇焰子を外に連れてったのにさあ」

「それより君、紫殿とどういう仲なのだ。調べても、二人が一緒にいる現場を見たという人間は一人もいないし……。いいかげん説明してくれたまえ……！」

「え、えーっと。そーだ天さん、何か二人に言うことあるんでしょ!?」

　難を逃のがれようとする紫峰に押し出され、飛天が興こう奮ふんして手を挙げる。

「そうです、私がのぞきに行こうと誘った天さんです。それよりもこの展開……なんと喜ばしいことでしょう！　お二人とも、私たちに遠えん慮りよせず夫婦の営いとみの続きをどうぞ！　さあさあ、さあさあ！」

「できるわけないでしょ!?」

「べつに、俺はかまわないが」

　何をこの外国かぶれめ。

　未雲が睨むと、伐叉羅はしれっと小声で言った。

「もうフリじゃないんだ、遠慮はいらないだろ」

「は？　今、なんて言った……？」

　返事する間に上を向かされ、未雲の首はぐぎっとなる。

「痛っ、ちょ、え!?」

　にやりと笑った伐叉羅の顔が迫せまってくる。

　だが彼が目を閉じたとき、未雲は反射的に拳こぶしを繰くり出していた。

「だっ!?」

「フリじゃなくなっても、人前で行きすぎたことしたら……殴なぐるよ!?」

「もう殴ってるだろ……」

　みぞおちにめり込んだ拳を引っ込めた未雲は、ハッとする。

「はっ！　わたしってばまた……！　ごめーん伐叉羅、痛かった!?」

　そのあいかわらずなやりとりを見た士狼は、ため息をついた。

「まったく……この幼いころからの繰り返しは、まだしばらく続くようだな……」

　千代の春を謳おう歌かする耶眞土を、守り抜くその日まで。

　そして天の日が地上の火を、やがて認めて天へ還かえるまで。

　二人の道は分かたれることなく、続いていく。





（完）
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　こんにちは。このたびは「千代の春に風かざ花はな舞う　かりそめ夫婦に祝福の門かど出で！」をお読みいただき、ありがとうございます。緑みどり川かわ愛あ彩いです。

　今作は、幼おさななじみ純愛が書きたい！　という熱を完全燃焼させたくて書いたお話です。

　とはいえ実際書いてみると、未み雲くもと伐ば叉さ羅らは幼なじみながら、精神年齢にはかなり差があって、どちらかというと兄きよう妹だいのようなコンビになっていました。

　あれ、もっとケンカップルっぽくなるはずだった、当初の予定と違うぞ……と思いつつ、二人が自由に動いてくれたからだと思うと、愛いとしい結果です。

　さて、そんな主人公コンビについて、もう少し書きたいと思います。

　伐叉羅は苦労をしているせいか、十七歳より大人びた性格になりました。

　それもこれも、私がアウトロー男子を書くのが好きなせいです。彼が「鬼」なのは完全に私の趣味でした。いつか非変態の王子様ヒーローも書いてみたいのですが……。

　そして未雲。こと恋愛に関して、彼女は十五歳にしては考えが幼いというか、ひねくれているのですが、幼なじみの包容力に甘えていると、自然とそうなるかなあ～と。

　現状が楽しくて居い心地ごこちがよすぎると、行かなければいけなくても、前に進みたくなくなるもので。留とどまれないから輝く時間なのだけれど、できればいつまでもそこにいたい。

　私が物語にこめる想いは、根底を探ると死し生せい観かん（怖っ！）にまで行き着くのですが、時間は有限であるということはつねづね思っていて……。だからキャラクターたちにも、有限の時を、輝いて生きてほしいと思って書いています。

　未雲にとっての輝く時間を、皆様にお伝えできていれば、うれしいのですが！

　では最後に、作品を一緒に作りあげてくださった皆様にお礼を。

　挿さし絵えを担当してくださった増ます田だメグミ様。前回に引き続き大変なスケジュールのなか、可か愛わいいかりそめ夫婦を描いてくださり、ありがとうございました！

　担当様と、この作品に関わってくださったすべての皆様にも、深く感謝を申し上げます。

　和風ファンタジーの世界を旅した数カ月。いろいろな発見があったし、物語を書くのが好きだという気持ちと、楽しさを再確認できました。未雲を書けてよかったです。

　今日からまた精しよう進じんしていきます。大好きなお話をまっすぐ紡つむげるように。

　ご縁えんあって、未雲と伐叉羅を応援してくださった皆様、最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。ぜひまた、別の物語でお会いできたらうれしいです！
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３月６日生まれ、うお座のＡＢ型。

この原稿に取り組んでいるあいだ、普段使うことのない昔の風習にちなんだ単語を、たくさん調べたり書いたりした気がします。
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やっと涼しい毎日になってきました。読書日和ですね。

冬までに家を引っ越そうかと考えているのですが、現在の本の量と服の量を考えると尻込みしてしまいます。

ドラッ●オンドラグーン３は新居でまったりやりたいです。

秋は読書とゲームだ！
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